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法
律
論
叢
　
第
八
五
巻
　
第
二
・
三
合
併
号
（
二
〇
一
二
・
一
二
）

【
論
　
説
】狸

狢
事
件
判
決
再
考

夏
　
　
井
　
　
高
　
　
人

目
　
次

一
　
は
じ
め
に

二
　
狸
狢
事
件
（
た
ぬ
き
・
む
じ
な
事
件
）
の
事
案
概
要

三
　
狸
狢
事
件
に
適
用
可
能
な
狩
猟
関
係
法
令

　
１
　
狩
猟
法
に
お
け
る
「
鳥
獣
」
の
意
義

　
２
　
狩
猟
法
に
お
け
る
「
狩
猟
鳥
獣
」
の
意
義

　
３
　
狩
猟
法
に
お
け
る
狩
猟
禁
止
鳥
獣
の
論
理
的
範
囲

　
４
　
狸
狢
事
件
に
お
け
る
法
適
用
関
係

四
　
狩
猟
法
に
定
め
る
「
捕
獲
」
の
意
義

　
１
　
狸
狢
事
件
大
審
院
判
決
が
示
し
た
「
捕
獲
」
の
法
解
釈

　
２
　
検
察
官
及
び
下
級
審
裁
判
官
の
錯
誤
（
法
令
解
釈
上
の
誤
り
）

五
　
本
件
十
文
字
狢
の
同
定
可
能
性

　
１
　
狸
狢
事
件
大
審
院
判
決
理
由
中
に
お
け
る
事
実
関
係
の
理
解

　
２
　
タ
ヌ
キ
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３
　
狩
猟
法
及
び
施
行
規
則
中
の
指
定
に
お
け
る
特
定
性

　
４
　
鑑
定
の
疑
問
点

　
５
　
本
件
十
文
字
狢
の
推
定

六
　
百
々

鼠
事
件
（
も
ま
・
む
さ
さ
び
事
件
）
の
検
討

　
１
　
百
々

鼠
事
件
の
事
案
概
要

　
２
　
ム
サ
サ
ビ
及
び
モ
モ
ン
ガ

　
３
　
捕
獲
し
た
獣
が
モ
モ
ン
ガ
で
あ
る
場
合
の
問
題
点

七
　
む
す
び

一
　
は
じ
め
に

一
般
に
、
法
律
学
（
刑
法
学
）
上
の
故
意
論
ま
た
は
責
任
論
の
一
部
と
し
て
、「
事
実
の
錯
誤
か
法
律
の
錯
誤
か
」
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
る
。

こ
の
課
題
に
つ
い
て
研
究
す
る
上
で
検
討
対
象
と
す
べ
き
重
要
な
裁
判
例
は
多
数
存
在
す
る
。
そ
う
し
た
裁
判
例
の
中
で
も
し
ば
し
ば

引
用
さ
れ
る
裁
判
例
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
狸
狢
事
件
（
た
ぬ
き
・
む
じ
な
事
件（1
）
　
）」
の
大
審
院
判
決
（
大
判
大
正
一
四
年
六
月
九
日
刑
集

四
巻
三
七
八
頁
・
以
下
、
事
件
の
こ
と
を
「
狸
狢
事
件
」
と
い
い
、
そ
の
大
審
院
判
決
の
こ
と
を
「
狸
狢
事
件
大
審
院
判
決
」
と
い
う
。）

及
び
い
わ
ゆ
る
「
百
々

鼠
事
件
（
も
ま
・
む
さ
さ
び
事
件（2
）
　
）」
の
大
審
院
判
決
（
大
判
大
正
一
三
年
四
月
二
五
日
刑
集
三
巻
三
六
四
頁
・

以
下
、
事
件
の
こ
と
を
「
百
々

鼠
事
件
」
と
い
い
、
そ
の
大
審
院
判
決
の
こ
と
を
「
百
々

鼠
事
件
大
審
院
判
決
」
と
い
う
。）
が
あ
る（3
）
　
。

こ
れ
ら
二
つ
の
大
審
院
判
決
は
、
主
と
し
て
刑
法
学
を
専
攻
す
る
法
学
研
究
者
や
法
律
実
務
家
ら
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
研
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究
対
象
と
さ
れ
て
き
た（4
）
　
。
そ
し
て
、
そ
の
刑
法
解
釈
学
上
の
分
析
・
検
討
は
、
考
え
得
る
限
り
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
な
さ
れ
て

き
た
。
研
究
素
材
と
し
て
は
ほ
ぼ
「
何
も
残
さ
れ
て
い
な
い
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
程
度
ま
で
に
研
究
し
尽
く
さ
れ
て
き
た
と
の

感
が
あ
る
。

し
か
し
、
刑
法
学
に
お
け
る
故
意
論
ま
た
は
錯
誤
論
と
い
う
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
法
情
報
学
に
お
け
る
法
情
報
の
一
つ
と
し
て
の
「
判

決
情
報
」
と
い
う
観
点
（
視
点
）
に
立
っ
て
考
察
し
た
場
合
、
こ
れ
ら
二
つ
の
大
審
院
判
決
は
、
非
常
に
興
味
深
い
研
究
課
題
を
多
数
伏

在
さ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
研
究
課
題
は
、
今
後
、
刑
法
解
釈
学
以
外
の
関
連
各
方
面
の
専
門
研
究
者
に
よ
っ
て
徹
底
し

た
調
査
研
究
が
尽
く
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
、
あ
え
て
こ
れ
ら
二
つ
の
大
審
院
判
決
を
研
究
対
象
と
し
、
そ
の
検
討
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ

し
、
本
論
文
中
で
は
主
と
し
て
狸
狢
事
件
大
審
院
判
決
を
研
究
素
材
と
し
つ
つ
、
百
々

鼠
事
件
大
審
院
判
決
に
も
触
れ
な
が
ら
、
法
情

報
論
の
立
場
か
ら
の
問
題
提
起
を
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
今
後
の
法
学
研
究
の
発
展
に
資
す
る
も
の
と
し
た
い
。

な
お
、
本
論
文
中
に
は
、「
錯
誤
」
を
論
ず
る
部
分
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
被
告
人
に
つ
い
て
の
み
「
錯
誤
」
を
論
ず
る
の
で
は

な
く
、
裁
判
官
、
検
察
官
（
起
訴
検
事
）
及
び
弁
護
人
を
含
め
、
全
て
の
訴
訟
関
係
人
に
つ
い
て
、
公
平
に
「
錯
誤
」
を
論
ず
る
。
す
な
わ

ち
、
通
常
の
刑
法
解
釈
学
上
の
「
錯
誤
」
と
同
じ
意
味
で
「
錯
誤
」
を
論
ず
る
も
の
で
は
な
い
。

一
般
に
、
い
わ
ゆ
る
冤
罪
事
件
と
し
て
後
に
再
審
無
罪
と
な
る
刑
事
事
件
で
は
、
何
ら
か
の
目
的
で
特
定
の
者
を
意
図
的
に
有
罪
と
す

る
た
め
に
起
訴
、
公
判
及
び
判
決
が
な
さ
れ
た
も
の
で
な
い
限
り
、
検
察
官
及
び
裁
判
官
に
重
大
な
錯
誤
が
あ
り
、
そ
の
錯
誤
の
故
に
誤

判
が
な
さ
れ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
冤
罪
ま
た
は
誤
判
と
ま
で
は
言
え
な
く
て
も
、
部
分
的
に
裁
判
官
の
誤
解
（
事

実
誤
認
）
に
基
づ
く
も
の
と
推
定
さ
れ
る
民
事
・
刑
事
の
判
決
は
決
し
て
少
な
く
な
い（5
）
　
。
換
言
す
る
と
、
神
に
あ
ら
ざ
る
ヒ
ト
（H

om
o

sap
ien
s

）
の
一
員
に
過
ぎ
な
い
法
律
家
（
裁
判
官
及
び
検
察
官
を
含
む
。）
が
陥
り
得
る
「
法
律
家
の
錯
誤
」
は
、
一
般
に
比
較
的
あ
り
ふ
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れ
た
法
現
象
で
あ
る
。
そ
し
て
、
従
来
「
判
例
」
と
さ
れ
て
き
た
裁
判
例
の
中
に
も
そ
の
よ
う
な
も
の
（
ま
た
は
、
そ
の
可
能
性
の
あ
る

も
の
）
が
意
外
と
多
数
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
「
法
律
家
の
錯
誤
」
が
発
生
し
得
る
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
注
意
喚
起
を
す
る
こ
と
は
、
将
来
に
お
け
る
誤
判

の
発
生
防
止
と
い
う
実
務
的
な
観
点
か
ら
も
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

以
上
が
本
論
文
の
目
的
で
あ
り
、
本
論
文
に
お
け
る
方
法
論
上
の
基
本
的
な
立
場
で
あ
る
。

二
　
狸
狢
事
件
（
た
ぬ
き
・
む
じ
な
事
件
）
の
事
案
概
要

狸
狢
事
件
大
審
院
判
決
が
判
断
の
前
提
と
し
た
事
実
関
係
（
同
判
決
理
由
中
に
お
い
て
事
実
審
理
の
上
で
確
定
し
た
と
し
て
摘
示
さ
れ

て
い
る
事
実
関
係
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
　
被
告
人
は
、
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
年
）
一
月
二
八
日
、
狩
猟
の
免
許
を
受
け
た
者
で
あ
る
。

②
　
被
告
人
は
、
狩
猟
免
許
を
受
け
た
日
の
一
ヶ
月
後
で
あ
る
同
年
二
月
二
九
日
、
狩
猟
の
目
的
で
、
栃
木
県
上
都
賀
郡
東
大
芦
村

大
字
深
岩
山（6
）
　
所
在
の
山
林
に
赴
き
、
同
所
に
お
い
て
獣
二
頭
（
以
下
「
本
件
十
文
字
狢
」
と
い
う
。）
を
発
見
し
た
。

③
　
被
告
人
が
携
行
し
て
い
た
村
田
銃（7
）
　
で
本
件
十
文
字
狢
を
射
撃
し
た
と
こ
ろ
、
本
件
十
文
字
狢
は
疾
走
し
て
被
告
人
か
ら
逃
れ
よ

う
と
し
、
付
近
に
あ
っ
た
自
然
の
洞
穴
（
岩
窟
）
中
に
逃
げ
込
ん
で
隠
れ
た（8
）
　
。

④
　
被
告
人
は
、
本
件
十
文
字
狢
を
追
跡
し
て
洞
穴
の
場
所
に
至
り
、
そ
の
入
口
の
部
分
を
石
塊
で
閉
塞
し
て
本
件
十
文
字
狢
が
そ

の
洞
穴
か
ら
逃
げ
出
せ
な
い
よ
う
に
し
た
上
で
、
帰
宅
し
た
。
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⑤
　
そ
の
洞
穴
、
は
奥
行
き
二
間
（
約
一
・
八
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
り
、
そ
の
先
に
一
間
（
約
九
〇
セ
ン
チ
）
ほ
ど
上
方
に
向
か
っ
て
曲

が
っ
て
い
る
部
分
が
あ
っ
て
行
き
止
ま
り
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
高
さ
は
被
告
人
が
這
っ
て
（
匍
匐
し
て
）
よ
う
や
く
出

入
り
で
き
る
程
度
の
比
較
的
小
さ
な
も
の
だ
っ
た
。

⑥
　
被
告
人
は
、
同
年
三
月
三
日
、
再
び
洞
穴
の
場
所
に
行
き
、
洞
穴
の
入
口
を
塞
い
で
い
た
石
塊
を
除
去
し
た
上
で
、
連
れ
て
い

た
猟
犬
を
本
件
十
文
字
狢
に
け
し
か
け
る
と
共
に
村
田
銃
で
射
撃
し
、
そ
し
て
、
猟
犬
に
本
件
十
文
字
狢
二
頭
を
噛
み
殺
さ
せ
た
。

⑦
　
そ
の
後
、
被
告
人
に
よ
る
本
件
十
文
字
狢
の
捕
獲
は
、
狩
猟
法
（
大
正
七
年
法
律
第
三
二
号
）
違
反
行
為
に
該
当
す
る
も
の
と

し
て
、
宇
都
宮
区
裁
判
所
に
お
い
て
起
訴
さ
れ
た
。

⑧
　
検
察
官
の
起
訴
に
か
か
る
公
訴
事
実
は
、
本
件
十
文
字
狢
が
「
狸
」
と
同
一
の
動
物
で
あ
る
こ
と
、「
狸
」
は
狩
猟
鳥
獣
で
あ
る

こ
と
、「
狸
」
の
狩
猟
期
間
は
同
年
二
月
二
九
日
で
終
了
し
て
い
る
こ
と
、
被
告
人
の
狩
猟
法
違
反
行
為
の
実
行
行
為
の
時
点
は
同

年
三
月
三
日
で
あ
っ
て
「
狸
」
の
狩
猟
禁
止
期
間
に
該
当
す
る
時
期
で
あ
る
こ
と
、
以
上
を
前
提
と
し
て
い
る
。

狸
狢
事
件
大
審
院
判
決
は
、
以
上
の
よ
う
な
各
事
実
を
確
定
し
、
そ
の
認
定
し
た
事
実
を
前
提
に
大
審
院
と
し
て
の
判
断
を
し
て
い
る
。

第
一
審
判
決
（
宇
都
宮
区
裁
判
所
）
及
び
控
訴
審
判
決
（
宇
都
宮
地
方
裁
判
所
）
が
前
提
と
し
た
公
訴
事
実
も
ま
た
大
審
院
が
確
定
し
た

事
実
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

第
一
審
で
あ
る
宇
都
宮
区
裁
判
所
に
お
い
て
、
弁
護
人
（
猪
狩

満
弁
護
士
ほ
か
）
は
、
事
実
の
錯
誤
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
被
告
人
は

無
罪
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
同
裁
判
所
（
裁
判
官
風
間
萬
次
郎
判
事
）
は
、
大
正
一
三
年
一
二
月
六
日
、「
被
告
が
狢
を
狸
と
別

物
と
信
じ
た
れ
ば
と
て
、
二
者
同
一
物
な
る
限
り
畢
竟
一
定
期
間
法
禁
物
た
る
狸
即
ち
狢
を
狢
と
知
り
て
捕
獲
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
法

の
不
知
た
る
こ
と
を
免
れ
ず
」
と
判
示
し
て
そ
の
主
張
を
斥
け
、
被
告
人
を
罰
金
二
〇
円
の
刑
に
処
す
る
旨
の
判
決
を
し
た
（
原
文
は
カ
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タ
カ
ナ
・
句
読
点
な
し（9
）
　
）。

控
訴
審
で
あ
る
宇
都
宮
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
、
弁
護
人
は
、
第
一
審
と
同
様
の
主
張
に
加
え
、
被
告
人
が
二
月
二
九
日
に
岩
窟
に
動
物

を
閉
じ
込
め
た
時
点
で
捕
獲
行
為
が
完
了
し
て
お
り
、
同
日
は
狩
猟
禁
止
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
被
告
人
は
無
罪
で
あ
る

と
の
主
張
を
し
た
。
し
か
し
、
同
裁
判
所
（
裁
判
長
岡
崎
善
太
判
事
・
裁
判
官
吉
本
栄
一
判
事
、
同
藤
井
経
雄
判
事
）
は
、
大
正
一
四
年

二
月
九
日
、「
錯
誤
」
の
主
張
に
つ
い
て
は
第
一
審
判
決
と
同
旨
の
判
示
を
し
た
上
で
、
捕
獲
の
既
遂
時
期
に
関
し
て
は
「
被
告
人
の
当
公

廷
に
於
け
る
供
述
に
依
り
、
大
正
一
三
年
二
月
二
九
日
被
告
人
が
本
件
の
獣
二
頭
を
窼
中
に
追
い
込
み
、
石
を
以
っ
て
入
口
を
塞
ぎ
て
そ

の
出
入
を
妨
ぐ
べ
き
用
意
を
施
し
置
き
た
る
こ
と
は
之
を
認
め
得
べ
き
も
、
そ
の
窼
た
る
や
獣
の
棲
息
す
べ
き
自
然
の
場
所
に
し
て
、
被

告
人
の
施
設
し
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
假
令
そ
の
口
に
出
入
の
妨
害
と
な
る
べ
き
も
の
あ
り
た
る
に
も
せ
よ
、
自
然
の
窼
中
に
棲
息
す
る

獣
を
以
っ
て
被
告
人
の
捕
獲
に
帰
し
た
り
と
為
し
難
く
、
被
告
人
が
真
に
之
を
捕
獲
し
た
る
は
前
掲
の
如
く
同
年
三
月
三
日
な
る
こ
と
明

瞭
な
る
を
以
っ
て
」
と
判
示
し
て
そ
の
主
張
を
斥
け
、
被
告
人
を
罰
金
二
〇
円
の
刑
に
処
す
る
旨
の
判
決
を
し
た
（
原
文
は
カ
タ
カ
ナ
・

句
読
点
な
し（10
）
　
）。

被
告
人
は
、
控
訴
審
判
決
を
不
服
と
し
て
大
審
院
に
上
告
し
た
。

以
上
が
、
狸
狢
事
件
大
審
院
判
決
に
至
る
ま
で
の
間
の
事
実
経
過
で
あ
る
。

三
　
狸
狢
事
件
に
適
用
可
能
な
狩
猟
関
係
法
令

狸
狢
事
件
に
適
用
さ
れ
る
法
令
（
施
行
さ
れ
有
効
な
法
令
）
は
、
狩
猟
法
（
大
正
七
年
法
律
第
三
二
号
・
以
下
、
単
に
「
狩
猟
法
」
と
い

う
。）
及
び
狩
猟
法
施
行
規
則
（
大
正
八
年
勅
令
第
三
八
一
号
・
以
下
、
単
に
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。）
で
あ
る
。
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狩
猟
法
一
条
一
項
は
「
狩
猟
鳥
獣
以
外
ノ
鳥
獣
ハ
之
ヲ
捕
獲
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
」
と
、
同
条
二
項
は
「
狩
猟
鳥
獣
の
種
類
ハ
主
務
大
臣

之
ヲ
定
ム
」
と
規
定
し
て
い
る
。

１
　
狩
猟
法
に
お
け
る
「
鳥
獣
」
の
意
義

狩
猟
法
に
お
け
る
「
鳥
獣
」
の
う
ち
「
鳥
」
が
鳥
類
（
生
物
中
の
動
物
界
脊
椎
動
物
門
脊
椎
動
物
亜
門
鳥
綱A

v
es

に
属
す
る
生
物
）
を

意
味
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、「
獣
」
に
つ
い
て
は
定
義
規
定
が
な
く
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い（11
）
　
。

古
来
、
狩
猟
の
対
象
と
な
る
生
物
中
に
は
、
例
え
ば
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
（A

n
d
ria
s
ja
p
o
n
icu
s
(T
em
m
in
ck
1
8
3
6
)

）
の
よ
う
な
両

生
類
（
生
物
中
の
動
物
界
脊
椎
動
物
門
脊
椎
動
物
亜
門
両
生
綱A

m
p
h
ib
ia

に
属
す
る
生
物
）
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
不
可

能
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
狩
猟
法
の
定
め
る
「
獣
」
に
は
哺
乳
類
（
生
物
中
の
動
物
界
脊
椎
動
物
門
脊
椎
動
物
亜
門
哺
乳
綱M

a
m
m
a
lia

に
属
す
る
生
物
）
だ
け
で
は
な
く
両
生
類
や
爬
虫
類
（
生
物
中
の
動
物
界
脊
椎
動
物
門
脊
椎
動
物
亜
門
爬
虫
綱R

ep
tilia

に
属
す
る
生
物
）

な
ど
鳥
類
以
外
の
動
物
も
含
ま
れ
る
と
の
解
釈
は
、
形
式
論
理
上
で
は
可
能
な
解
釈
の
一
つ
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
通
説
は
、
伝
統
的
に
、「
獣
」
と
は
哺
乳
類
を
指
す
も
の
と
し
て
解
し
て
き
た
し（12
）
　
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
に
対
し
て
異

を
唱
え
る
見
解
は
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

通
説
が
狩
猟
法
に
定
め
る
「
獣
」
か
ら
両
生
類
及
び
爬
虫
類
を
除
外
し
て
解
す
る
こ
と
の
理
論
的
根
拠
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
判
然

と
し
な
い
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
ま
で
の
本
草
学
に
お
い
て
は
基
本
的
に
は
哺
乳
類
に
属
す
る
生
物
だ
け
を
「
獣
」
と
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
狩
猟
法
に
お
け
る
「
獣
」
も
本
草
学
に
お
け
る
「
獣
」
と
同
じ
部
類
の
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
が
当
然
の
前
提
（
暗
黙
知
ま
た
は
メ

タ
知
識
の
一
種
）
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
明
治
時
代
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
の
時
代
に
お
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い
て
、
近
代
的
な
西
欧
流
の
動
物
分
類
学
上
の
知
識
だ
け
で
は
な
く
江
戸
時
代
の
本
草
学
に
基
づ
く
伝
統
的
な
知
見
等
も
ま
た
重
視
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
本
草
学
に
お
い
て
「
魚
」
の
一
種
で
あ
っ
て
「
獣
」
の
一
種
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
た
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
の
仲
間
（
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
含
む
。）
な
ど
が
、
大
正
七
年
に
制
定
さ
れ
た
狩
猟
法
に
お
い
て
も
「
獣
」
に
該
当
し
な
い
と
解
す

べ
き
こ
と
は
当
然
の
論
理
的
帰
結
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る（13
）
　
。
こ
の
こ
と
は
、
本
草
学
に
お
い
て
「
蟲
」
に
属
す
る
と
さ
れ
て
い
た
動
物
に

つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

な
お
、
江
戸
時
代
末
期
（
幕
末
）
に
来
日
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
（P

h
ilip
p
F
ra
n
z
B
a
lth
a
sa
r
v
o
n
S
ieb
o
ld
,
1
7
9
6
–
1
8
6
6

）
が
著
し
た
『
日

本
動
物
誌
（F

A
U
N
A
J
A
P
O
N
IC
A
,
1
8
3
3
–
1
8
5
0

）
（
14
）
　
』
で
は
、
日
本
に
生
息
す
る
動
物
の
多
く
が
収
録
さ
れ
、
西
欧
流
の
動
物
分
類
学
の
知

見
に
基
づ
き
ラ
テ
ン
語
の
学
名
を
付
し
て
解
説
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記
述
は
か
な
り
正
確
な
も
の
で
あ
り
、
現
在
で
も
な
お
大
い
に
参
考

と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
日
本
植
物
誌
』
に
収
録
さ
れ
た
日
本
の
動
物
の
中
に
は
、
哺
乳
類
に
属
す
る
生
物
だ
け
で
は
な
く
、

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
（C

a
retta

ca
retta

(L
in
n
a
eu
s,
1
7
5
8
) （

15
）
　
）
な
ど
爬
虫
類
に
属
す
る
動
物
及
び
ツ
チ
ガ
エ
ル
（R

a
n
a
ru
g
o
sa
(T
em
m
in
ck

et
S
ch
leg
el,
1
8
3
8
)

）
な
ど
両
生
類
に
属
す
る
動
物
も
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
の
観
察
・
検
討
結
果
は
、
当
時
と
し
て
は
最
先

端
の
学
術
的
知
見
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
著
書
に
付
さ
れ
た
図
版
等
も
ま
た
極
め
て
正
確
性
の
高
い
精
密
な
も
の
で
あ
っ

た（16
）
　
。
し
か
し
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
業
績
や
そ
の
後
の
西
欧
流
の
動
物
学
者
に
よ
る
研
究
業
績
が
狩
猟
法
の
立
法
者
に
対
し
て
与
え
た
影
響
は

あ
ま
り
大
き
く
な
く
、
和
風
の
本
草
学
の
伝
統
及
び
用
語
例
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
大
正
七
年
に
狩
猟
法
の
立
法
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
定
さ
れ
る（17
）
　
。

加
え
て
、
当
時
、
樺
太
、
千
島
列
島
、
朝
鮮
（
現
在
の
国
境
線
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
る
区
域
と
は
若
干
異
な
る
地
域
）
及
び
台
湾
等
が

日
本
国
の
領
土
内
及
び
信
託
統
治
領
に
含
ま
れ
て
お
り
、
現
時
点
で
の
日
本
国
の
領
土
範
囲
と
は
か
な
り
異
な
る
範
囲
の
地
域
が
日
本
国
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の
領
土
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
地
域
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
現
時
点
で
は
日
本
国
の
領
土
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
黒
竜
江
、
朝
鮮

半
島
及
び
中
国
東
北
部
等
に
生
息
す
る
動
物
も
ま
た
「
日
本
国
領
土
内
に
生
息
す
る
動
物
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
に
留

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
る
と
、
当
時
に
お
け
る
「
国
内
」
及
び
「
国
外
」
の
概
念
は
、
現
時
点
に
お
け
る
「
国
内
」
及
び
「
国

外
」
の
概
念
と
相
当
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
中
国
に
生
息
す
る
動
物
と
現
在
の
日
本
国
に
生
息
す
る
動
物
と
が
異
な
る
種

（
亜
種
で
あ
る
場
合
を
含
む
。）
で
あ
っ
て
も
、
当
時
と
し
て
は
、
か
な
り
大
雑
把
に
同
一
種
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
現
在
で
は
日
本
国
領
土
内
に
生
息
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
動
物
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
動
物
で

あ
っ
て
も
、
当
時
と
し
て
は
、
日
本
国
領
土
内
に
生
息
す
る
動
物
で
あ
る
と
し
て
日
本
国
の
法
令
中
で
規
定
ま
た
は
指
定
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
こ
と
自
体
と
し
て
は
必
ず
し
も
誤
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る（18
）
　
。
し
か
し
、
現
在
の

日
本
国
の
領
土
に
存
在
し
な
い
種
を
法
令
中
で
規
定
ま
た
は
指
定
し
た
場
合
、
日
本
国
の
本
土
に
生
息
す
る
動
物
に
つ
い
て
は
、
客
観
的

に
は
何
も
規
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
立
法
者
が
そ
の
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

２
　
狩
猟
法
に
お
け
る
「
狩
猟
鳥
獣
」
の
意
義

狩
猟
法
中
に
は
「
狩
猟
鳥
獣
」（
同
法
一
条
一
項
）
の
定
義
が
な
く
、
主
務
大
臣
が
「
狩
猟
鳥
獣
」
を
定
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
同

法
一
条
二
項
）。

「
狩
猟
鳥
獣
」
の
範
囲
を
定
め
る
法
規
は
、
施
行
規
則
で
あ
る
。
施
行
規
則
は
大
正
八
年
九
月
一
日
に
施
行
さ
れ
て
い
る
か
ら（19
）
　
、
狸
狢

事
件
を
検
討
す
る
に
際
し
て
は
、
こ
の
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
「
狩
猟
鳥
獣
」
の
範
囲
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
施
行
規
則
一
条
一
項
は
、
狩
猟
鳥
獣
の
意
義
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
に
定
め
て
い
る
。
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第
一
条
　
狩
猟
鳥
獣
ノ
種
類
左
ノ
如
シ

　ア鋸　
　イ嘴　
　サ鴨　

　ア
ト
リ

花
鶏　

　ア
ハ
ウ
ド
リ

信
天
翁　

　ア
ヲ蒼　
　サ
ギ鷺　

　ア
ヲ
ヂ

蒿
雀　

　イ
カ
ル鵤　

　イ
ス
ガ

交
喙　

　ウ鵜　

　ウ
ソ鷽　

鶉

　カ
ケ
ス

橿
鳥　
（
瑠
璃
橿
鳥
ヲ
除
ク
）
　カ
シ
ラ
ダ
カ

頭
鳥　

　カ
ハ
ラ
ヒ
ワ

河
原
鶸　

鴨

鴉
（
星
鴉
ヲ
除
ク
）
雁

雉

　ク
イ
ナ

秧
鶏　

熊
鷹

　ク
ロ
ジ

黒
鵐　

　ク計　
　リ里　

五
位
鷺

　シ
ギ鷸　

　シ蠟　
　メ嘴　

白
腹

　ダ
イ
ゼ
ン

大
膳　

千
鳥
鶫
（
虎
鶫
及
ビ
黒

鶫
ヲ
除
ク
）
　ニ
ュ
ウ
ナ
イ
ス
ズ
メ

入
内
雀　

　ノ
ジ
コ

野
鵐　

　ハ
ク
テ
ウ
鵠　

鳩

　ハ
ヤ
ブ
サ
隼　

　バ
ン鷭　

　ヒ
ヨ
ド
リ
鵯　

　ヒ

ワ

金
翅
雀　

　ホ
ホ
ジ
ロ

頬
白　

　マ
シ
コ

猿
子　

　マ
ミ
チ
ャ
ジ
ナ
イ

眉
茶
　

　ミ
サ
ゴ鶚　

　ミ深　
　ヤ
マ山　
　ホ
ホ
ジ
ロ

頬
白　

　ム
ナ
ク
ロ

胸
黒　

　ヤ
マ
ド
リ鶏　

鷲

　エ
ゾ
ヤ
マ
ド
リ

松
鶏　

　オ
シ
ド
リ

鴛
鴦　

獣
類
各
種
（
但
シ
　ア
マ
ミ

奄
美　
ノ
　ク
ロ
ウ
サ
ギ

黒
兎　
ヲ
除
ク
）

前
述
の
と
お
り
、
狩
猟
法
に
規
定
す
る
「
獣
」
と
は
哺
乳
類
に
属
す
る
動
物
を
指
す
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、「
獣
類
各
種
（
但

シ
奄
美
ノ
黒
兎
ヲ
除
ク
）」
と
は
、「
哺
乳
類
に
属
す
る
動
物
中
で
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
（P

en
ta
la
g
u
s
fu
rn
essi
(S
to
n
e,
1
9
0
0
) （

20
）
　
）
以
外

の
全
て
の
動
物
」
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
施
行
規
則
二
条
一
項
は
、
狩
猟
鳥
獣
の
う
ち
「
鳥
」
の
狩
猟
期
間
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

第
二
条
　
左
ノ
鳥
類
ノ
狩
猟
期
間
ハ
十
一
月
一
日
ヨ
リ
翌
年
二
月
末
日
迄
ト
ス

雉
　

鶏

次
い
で
、
施
行
規
則
二
条
二
項
は
、
狩
猟
鳥
獣
の
う
ち
「
獣
」
の
狩
猟
期
間
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

二
　
左
ノ
獣
類
ノ
狩
猟
期
間
ハ
十
二
月
一
日
ヨ
リ
毎
年
二
月
末
日
迄
ト
ス

　ア
ナ
グ
マ
猯　

　イ
タ
チ鼬　

　カ
ハ
ウ
ソ
獺　

　カ
モ
シ
カ

羚
羊　

狐

狸

鹿

　テ
ン貂　

　ム
サ
サ
ビ鼠　

　リ栗　
　ス鼠　
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施
行
規
則
二
条
二
項
で
指
定
さ
れ
て
い
る
「
猯
」、「
鼬
」、「
獺
」、「
羚
羊
」、「
狐
」、「
狸
」、「
鹿
」、「
貂
」、「

鼠
」
及
び
「
栗
鼠
」
の

合
計
一
〇
種
の
動
物
（
以
下
、
こ
れ
ら
一
〇
種
の
動
物
全
部
を
指
す
場
合
に
は
「
狩
猟
制
限
獣
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
の
み
狩
猟
期
間
が

指
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
「
獣
」
に
つ
い
て
は
狩
猟
期
間
の
定
め
が
な
い
。

こ
れ
ら
狩
猟
制
限
獣
が
ど
の
よ
う
な
哺
乳
動
物
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
は
、
狩
猟
法
及
び
施
行
規
則
中
に
何
ら
の
定
義
規
定
も
な
い
の

で
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。「
狸
（
た
ぬ
き
）」
及
び
「

鼠
（
む
さ
さ
び
）」
に
関
し
て
は
、
本
論
文
中
で
詳
し
く
後

述
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
八
種
の
動
物
に
つ
い
て
は
概
ね
次
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
（
こ
れ
は
、
立
法
者
が
当
時
客
観

的
に
認
識
可
能
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
哺
乳
動
物
に
つ
い
て
現
在
の
標
準
和
名
及
び
学
名
を
当
て
は
め
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現

在
の
日
本
国
領
土
外
に
生
息
す
る
動
物
に
関
し
て
は
網
羅
的
で
は
な
い
。）。

「
猯
」
　
ア
ナ
グ
マ
（M

eles
m
eles
m
eles
(L
in
n
aeu
s,
1758) （

21
）
　
）
及
び
ニ
ホ
ン
ア
ナ
グ
マ
（M

eles
m
eles
an
ak
u
m
a
(T
em
m
in
ck
,

1
8
4
4
)

）

「
鼬
」
　
ニ
ホ
ン
イ
タ
チ
（M

u
stela

ita
tsi
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）
及
び
チ
ョ
ウ
セ
ン
イ
タ
チ
（M

u
stela

sib
irica

co
rea
n
a

(D
o
m
a
n
iew
sk
i,
1
9
2
6
)

）
等（22
）
　

「
獺
」
　
ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
（L

u
tra
lu
tra
n
ip
p
o
n
(Im
a
izu
m
i
et
Y
o
sh
iy
u
k
i,
1
9
8
9
)

）
及
び
ユ
ー
ラ
シ
ア
カ
ワ
ウ
ソ
（L

u
tra
lu
tra

(L
in
n
a
eu
s,
1
7
5
8
) （

23
）
　
）

「
羚
羊
」
　
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
（C

a
p
rico
rn
is
crisp

u
s
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）

「
狐
」
　
キ
ツ
ネ
（V

u
lp
es
v
u
lp
es
(L
in
n
a
eu
s,
1
7
5
8
) （

24
）
　
）、
ホ
ン
ド
ギ
ツ
ネ
（V

u
lp
es
v
u
lp
es
ja
p
o
n
ica
(G
ray,
1
8
6
8
)

）
及
び
キ
タ

キ
ツ
ネ
（V

u
lp
es
v
u
lp
es
sch
ren
ck
i
(K
ish
id
a,
1924)

）
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「
鹿
」
ニ
ホ
ン
ジ
カ
（C

erv
u
s
n
ip
p
o
n
(T
em
m
in
ck
,
1
8
3
8
) （

25
）
　
）

「
貂
」
ホ
ン
ド
テ
ン
（M

a
rtes
m
ela
m
p
u
s
m
ela
m
p
u
s
(W
a
g
n
er,
1
8
4
0
)

）
及
び
コ
ウ
ラ
イ
テ
ン
（M

artes
m
elam

p
u
s
coreen

si

(K
u
ro
d
a
et
M
o
ri,
1
9
2
3
)

）
等（26
）
　

「
栗
鼠
」
　
エ
ゾ
リ
ス
（S

ciu
ru
s
v
u
lg
a
ris
o
rien
tis
(T
h
o
m
a
s,
1
9
0
6
)

）、
エ
ゾ
シ
マ
リ
ス
（T

a
m
ias
sib
iricu
s
lin
eatu
s
(S
ieb
o
ld
,

1
8
2
4
)

）、
ホ
ン
ド
リ
ス
（S

ciu
ru
s
lis
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）、
ク
リ
ハ
ラ
リ
ス
（C

a
llo
sciu
ru
s
ery
th
ra
eu
s
(P
a
lla
s
1
7
7
9
)

）、
タ

イ
ワ
ン
リ
ス
（C

a
llo
sciu
ru
s
ery
th
ra
eu
s
th
a
iw
a
n
en
sis
(B
o
n
h
o
te,
1
9
0
1
)

）
及
び
チ
ョ
ウ
セ
ン
シ
マ
リ
ス
（T

a
m
ias
sib
iricu
s

b
a
rb
eri
(J
o
h
n
so
n
&
J
o
n
es,
1
9
5
5
)

）
等（27
）
　

な
お
、
こ
こ
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
獣
」
は
、
い
ず
れ
も
毛
皮
等
を
採
取
し
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
な
動
物
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

と
、
当
時
の
時
代
背
景（28
）
　
か
ら
推
測
す
る
と
、
毛
皮
を
産
業
利
用
可
能
な
哺
乳
動
物
に
つ
い
て
は
、
濫
獲
を
防
ぎ
、
少
な
く
と
も
繁
殖
期
に

お
け
る
捕
獲
を
制
限
し
て
自
然
の
育
成
を
図
り
、
毛
皮
需
要
を
満
た
し
続
け
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
富
国
強
兵
的
な
国
家
目
的
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
仮
に
そ
う
で
あ
る
と
し
た
場
合
、
狩
猟
法
及
び
施
行
規
則
は
、
現
代
の
人
々
が
理
解
し
て
い
る
よ
う

な
意
味
で
の
「
動
物
愛
護
」、「
自
然
保
護
」
及
び
「
種
の
保
存
」
と
言
っ
た
観
念
と
は
相
当
異
な
る
発
想
に
基
づ
い
て
制
定
・
運
用
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
人
間
の
思
想
や
世
界
観
は
時
代
と
共
に
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
現

時
点
で
の
価
値
観
や
世
界
観
等
だ
け
に
依
拠
し
た
物
事
の
理
解
は
非
常
に
危
険
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
法
史
学

及
び
法
社
会
学
の
い
ず
れ
の
分
野
に
お
い
て
も
研
究
成
果
が
全
く
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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３
　
狩
猟
法
に
お
け
る
狩
猟
禁
止
鳥
獣
の
論
理
的
範
囲

狩
猟
法
一
条
一
項
の
規
定
だ
け
を
形
式
的
に
理
解
す
る
と
、「
獣
」
の
捕
獲
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
論
理
構
造
に
な
っ
て
い
る
と
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る（29
）
　
。

（
原
則
）
　
獣
の
捕
獲
は
禁
止

（
例
外
）
　
狩
猟
動
物
の
捕
獲
は
許
さ
れ
る

と
こ
ろ
が
、
施
行
規
則
一
条
に
よ
り
、
哺
乳
類
に
属
す
る
動
物
中
で
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
（P

en
ta
la
g
u
s
fu
rn
essi
(S
to
n
e,
1
9
0
0
)

）

以
外
の
全
て
の
動
物
が
狩
猟
鳥
獣
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、
施
行
規
則
二
条
二
項
に
よ
り
、「
猯
（
ア
ナ
グ
マ
）」
な
ど
一
〇
種
の
狩

猟
制
限
獣
の
み
に
つ
い
て
狩
猟
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
論
理
的
に
は
、
左
記
の
と
お
り
、
原
則
と
例
外
と
が
逆
転
し
た
状

態
で
狩
猟
法
上
の
法
規
制
が
存
在
し
て
い
る
の
と
同
じ
こ
と
と
な
る
。

（
原
則
）
　
獣
の
捕
獲
は
許
さ
れ
る

（
例
外
一
）
　
ア
マ
ミ
ノ
ウ
サ
ギ
（P

en
ta
la
g
u
s
fu
rn
essi
(S
to
n
e,
1
9
0
0
)

）
の
捕
獲
は
常
に
禁
止

（
例
外
二
）
　
狩
猟
制
限
獣
の
捕
獲
は
、
毎
年
三
月
一
日
か
ら
一
一
月
末
日
の
間
は
禁
止
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す
な
わ
ち
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
（P

en
ta
la
g
u
s
fu
rn
essi
(S
to
n
e,
1
9
0
0
)

）
及
び
狩
猟
制
限
獣
以
外
の
獣
に
つ
い
て
は
、
年
間
を
通

じ
て
常
に
捕
獲
可
能
で
あ
る（30
）
　
。

４
　
狸
狢
事
件
に
お
け
る
法
適
用
関
係

既
述
の
と
お
り
、
狸
狢
事
件
に
お
い
て
、
被
告
人
が
本
件
十
文
字
狢
二
頭
を
洞
穴
に
閉
じ
込
め
た
の
は
狩
猟
鳥
獣
の
狩
猟
期
間
内
で
あ

る
二
月
二
九
日
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
狸
狢
事
件
に
お
け
る
本
件
十
文
字
狢
が
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
（P

en
ta
la
g
u
s
fu
rn
essi
(S
to
n
e,
1
9
0
0
)

）
で
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
年
間
を
通
じ
て
捕
獲
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
（P

en
talagu

s
fu
rn
essi
(S
ton
e,

1
9
0
0
)

）
以
外
の
獣
に
関
す
る
法
規
制
に
当
て
は
め
て
考
え
て
み
る
と
、
狸
狢
事
件
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
論
理
的
関
係
が
成
立
す
る

こ
と
に
な
り
、
こ
れ
以
外
の
論
理
的
組
み
合
わ
せ
は
存
在
し
な
い
。

（
本
件
十
文
字
狢
が
狩
猟
制
限
獣
で
あ
る
場
合
）

①
　
二
月
二
九
日
に
「
捕
獲
」
が
既
遂
に
達
す
る
と
す
れ
ば
適
法
行
為
（
狩
猟
期
間
内
）
と
し
て
無
罪
に
確
定
す
る
。

②
　
三
月
一
日
以
降
に
「
捕
獲
」
が
既
遂
に
達
す
る
と
す
れ
ば
違
法
行
為
（
狩
猟
期
間
外
）
と
し
て
有
罪
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
（
こ

の
場
合
に
の
み
故
意
論
と
し
て
の
錯
誤
の
問
題
が
発
生
す
る
）

（
本
件
十
文
字
狢
が
狩
猟
制
限
獣
で
な
い
場
合
）

「
捕
獲
」
は
、
年
間
を
通
じ
て
常
に
適
法
行
為
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し
た
が
っ
て
、
狸
狢
事
件
に
お
け
る
最
も
重
要
な
検
討
課
題
は
、
狩
猟
法
一
条
一
項
に
定
め
る
「
捕
獲
」
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
理
解

す
る
か
（
法
解
釈
）
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

四
　
狩
猟
法
に
定
め
る
「
捕
獲
」
の
意
義

狩
猟
法
一
条
一
項
の
「
捕
獲
」
に
関
し
て
、
狩
猟
法
中
に
定
義
条
項
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、「
捕
獲
」
の
解
釈
に
つ
い
て
争
い
が

あ
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
（
事
件
当
時
の
最
上
級
審
は
大
審
院
、
現
時
点
で
は
最
高
裁
判
所
）
の
み
が
公
権
的
か
つ
確
定
的
な
法
解
釈
を

述
べ
る
権
限
を
有
す
る（31
）
　
。

周
知
の
と
お
り
、
狸
狢
事
件
大
審
院
判
決
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
関
す
る
法
解
釈
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
に
関
す
る
法

解
釈
を
述
べ
て
い
る
部
分
の
み
が
「
判
示
事
項
」
及
び
「
判
決
要
旨
」
と
し
て
判
例
と
し
て
の
先
例
的
価
値
を
有
す
る
の
で
あ
っ
て
、
判

決
理
由
中
の
他
の
部
分
は
い
ず
れ
も
単
な
る
傍
論
に
過
ぎ
ず
、
判
例
と
し
て
の
先
例
的
価
値
を
全
く
有
し
な
い（32
）
　
。

１
　
狸
狢
事
件
大
審
院
判
決
が
示
し
た
「
捕
獲
」
の
法
解
釈

狸
狢
事
件
大
審
院
判
決
の
「
判
示
事
項
」
に
は
「
野
生
ノ
狸
ヲ
岩
窟
ニ
追
込
ミ
事
実
上
ノ
支
配
力
ヲ
獲
得
シ
タ
ル
所
為
ト
狩
猟
法
ニ
所

謂
捕
獲
」
と
あ
る
。
そ
し
て
、
狸
狢
事
件
大
審
院
判
決
の
「
判
決
要
旨
」
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
原
文
は
カ
タ
ナ
カ
表
記
・
句
読
点

な
し
）。
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野
生
の
狸（33
）
　
を
発
見
し
た
る
者
が
狩
猟
の
目
的
を
以
っ
て
之
を
射
撃
し
追
跡
し
て
狭
隘
な
る
岩
窟
中
に
竄
入（34
）
　
せ
し
め
、
石
塊
を
以
っ

て
そ
の
入
口
を
閉
塞
し
逸
走
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
施
設
を
為
し
た
る
所
為
は
、
狸
に
対
し
て
事
実
上
の
支
配
力
を
獲
得
し
、
確
実
に

之
を
先
占
し
た
る
も
の
に
し
て
、
狩
猟
法
に
所
謂
捕
獲
に
外
な
ら
ず（35
）
　
。

狸
狢
事
件
大
審
院
判
決
は
、
本
件
十
文
字
狢
を
施
行
規
則
二
条
二
項
に
定
め
る
「
狸
」
で
あ
る
と
事
実
認
定
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ

う
な
判
決
要
旨
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
狸
」
の
部
分
は
、
物
理
的
に
可
能
で
あ
る
限
り（36
）
　
、
狩
猟
法
及
び
施
行
規
則
に
定
め
る

狩
猟
制
限
獣
全
て
と
置
き
換
え
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
論
理
関
係
だ
け
に
着
目
す
れ
ば
、
狸
狢
事
件
大
審
院
判
決
の
示
す
真

の
判
例
理
論
（
法
解
釈
）
は
、
次
の
よ
う
に
一
般
化
・
定
式
化
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

野
生
の
狩
猟
鳥
獣
を
発
見
し
た
る
者
が
狩
猟
の
目
的
を
以
っ
て
之
を
射
撃
し
追
跡
し
て
狭
隘
な
る
岩
窟
中
に
竄
入
せ
し
め
、
石
塊

を
以
っ
て
そ
の
入
口
を
閉
塞
し
逸
走
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
施
設
を
為
し
た
る
所
為
は
、
狩
猟
鳥
獣
に
対
し
て
事
実
上
の
支
配
力
を
獲

得
し
、
確
実
に
之
を
先
占
し
た
る
も
の
に
し
て
、
狩
猟
法
に
所
謂
捕
獲
に
外
な
ら
ず
。

狸
狢
事
件
大
審
院
判
決
に
お
い
て
示
さ
れ
た
法
解
釈
は
こ
れ
に
尽
き
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
で
も
そ
れ
以
下
で
も
な
い（37
）
　
。

そ
し
て
、
こ
の
法
解
釈
に
事
実
を
あ
て
は
め
て
み
る
と
、
要
す
る
に
、
狸
狢
事
件
の
被
告
人
は
、
狩
猟
期
間
中
で
あ
る
二
月
二
九
日
に

行
為
の
全
て
を
完
了
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
（P

en
ta
la
g
u
s
fu
rn
essi
(S
to
n
e,
1
9
0
0
)

）
で
は
な

い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
本
件
十
文
字
狢
の
捕
獲
行
為
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
狩
猟
制
限
獣
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず（38
）
　
、
常
に
無
罪
で
あ

る
こ
と
に
な
る
。
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な
お
、
狸
狢
事
件
大
審
院
判
決
は
、
被
告
人
が
本
件
十
文
字
狢
を
洞
穴
に
閉
じ
込
め
た
後
の
状
態
に
対
す
る
法
的
評
価
に
つ
い
て
も
触

れ
て
お
り
、「
三
月
三
日
に
至
り
被
告
人
が
銃
器
及
び
猟
犬
を
使
用
し
遂
に
猟
犬
を
し
て
狸
を
咬
殺
せ
し
め
た
る
所
為
は
、
そ
の
時
に
於
い

て
狸
の
捕
獲
行
為
を
完
了
し
た
る
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
寧
ろ
適
法
な
る
捕
獲
行
為
完
了
後
に
於
け
る
狸
の
処
分
行
為
の
事
実
に
係
る
も

の
と
断
定
す
る
を
妥
当
な
り
と
す
」（
原
文
は
カ
タ
ナ
カ
表
記
・
句
読
点
な
し
）
と
判
示
し
て
い
る
。
不
可
罰
的
事
後
行
為
に
該
当
す
る
と

い
う
趣
旨
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る（39
）
　
。

２
　
検
察
官
及
び
下
級
審
裁
判
官
の
錯
誤
（
法
令
解
釈
上
の
誤
り
）

狸
狢
事
件
に
お
い
て
、「
捕
獲
」
の
既
遂
時
期
に
関
す
る
検
察
官
及
び
下
級
審
裁
判
官
の
法
解
釈
は
、
大
審
院
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
、
法
の
解
釈
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
る
「
法
の
趣
旨
」
ま
た
は
「
法
の
理
解
」
は
、
大
審
院
の
判
決
の
有
無
を
問
わ

ず
、
客
観
的
に
存
在
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
か
つ
、
大
審
院
に
よ
る
法
解
釈
は
公
権
力
を
も
っ
て
検
察
庁
及
び
下
級
審
を
も
強
制
す
る

こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
客
観
的
に
は
、
右
検
察
官
及
び
裁
判
官
ら
に
法
解
釈
上
の
「
錯
誤
」
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
検
察
官
及
び
裁
判
官
の
「
法
解
釈
の
自
由
」
は
公
権
力
を
も
っ
て
否
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
法
解
釈
の
自
由
」

を
抗
弁
的
な
論
拠
と
し
て
錯
誤
を
否
定
す
る
こ
と
（
ま
た
は
、
錯
誤
で
は
な
く
正
当
な
法
解
釈
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
）
が
、
国
法
上

許
さ
れ
な
い
と
い
う
一
種
の
法
的
関
係
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

従
来
、
狸
狢
事
件
に
つ
い
て
は
、「
被
告
人
の
錯
誤
」
の
み
が
論
じ
ら
れ
、
検
察
官
及
び
下
級
審
裁
判
官
の
錯
誤
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の

は
見
当
た
ら
な
い
。

し
か
し
、
冤
罪
事
件
と
い
う
も
の
を
一
般
論
と
し
て
考
え
て
み
る
と
、
政
治
的
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
意
図
的
に
有
罪
と
し
た
場
合
を
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除
き
、
検
察
官
及
び
裁
判
官
に
事
実
認
定
上
ま
た
は
法
解
釈
上
の
錯
誤
が
一
切
存
在
し
な
け
れ
ば
有
罪
判
決
が
成
立
す
る
は
ず
が
な
い
の

で
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
再
検
討
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。

狸
狢
事
件
に
お
い
て
、
も
し
検
察
官
が
大
審
院
と
同
じ
法
解
釈
を
有
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
被
告
人
が
起
訴
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
下
級
審
（
宇
都
宮
区
裁
判
所
及
び
宇
都
宮
地
方
裁
判
所
）
の
裁
判
官
が
大
審
院
と
同
じ
法
解
釈
を
有
し
て
い
た
と

す
れ
ば
、
検
察
官
に
対
し
て
公
訴
の
取
り
下
げ
を
促
し
た
か
、
ま
た
は
無
罪
の
判
決
を
し
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
狸
狢
事
件
は
、
本
来
は
、
主
と
し
て
刑
事
訴
訟
法
学
の
文
脈
の
中
で
理
解
さ
れ
引
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

五
　
本
件
十
文
字
狢
の
同
定
可
能
性

狸
狢
事
件
大
審
院
判
決
の
判
例
と
し
て
の
意
義
を
論
ず
る
と
い
う
前
提
に
立
つ
限
り
、
本
来
論
ず
る
べ
き
事
柄
は
こ
こ
ま
で
述
べ
た
と

こ
ろ
に
尽
き
る
。
こ
れ
以
上
述
べ
る
べ
き
こ
と
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
狸
狢
事
件
に
お
い
て
、
本
件
十
文
字
狢
の
捕
獲
既
遂
時
期
が
も
し
狩
猟
禁
止
期
間
中
で
あ
っ
た
と
の
仮
定
で
設
題
す

る
と
す
れ
ば
、
事
実
認
定
論
上
の
問
題
を
含
む
も
の
と
し
て
認
識
・
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る（40
）
　
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
前
提
で
、
若

干
の
検
討
を
試
み
、
私
見
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

さ
て
、
こ
の
事
件
に
お
け
る
課
題
を
一
般
定
式
化
す
る
と
す
れ
ば
、
結
局
の
と
こ
ろ
、「
本
件
十
文
字
狢
の
同
定
は
可
能
か
」
と
い
う

問
題
に
帰
着
す
る（41
）
　
。
な
ぜ
な
ら
、
被
告
人
の
認
識
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
客
観
的
に
本
件
十
文
字
狢
の
同
定
が
可
能
で
な

か
っ
た
と
す
れ
ば
、
刑
事
裁
判
に
お
け
る
有
罪
と
な
る
べ
き
事
実
（
特
に
構
成
要
件
該
当
事
実
）
の
立
証
責
任
は
常
に
検
察
官
が
負
う
も

の
で
あ
る
以
上
、
本
件
に
つ
い
て
無
罪
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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以
下
、
私
見
を
述
べ
る
。

１
　
狸
狢
事
件
大
審
院
判
決
理
由
中
に
お
け
る
事
実
関
係
の
理
解

狸
狢
事
件
大
審
院
判
決
は
、
既
述
の
と
お
り
、
①
被
告
人
が
本
件
十
文
字
狢
を
洞
穴
に
閉
じ
込
め
た
時
点
で
捕
獲
行
為
が
完
了
し
て
い

る
と
判
示
し
つ
つ
も
、
他
方
で
は
、
②
「
三
月
三
日
に
至
り
被
告
人
が
銃
器
及
び
猟
犬
を
使
用
し
遂
に
猟
犬
を
し
て
狸
を
咬
殺
せ
し
め
た

る
事
実
を
俟
っ
て
、
始
め
て
捕
獲
行
為
あ
り
た
る
と
仮
定
す
る
も
」
と
、
あ
く
ま
で
も
仮
定
的
な
前
提
の
下
に
、
被
告
人
が
本
件
十
文
字

狢
を
「
狸
」
と
は
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
の
判
断
を
示
し
て
い
る
。
刑
法
理
論
中
で
錯
誤
の
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
部
分
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
す
る
被
告
人
の
主
観
的
認
識
内
容
に
つ
い
て
、
狸
狢
事
件
大
審
院
判
決
は
、
次
の
よ
う
に
事
実
認
定
し
て
い
る
。

①
　
被
告
人
は
、「
狸
（
た
ぬ
き
）」
と
「
狢
（
む
じ
な
）」
と
は
全
く
別
の
種
類
に
属
す
る
動
物
で
あ
る
と
認
識
・
理
解
し
て
い
た
。

②
　
被
告
人
は
、
狩
猟
法
に
定
め
る
「
　ア
ナ
グ
マ
猯　
」
に
該
当
す
る
獣
の
こ
と
を
「
狸
」
で
あ
る
と
認
識
（
誤
解
）
し
て
い
た
。

③
　
被
告
人
は
、
本
件
十
文
字
狢
が
俗
称
「
十
文
字
狢
（
じ
ゅ
う
も
ん
じ
む
じ
な
）」
と
称
す
る
動
物
で
あ
り
、
狩
猟
法
に
定
め
る

「
狸
」
で
は
な
い
と
認
識
・
理
解
し
て
い
た
。

こ
れ
を
整
理
し
て
み
る
と
、
裁
判
所
が
認
定
し
た
事
実
が
正
し
い
（
真
実
に
合
致
し
て
い
る
）
と
前
提
す
る
限
り
、
被
告
人
は
、
①
「
　ア
ナ
グ
マ
猯　
」

を
「
狸
」
で
あ
る
と
認
識
（
誤
解
）
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
か
つ
、
②
「
狸
」
を
捕
獲
し
た
つ
も
り
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す

る
と
、
被
告
人
は
、
客
観
的
に
は
、
①
本
件
十
文
字
狢
の
こ
と
を
「
　ア
ナ
グ
マ
猯　
」
で
は
な
い
と
認
識
し
て
お
り
、
か
つ
、
主
観
的
に
は
、
②
本
件
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十
文
字
狢
の
こ
と
を
「
狸
」
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

他
方
、
被
告
人
は
、「
　ア
ナ
グ
マ
猯　
」
に
該
当
す
る
動
物
の
名
が
「
狸
」
で
あ
る
と
認
識
（
誤
解
）
し
て
い
た
の
で
あ
る
以
上
、「
狸
」
と
い
う
名

の
動
物
に
関
す
る
客
観
的
な
識
別
能
力
を
全
く
欠
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
換
言
す
る
と
、
被
告
人
は
、
狩
猟
制
限
獣
の
同
一

性
を
識
別
す
る
た
め
の
構
成
要
素
の
理
解
を
欠
い
て
い
た
か
、
ま
た
は
、
そ
の
構
成
要
素
の
理
解
に
錯
誤
を
有
し
て
い
た
た
め
「
狸
」
と

他
の
動
物
と
を
客
観
的
に
識
別
す
る
能
力
を
全
く
欠
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る（42
）
　
。

た
だ
し
、
正
確
を
期
す
た
め
に
附
言
し
て
お
く
と
、
狸
狢
事
件
に
お
け
る
被
告
人
は
、
本
件
十
文
字
狢
の
捕
獲
行
為
を
咎
め
ら
れ
検
挙

さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
狼
狽
し
、
単
に
「
弁
解
の
た
め
の
弁
解
」
と
し
て
既
述
の
よ
う
な
認
識
を
有
し
て
い
る
と
主
張
・
供
述
し

た
可
能
性
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い（43
）
　
。
そ
の
よ
う
な
可
能
性
を
前
提
に
す
る
と
、
ま
た
別
の
角
度
か
ら
の
異
な
る
考
察
が
可

能
で
あ
る
。
例
え
ば
、
単
に
被
告
人
の
供
述
（
弁
解
内
容
）
が
「
弁
解
の
た
め
の
弁
解
」
で
あ
っ
た
場
合
、
真
実
は
、
裁
判
所
が
認
定
し
た

と
お
り
の
認
識
・
理
解
を
被
告
人
が
有
し
て
い
た
と
は
言
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
狸
狢
事
件
に
お
け
る
被
告
人
の
認
識
内
容

を
素
材
と
し
て
「
錯
誤
」
を
論
ず
る
と
し
て
も
、
そ
の
前
提
が
最
初
か
ら
欠
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る（44
）
　
。

２
　
タ
ヌ
キ

通
常
の
日
本
人
で
あ
れ
ば
、「
狸
」
と
は
「
タ
ヌ
キ
」
と
い
う
動
物
を
意
味
す
る
と
理
解
す
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、「
狸
」
の
通
常
の
読
み

は
「
た
ぬ
き
」
で
あ
る
が
、「
ま
み
」
と
い
う
読
み
も
か
な
り
普
遍
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
各
地
に
「
狸
穴
（
ま
み
あ
な
）」

と
い
う
地
名
が
多
数
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
狸
穴
（
ま
み
あ
な
）」
な
る
も
の
が
、
真
実
は
「
狸
」
の
巣
穴
の
こ
と
を
指
し
た
の
か
、

そ
れ
と
も
、「
　ア
ナ
グ
マ
猯　
」
の
巣
穴
の
こ
と
を
指
し
た
の
か
、
そ
の
い
ず
れ
か
を
判
定
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い（45
）
　
。
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と
こ
ろ
で
、
現
在
の
動
物
学
の
常
識
で
は
、
日
本
国
の
領
土
内
に
「
タ
ヌ
キ
」
と
い
う
名
（
和
名
）
の
動
物
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る（46
）
　
。

日
本
国
の
領
土
内
に
生
息
し
て
い
る
動
物
中
で
、
部
分
的
に
も
「
タ
ヌ
キ
」
と
い
う
名
の
付
さ
れ
た
動
物
で
あ
り
、
か
つ
、
一
般
に
「
た

ぬ
き
」
で
あ
る
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
動
物
は
、「
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
v
iv
errin

u
s
(B
ea
rd
,
1
9
0
4
)

）」
及

び
「
エ
ゾ
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
a
lb
u
s
(M
o
rita
,
1
9
9
9
)

）」
と
い
う
二
種
（
正
確
に
は
二
亜
種
）
の
哺
乳
動
物
で
あ
る（47
）
　
。

現
在
の
動
物
学
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
俗
に
「
タ
ヌ
キ
（
狸
）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
動
物
は
、「
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes

p
ro
cy
o
n
o
id
es
(G
ray,
1
8
3
4
) （

48
）
　
）」
と
い
う
一
属
一
種
の
動
物
で
あ
り
、
か
つ
、
こ
の
「
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
on
oid
es

）」
は
更
に

五
種
な
い
し
六
種
の
亜
種
に
細
分
化
し
て
分
類
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る（49
）
　
。

基
本
種
で
あ
る
狭
義
の
「
タ
ヌ
キ
（N
y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
p
ro
cy
o
n
o
id
es
(T
em
m
in
ck
,
1
8
3
8
) （

50
）
　
）」
は
、
中
国
東
部
な
ど
に
生

息
す
る
動
物
で
あ
り
、
現
在
の
日
本
国
の
領
土
内
に
は
生
息
し
て
い
な
い
動
物
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
動
物
学
に
お
け
る
通
説
的
な
見
解
に
従
う
と
す
れ
ば
、
狭
義
の
「
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
p
ro
cy
o
n
o
id
es

(T
em
m
in
ck
,
1
8
3
8
),
S
y
n
.
N
y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
sin
en
sis
(B
ra
ss,
1
9
0
4
);
N
y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
ka
lin
in
en
sis

(S
o
ro
k
in
,
1
9
5
8
);
N
y
ctereu

tes
steg
m
a
n
n
i
(M
a
tsch
ie,
1
9
0
7
) （

51
）
　
）」
は
、
幾
つ
か
の
亜
種
に
更
に
細
分
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
亜
種
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

①
　
朝
鮮
半
島
に
生
息
す
る
「
コ
ウ
ラ
イ
タ
ヌ
キN

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
k
o
reen
sis
(M
o
ri,
1
9
2
2
)

」

②
　
中
国
雲
南
省
に
生
息
す
る
「
ウ
ン
ナ
ン
タ
ヌ
キN

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
o
restes

(T
h
o
m
a
s,
1
9
2
3
)

」

③
　
ロ
シ
ア
（
黒
竜
江
周
辺
）、
朝
鮮
半
島
及
び
中
国
に
生
息
す
る
「
ウ
ス
リ
ー
タ
ヌ
キN

y
ctereu

tes
p
ro
cy
on
oid
es
u
ssu
rien
sis
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(M
a
tsch
ie,
1
9
0
7
),
S
y
n
.
N
y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
a
m
u
ren
sis
(M
a
tsch
ie,
1
9
0
7
) （

52
）
　
」

④
　
日
本
国
（
本
州
、
四
国
、
九
州
）
に
生
息
す
る
「
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
v
iv
errin

u
s
(B
ea
rd
,
1
9
0
4
)

）」

⑤
　
日
本
国
（
北
海
道
）
に
生
息
す
る
「
エ
ゾ
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
a
lb
u
s
(M
o
rita
,
1
9
9
9
)

）」

こ
れ
ら
の
亜
種
の
う
ち
、
日
本
国
に
生
息
す
る
亜
種
で
あ
る
「
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
v
iv
errin

u
s
(B
ea
rd
,

1
9
0
4
)

）」
及
び
「
エ
ゾ
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
a
lb
u
s
(M
o
rita
,
1
9
9
9
)

）」
の
染
色
体
数
は2

n
=
3
8
+
B

染
色
体
（2

–
5

）

で
あ
る
。
こ
の
染
色
体
数
は
、
他
の
亜
種
に
共
通
の
染
色
体
数
で
あ
る2

n
=
5
4
+
B

染
色
体
（2

–
4

）
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
だ
と
さ
れ

て
い
る（53
）
　
。

つ
ま
り
、
日
本
国
領
土
内
に
生
息
す
る
「
狸
」
は
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
比
較
的
普
遍
的
に
存
在
す
る
「
タ
ヌ
キ
」
と
は
別
個
に
独
自
の

進
化
を
遂
げ
た
動
物
群
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、「
タ
ヌ
キ
（
狸
）」
を
総
称
と
し
て
大
雑
把
な
法
規
制
を
行
う

こ
と
に
は
、
か
な
り
重
大
な
問
題
が
伏
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る（54
）
　
。

３
　
狩
猟
法
及
び
施
行
規
則
中
の
指
定
に
お
け
る
特
定
性

本
論
文
に
お
け
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
考
察
に
お
い
て
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
そ
も
そ
も
施
行
規
則
に
お
い
て
指
定
さ
れ

て
い
る
「
　ア
ナ
グ
マ
猯　
」
や
「
狸
」
等
の
文
字
列
符
号
に
識
別
力
（
構
成
要
件
と
し
て
十
分
に
機
能
す
る
だ
け
の
明
確
性
）
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い

う
点
に
関
す
る
検
討
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
し
法
令
中
の
文
字
列
符
号
だ
け
で
は
十
分
な
識
別
性
を
有
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
法

規
範
と
し
て
は
欠
陥
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、
無
効
な
法
令
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
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そ
こ
で
、
狩
猟
法
及
び
施
行
規
則
中
に
規
定
す
る
「
狸
」
の
構
成
要
件
と
し
て
の
明
確
性
が
十
分
で
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
若
干
の
検

討
を
試
み
る
と
、
狩
猟
制
限
獣
と
し
て
の
「
狸
」
の
指
定
は
、
施
行
規
則
二
条
の
中
に
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
定
義
規
定
は
存
在
し
な
い
。

お
そ
ら
く
、「
狸
」
が
ど
の
よ
う
な
動
物
を
指
す
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
自
明
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
自
明
な
こ
と
で
は
な
い
。

「
狸
」
に
関
す
る
動
物
学
上
の
分
類
及
び
同
定
に
つ
い
て
は
、
既
述
の
と
お
り
、
現
時
点
で
も
な
お
浮
動
的
な
部
分
が
あ
る
と
認
め
ざ

る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
狸
狢
事
件
が
発
生
し
た
大
正
時
代
に
は
、
も
っ
と
大
き
な
不
確
実
性
が
存
在
し
て
い
た
。

日
本
に
生
息
す
る
「
た
ぬ
き
」
な
る
動
物
に
関
し
て
は
、
大
正
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
川
瀬
善
太
郎
『
た
ぬ
き
』（
三
浦
書
店
、
一
九
一
六（55
）
　
）

の
中
で
か
な
り
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
川
瀬
善
太
郎（56
）
　
は
、
動
物
学
上
の
知
見
に
つ
い
て
は
東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
動
物
学
科
教
授

渡
瀬
庄
三
郎
の
知
見
に
依
拠
し
つ
つ
も
、
和
漢
洋
の
関
連
文
献
を
渉
猟
し
て
検
討
し
、
日
本
国
に
産
す
る
「
た
ぬ
き
」
の
学
名
に
つ
い
て

は
「N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
v
iv
errin

u
s
(B
ea
rd
,
1
9
0
4
)

」
を
も
っ
て
妥
当
と
す
る
見
解
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
見
解
は
、
現
在
の

通
説
に
お
け
る
見
解
と
も
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
た
ぬ
き
」
と
「
む
じ
な
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
同
一
の
動
物
を
指
す
別

名
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
川
瀬
善
太
郎
の
よ
う
な
精
密
な
検
討
結
果
は
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
稀
な
も
の
に
属
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
武
田
十
一
郎
編
『
猟
銃
全
書
』
二
二
八
頁
の
「
狸
、
狢
」
の
項（57
）
　
に
は
、「
狸
及
び

狢
は
狐
と
同
じ
く
頗
る
狡
猾
な
る
動
物
に
し
て
、
晝
は
多
く
其
の
穴
窟
に
籠
居
し
、
夜
間
食
を
求
め
つ
つ
此
方
彼
方
に
徘
徊
す
る
者
な
り

と
す
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
に
「
狸
及
び
狢
」
と
分
け
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
二
種
以
上
の
異
な
る
動
物
を

識
別
し
て
い
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
書
に
お
い
て
は
、
そ
の
論
述
内
容
等
か
ら
し
て
、「
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes

p
ro
cy
o
n
o
id
es
v
iv
errin

u
s
(B
ea
rd
,
1
9
0
4
)

）」
を
「
狸
」
と
し
、「
ニ
ホ
ン
ア
ナ
グ
マ
（M

eles
m
eles
a
n
a
k
u
m
a
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）」
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を
「
狢
」
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

大
正
元
年
（
一
九
一
二
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
秋
山
蓮
三
『
内
外
普
通
動
物
誌
脊
椎
動
物
編
』（
興
風
社
）
一
三
一
頁
以
下
に
は
「
狸
た
ぬ

きC
a
n
is
p
ro
cy
o
n
o
id
es
S
ch
reg
.

」
の
項
が
あ
る
。
秋
山
蓮
三
自
身
に
よ
る
記
述
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
そ
の
解
説
文
中
で
は
青
木
文
一

郎
の
「
タ
ヌ
キ
と
ム
ジ
ナ
」
と
い
う
論
文
（
動
物
学
雑
誌
第
二
六
七
号
四
六
頁
（
一
九
一
一
））
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
青
木
文
一
郎
の

論
文
で
は
、「
タ
ヌ
キ
」
に
は
「
ハ
チ
モ
ン
ジ
」、「
マ
ミ
タ
ヌ
キ
」
及
び
「
タ
ヌ
キ
（
冬
毛
）、
ム
ジ
ナ
（
夏
毛
）」
の
三
種
が
あ
る
と
の
テ

ミ
ン
ク
（C

o
en
ra
a
d
J
a
co
b
T
em
m
in
ck
(1
7
7
8
–
1
8
5
8
)

）
の
説
を
引
用
し
た
上
で
、
結
論
と
し
て
、「
た
ぬ
き
」
と
「
む
じ
な
」
と
は
同

一
の
動
物
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
の
見
解
を
是
認
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
当
時
、「
た
ぬ
き
」
に
は
何
種
類
か

の
タ
イ
プ
が
あ
る
と
の
考
え
方
が
強
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
農
林
省
山
林
局
編
纂
『
原
色
狩
獵
鳥
獸
圖
解
』（
大
日
本
聨
合
獵
友
會
）
二
八
頁
の
「
タ
ヌ

キN
y
ctereu

tes
v
iv
errin

u
s
T
em
m
in
ck
」
の
項
に
は
、「
本
種
は
色
相
に
依
り
ハ
チ
モ
ン
ヂ
、
ジ
ウ
ジ
、
シ
ロ
等
の
名
称
あ
り
。
北
海
道

に
産
す
る
エ
ゾ
タ
ヌ
キ
は
タ
ヌ
キ
よ
り
稍
大
型
に
し
て
、
毛
皮
は
一
層
良
質
な
る
を
以
っ
て
貴
重
せ
ら
る
」
と
の
記
載
が
あ
る
。「
た
ぬ

き
」
が
一
種
し
か
存
在
せ
ず
、「
八
文
字
」
等
の
名
称
の
相
違
は
体
毛
色
の
相
違
に
基
づ
く
も
の
に
過
ぎ
ず
、
種
と
し
て
の
相
違
で
は
な

い
と
の
見
解
は
、
前
掲
川
瀬
善
太
郎
『
た
ぬ
き
』
で
も
採
用
さ
れ
て
い
る
考
え
方
で
あ
る
。
他
方
、
同
書
二
九
頁
の
「
ア
ナ
グ
マ
（M

eles

a
n
a
k
u
m
a
T
em
m
in
ck

）」
の
項
に
は
「
外
形
タ
ヌ
キ
に
酷
似
す
る
を
以
っ
て
往
々
之
と
混
同
せ
ら
る
。
ム
ジ
ナ
、
サ
サ
グ
マ
等
の
方
言
あ

り
」
と
の
記
述
が
あ
る
。

昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
改
訂
増
補
日
本
動
物
圖
鑑
』
三
八
頁
の
「
た
ぬ
き
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
on
oid
es

v
iv
errin

u
s
T
em
m
in
ck
et
S
ch
leg
el

）」
の
項（58
）
　
に
は
、「
た
ぬ
き
」
の
別
名
と
し
て
「
む
じ
な
」
が
明
記
さ
れ
た
上
で
、「
東
亞
特
有
ノ
動
物

ニ
シ
テ
、
い
ぬ
属
ニ
近
ク
あ
な
ぐ
ま
属
ト
ハ
縁
遠
シ
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
書
四
五
頁
の
「
あ
な
ぐ
ま
（M

eles
a
n
a
k
u
m
a
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T
em
m
in
ck
et
S
ch
legel

）」
の
項
に
は
、「
あ
な
ぐ
ま
」
の
別
名
と
し
て
「
む
じ
な
、
ま
み
、
さ
さ
ぐ
ま
」
が
明
記
さ
れ
た
上
で
、「
本
種
ハ

我
國
特
有
ノ
動
物
ニ
シ
テ
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
同
書
は
、「
む
じ
な
」
は
、「
た
ぬ
き
」
の
別
名
で
あ
る
と
同
時
に
「
あ
な
ぐ

ま
」
の
別
名
で
も
あ
る
と
い
う
認
識
・
理
解
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
書
籍
・
論
文
等
が
多
々
あ
る
け
れ
ど
も
、
詳
細
の
引
用
は
割
愛
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
狸
狢
事
件
当
時
に
お
け
る
学
問
状
況
下
に
お
い
て
は
、「
狸
（
た
ぬ
き
）」
の
定
義
は
必
ず
し
も
明
確
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る（59
）
　
。
そ
し
て
、「
狢
（
む
じ
な
）」
に
つ
い
て
は
、「
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
v
iv
errin

u
s

(B
ea
rd
,
1
9
0
4
)

）」
の
異
名
で
あ
る
こ
と
も
「
ニ
ホ
ン
ア
ナ
グ
マ
（M

eles
m
eles
a
n
a
k
u
m
a
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）」
の
異
名
で
あ
る
こ

と
も
あ
っ
た
と
理
解
す
る
し
か
な
さ
そ
う
に
思
わ
れ
る（60
）
　
。

私
見
と
し
て
は
、
古
来
、「
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
v
iv
errin

u
s
(B
ea
rd
,
1
9
0
4
)

）」
や
「
ニ
ホ
ン
ア
ナ
グ
マ

（M
eles
m
eles
a
n
a
k
u
m
a
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）」
は
、
明
瞭
に
区
別
さ
れ
な
い
ま
ま
、「
む
じ
な
」
ま
た
は
「
う
じ
な
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
中
世
の
こ
ろ
か
ら
関
西
地
方
を
中
心
に
し
て
「
た
ぬ
き
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
主
に
東
日
本
に
は
「
狢
（
む
じ
な
）」
と
い
う
地
名
が
多
く
存
在
す
る
と
と
も
に
、「
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes

p
ro
cy
o
n
o
id
es
v
iv
errin

u
s
(B
ea
rd
,
1
9
0
4
)

）」
の
こ
と
を
「
狢
（
む
じ
な
）」
と
呼
ぶ
例
も
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
る
。
そ
の
結
果
、
同
一
の

種
類
に
属
す
る
動
物
に
つ
い
て
「
狸
（
た
ぬ
き
）」
と
呼
ぶ
こ
と
も
「
狢
（
む
じ
な
）」
と
呼
ぶ
こ
と
も
十
分
に
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
後
述
の
と
お
り
、
狸
狢
事
件
で
問
題
に
な
っ
た
の
は
、「
狢
（
む
じ
な
）」
で
は
な
く
「
十
文
字
狢
（
じ
ゅ
う
も
ん
じ

む
じ
な
）」
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
v
iv
errin

u
s
(B
ea
rd
,
1
9
0
4
)

）」
や
「
ニ
ホ
ン
ア
ナ
グ
マ

（M
eles
m
eles
a
n
a
k
u
m
a
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）」
と
は
別
の
種
類
に
属
す
る
動
物
と
し
て
「
十
文
字
狢
」
と
い
う
動
物
が
存
在
し
て
い

た
可
能
性
を
（
少
な
く
と
も
理
論
上
で
は
）
否
定
し
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
後
述
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
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さ
て
、
大
正
時
代
当
時
に
お
い
て
は
、
川
瀬
善
太
郎
の
著
書
『
た
ぬ
き
』
が
「
狸
」
に
関
す
る
最
も
詳
細
な
論
述
を
含
む
も
の
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
川
瀬
善
太
郎
が
動
物
学
上
の
知
見
を
得
る
た
め
に
依
拠
し
た
渡
瀬
庄
三
郎
自
身
は
、「
狸
（
た
ぬ
き
）」
に
関
し

て
詳
細
な
論
文
を
著
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い（61
）
　
。
そ
れ
ゆ
え
、
狸
狢
事
件
の
公
判
に
お
い
て
は
、
川
瀬
善
太
郎
が
鑑
定
人
と
し
て
選
任
さ

れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る（62
）
　
。

し
か
し
な
が
ら
、
狸
狢
事
件
の
公
判
に
お
け
る
最
終
審
で
あ
る
大
審
院
で
吟
味
・
審
理
し
、
当
時
に
お
い
て
関
連
分
野
に
関
す
る
最
高

レ
ベ
ル
の
学
者
だ
と
み
な
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
川
瀬
善
太
郎
に
鑑
定
を
求
め
な
け
れ
ば
「
狸
」
及
び
「
十
文
字
狢
」
の
同
定
・
識
別

が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
経
緯（63
）
　
に
鑑
み
る
と
、
狩
猟
法
が
制
定
さ
れ
た
大
正
七
年
当
時
に
お
け
る
立
法
者
の
脳
裏
に
お
い
て
「
狸
」
が
明

確
に
定
義
可
能
な
状
態
に
な
っ
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
相
当
の
疑
問
が
残
る
。
仮
に
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
狩
猟
法
及
び
施
行

規
則
に
定
め
る
「
狸
」
な
る
構
成
要
件
の
定
義
も
ま
た
十
分
に
明
確
な
も
の
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
た
と
は
言
い
が
た
い
。

要
す
る
に
、
同
法
及
び
施
行
規
則
の
立
法
事
実
に
関
す
る
当
該
立
法
者
の
認
識
・
理
解
が
明
確
性
を
欠
い
た
ま
ま
立
法
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
い
う
意
味
で
、
同
法
及
び
施
行
規
則
の
有
効
性
な
い
し
法
規
範
と
し
て
の
安
定
性
に
は
そ
も
そ
も
問
題
が
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
狸
狢
事
件
大
審
院
判
決
の
理
由
中
で
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、「
狩
猟
法
中
に
於
い
て
狸
な
る
名
称
中
に
は
狢
を
も

包
含
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
国
民
を
し
て
適
帰
す
る
と
こ
ろ
を
知
ら
し
む
る
の
注
意
を
取
る
を
当
然
と
す
べ
く
」
と
あ
る（64
）
　
。
狸
狢
事

件
大
審
院
判
決
の
理
由
は
、
そ
の
論
理
を
一
般
化
す
る
と
、
①
狩
猟
法
及
び
施
行
規
則
中
に
定
め
る
構
成
要
件
と
し
て
の
「
狸
」
が
何
を

指
す
の
か
が
明
確
で
は
な
く
、
別
名
と
の
異
同
関
係
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
に
は
、
②
狩
猟
法
そ
れ
自
体
を
違
法
・
無
効
と
す
る
ま
で
の

こ
と
は
な
い
け
れ
ど
も
、
③
「
狸
」
の
同
一
性
識
別
基
準
に
関
す
る
公
権
的
解
釈
を
国
民
に
周
知
徹
底
す
る
ま
で
の
間
は
、
同
法
及
び
施

行
規
則
に
基
づ
く
法
執
行
（
国
家
刑
罰
権
の
行
使
）
は
控
え
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
帰
着
す
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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そ
し
て
、
刑
罰
法
令
の
執
行
（
国
家
刑
罰
権
の
行
使
）
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
極
め
て
近
代
的
・
合
理
的
な
法
思
想
（
大

正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
に
お
け
る
法
思
想
上
の
精
神
的
風
土
）
を
顕
現
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
高
く
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う（65
）
　
。
の

み
な
ら
ず
、
現
行
の
動
植
物
関
連
法
令
（
刑
罰
法
令
の
み
で
は
な
く
、
民
事
関
連
及
び
行
政
関
連
の
法
令
を
含
む
。）
の
解
釈
・
運
用
上
に

お
い
て
も
極
め
て
重
要
な
事
柄
（
留
意
点
）
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る（66
）
　
。

４
　
鑑
定
の
疑
問
点

鑑
定
人
川
瀬
善
太
郎
の
鑑
定
結
果
の
要
点
は
、
次
の
三
点
に
尽
き
る
と
思
わ
れ
る
。

①
　
「
狢
」
は
「
狸
」
の
別
名
で
あ
る
。

②
　
日
本
国
に
お
い
て
「
狸
」
は
一
属
一
種
し
か
生
息
し
て
お
ら
ず
、
十
文
字
の
模
様
が
入
る
も
の
な
ど
毛
色
の
相
違
に
よ
っ
て
は

別
種
の
動
物
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

③
　
押
収
さ
れ
た
毛
皮
は
「
狸
」
の
毛
皮
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
ま
ず
、「
狢
＝
狸
」
と
い
う
論
理
集
合
を
構
成
し
た
上
で
、「
十
文
字
模
様
タ
イ
プ
の⊂

狸
」
と
し
、
そ
し
て
、
事
実
の
あ
て

は
め
（
事
実
の
該
当
性
の
有
無
の
判
断
）
と
し
て
、「
本
件
十
文
字
狢
の
毛
皮
＝
狸
の
毛
皮
」
で
あ
る
か
ら
、「
本
件
十
文
字
狢⊂

狸
」
と

い
う
論
理
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
見
す
る
と
完
璧
な
論
理
に
基
づ
く
鑑
定
結
果
の
よ
う
で
あ
る
が
、
問
題
点
が
あ
る
。
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①
　
「
狢
」
は
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
「
狸
」
の
別
名
（
異
名
）
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

②
　
日
本
国
に
お
い
て
は
、
少
な
く
と
も
、「
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
v
iv
errin

u
s
(B
ea
rd
,
1
9
0
4
)

）」
及
び

「
エ
ゾ
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
a
lb
u
s
(M
o
rita
,
1
9
9
9
)

）」
の
二
亜
種
が
生
息
し
て
い
る
。
狩
猟
法
及
び
施
行
規
則

が
「
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
v
iv
errin

u
s
(B
ea
rd
,
1
9
0
4
)

）」
の
み
を
「
狸
」
と
し
て
指
定
し
て
い
る
の
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
本
件
十
文
字
狢
が
「
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
（N
y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
v
iv
errin

u
s
(B
ea
rd
,
1
9
0
4
)

）」
以
外
の
動

物
で
あ
る
場
合
、
狩
猟
法
の
適
用
上
で
は
、
本
件
十
文
字
狢
が
狩
猟
制
限
獣
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

③
　
毛
皮
の
鑑
定
結
果
の
み
で
は
、
そ
の
鑑
定
プ
ロ
セ
ス
が
正
し
か
っ
た
の
か
否
か
を
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
り
わ
け
、

鑑
定
人
が
、「
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
v
iv
errin

u
s
(B
ea
rd
,
1
9
0
4
)

）」
及
び
そ
の
近
縁
種
を
す
べ
て
ま
と

め
て
「
狸
」
一
種
だ
け
だ
と
い
う
見
解
を
有
し
て
い
る
場
合
、
真
実
は
、
異
な
る
種
（
亜
種
、
変
種
の
場
合
を
含
む
。）
の
毛
皮
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
当
該
鑑
定
人
の
見
解
の
下
で
は
、
相
違
点
が
全
て
「
誤
差
」
や
「
個
体
差
」
の
範
囲
内
の
問
題
と
し
て
処
理

さ
れ
、
結
論
先
取
り
的
に
、
常
に
「
狸
の
毛
皮
で
あ
る
」
と
の
結
論
が
導
き
出
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

①
の
点
に
つ
い
て
は
、
川
瀬
善
太
郎
が
言
語
学
者
で
も
民
俗
学
者
で
も
な
く
、
も
ち
ろ
ん
日
本
全
土
の
方
言
等
に
つ
い
て
網
羅
的
に
研

究
を
尽
く
し
た
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
当
然
の
結
果
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
仮
に
呼
称
と
し
て
は
「
狢
＝
狸
」
で
は
な
い
と
し

て
も
、
現
実
に
存
在
す
る
証
拠
物
（
毛
皮
）
が
、「
狸
」
の
も
の
で
あ
る
と
客
観
的
に
鑑
定
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
名
前
の
別
と
は
関
係

な
し
に
、
狩
猟
制
限
獣
の
範
疇
に
含
ま
れ
る
か
否
か
を
判
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
②
の

動
物
分
類
学
上
の
判
断
基
準
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る
か
と
い
う
問
題
と
、
③
現
実
の
同
定
・
識
別
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
確
実
性
を
い
か

に
確
保
す
る
か
と
い
う
点
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
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そ
し
て
、
そ
も
そ
も
川
瀬
善
太
郎
が
「
狸
」
を
一
種
の
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
以
上
、「
狸
」
類
似
の
動
物
の
毛
皮
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

ら
全
て
に
つ
い
て
「
狸
の
毛
皮
」
と
し
て
鑑
定
結
果
を
出
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
点
を
一
応
措
く
と
し
て
も
、
川
瀬
善
太
郎
が
、「
ニ
ホ
ン

ア
ナ
グ
マ
（M

eles
m
eles
a
n
a
k
u
m
a
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）」
な
ど
「
狸
」
と
混
同
さ
れ
や
す
い
動
物
の
毛
皮
標
本
と
現
実
に
比
較
対
照

し
て
鑑
定
結
果
を
出
し
た
か
ど
う
か
は
か
な
り
疑
わ
し
い
。
そ
も
そ
も
川
瀬
善
太
郎
は
、
林
学
者
な
の
で
あ
っ
て
、
哺
乳
動
物
の
骨
格
標

本
や
毛
皮
標
本
等
が
十
分
に
蓄
積
さ
れ
た
動
物
学
研
究
室
を
保
有
し
て
い
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い（67
）
　
。
ま
た
、
当
時
の
社
会
状
況
を
考

え
て
み
る
と
、
川
瀬
善
太
郎
が
鑑
定
作
業
を
遂
行
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
時
期
は
、
東
京
帝
国
大
学
の
図
書
館
や
研
究
施
設
等
の
多
く

が
関
東
大
震
災
の
際
に
発
生
し
た
大
火
災
に
よ
っ
て
焼
け
落
ち
て
し
ま
っ
た
直
後
の
時
期
に
該
当
し
、
同
大
学
に
あ
っ
た
多
数
の
貴
重
な

図
書
資
料
や
標
本
資
料
等
が
こ
と
ご
と
く
灰
燼
に
帰
し
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
歴
史
上
の
事
実
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
当
時
、
鑑
定

人
と
し
て
の
川
瀬
善
太
郎
が
鑑
定
作
業
に
お
い
て
用
い
る
対
照
資
料
と
し
て
他
の
野
生
動
物
の
毛
皮
等
の
標
本
を
利
用
し
た
く
て
も
客
観

的
に
利
用
不
可
能
ま
た
は
か
な
り
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
鑑
定
人
川
瀬
善
太
郎
の
鑑
定
結
果
は
、
論
理
そ
れ
自
体
と
し
て
は
簡
潔
明
瞭
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の

鑑
定
結
果
の
信
頼
性
に
つ
い
て
は
何
と
も
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

５
　
本
件
十
文
字
狢
の
推
定

狸
狢
事
件
大
審
院
判
決
中
の
事
実
認
定
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
被
告
人
は
、「
　ア
ナ
グ
マ
猯　
」
の
こ
と
を
「
狸
」
と
い
う
名
の
動
物
で
あ
る
と
誤

解
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
人
は
、
狩
猟
法
及
び
施
行
規
則
に
定
め
る
「
狸
」
を
他
の
動
物
と
識
別
す
る
能
力
に
お
い
て

欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
た
め
、
真
実
は
、
鑑
定
人
川
瀬
善
太
郎
の
鑑
定
意
見
の
と
お
り
、
本
件
十
文
字
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狢
は
「
狸
」（
現
行
和
名
・
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
v
iv
errin

u
s
(B
ea
rd
,
1
9
0
4
)

））
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
事
件
当
時
の
学
問
水
準
等
に
鑑
み
る
と
、
別
の
可
能
性
の
存
在
を
完
全
に
否
定
し
去
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
考
え
る
。

例
え
ば
、
あ
く
ま
で
も
机
上
の
仮
説
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
を
仮
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。

（一）
　
エ
ゾ
タ
ヌ
キ
の
可
能
性

日
本
国
で
も
か
つ
て
氷
河
期
が
あ
っ
た
。
本
州
中
部
や
東
北
地
方
の
山
地
な
ど
に
生
息
す
る
高
山
性
ま
た
は
亜
高
山
性
の
鳥
類
や
哺
乳

類
等
の
中
に
は
氷
河
期
の
残
存
と
推
定
さ
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
ニ
ホ
ン
ラ
イ
チ
ョ
ウ
（L

a
g
o
p
u
s
m
u
ta
ja
p
o
n
ica
(A
.H
.
C
la
rk
,

1
9
0
7
)

）
は
、
そ
の
典
型
例
で
あ
る
。

「
狸
」
に
関
し
て
述
べ
る
と
、
エ
ゾ
タ
ヌ
キ
（N
y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
a
lb
u
s
(M
o
rita
,
1
9
9
9
)

）
は
、
現
時
点
で
は
北
海
道
に
の

み
生
息
す
る
動
物
で
あ
る
が
、
氷
河
期
に
は
本
州
に
も
生
息
し
て
い
た
か
も
し
れ
ず
、
そ
の
残
存
個
体
が
大
正
時
代
ま
で
存
在
し
て
お
り
、

「
十
文
字
狢
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
仮
説
は
、
荒
唐
無
稽
な
御
伽
噺
の
一
種
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
狸
狢
事
件
当
時
、「
狸
」
は
濫
獲
に
よ
っ

て
個
体
数
を
減
少
さ
せ
て
お
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
絶
滅
寸
前
状
態
に
ま
で
至
っ
て
い
た
。
エ
ゾ
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
on
oid
es

a
lb
u
s
(M
o
rita
,
1
9
9
9
)

）
は
、
本
州
産
の
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
v
iv
errin

u
s
(B
ea
rd
,
1
9
0
4
)

）
と
比
較
す
る
と

毛
が
厚
く
て
良
質
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
や
日
清
・
日
露
戦
争
当
時
に
は
軍
用
外
套
の
素
材
と
し
て

高
価
で
取
引
さ
れ
や
す
い
動
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
た
め
、
仮
に
本
州
に
残
存
個
体
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
優
先
的
に
捕
獲

さ
れ
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
仮
説
に
過
ぎ
な
い
が
、
博
物
館
等
に
保
管
さ
れ
て
い
る
剥
製
等
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
を
丁
寧
に
調
べ
れ
ば
、
も
し
か
す
る
と
そ
の
中
に
「
十
文
字
」
の
模
様
の
あ
る
エ
ゾ
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
on
oid
es
a
lb
u
s

(M
o
rita
,
1
9
9
9
)

）
が
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
立
法
者
が
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
on
oid
es
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v
iv
errin

u
s
(B
ea
rd
,
1
9
0
4
)

）
の
み
を
念
頭
に
お
い
て
狩
猟
法
及
び
施
行
規
則
を
制
定
し
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る

か
ら
、
も
し
本
件
十
文
字
狢
が
エ
ゾ
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
a
lb
u
s
(M
o
rita
,
1
9
9
9
)

）
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
狸
」
の
中

に
エ
ゾ
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
a
lb
u
s
(M
o
rita
,
1
9
9
9
)

）
を
含
む
も
の
と
し
て
解
釈
・
運
用
す
る
こ
と
の
可
否
及
び
当
否

が
議
論
の
対
象
と
な
り
得
る
。

（二）
　
エ
ゾ
タ
ヌ
キ
と
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
の
交
雑
の
可
能
性

エ
ゾ
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
a
lb
u
s
(M
o
rita
,
1
9
9
9
)

）
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
と
同
じ
で
あ
る
。

仮
に
本
州
に
お
い
て
エ
ゾ
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
a
lb
u
s
(M
o
rita
,
1
9
9
9
)

）
の
残
存
個
体
が
存
在
し
て
い
た
と
す
れ

ば
、
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
v
iv
errin

u
s
(B
ea
rd
,
1
9
0
4
)

）
と
の
自
然
交
雑
の
存
在
も
ま
た
想
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

動
植
物
と
関
連
す
る
法
令
の
解
釈
・
運
用
上
、
交
雑
種
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
亜
種
・
変
種
の
問
題
以
上
に
難
し
い
問
題
が
伏
在
し
て

い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
に
お
い
て
改
め
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

（三）
　
絶
滅
種
の
可
能
性

エ
ゾ
タ
ヌ
キ
（N
y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
a
lb
u
s
(M
o
rita
,
1
9
9
9
)

）
に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
と
同
様
、
濫
獲
に
よ
り
既
に
絶
滅

し
て
し
ま
っ
た
種
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
ど
の
動
物
学
者
に
よ
っ
て
も
認
識
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
絶
滅
種
で
あ
る
場
合
に
は
、
図
鑑
や
論
文
等
で
も
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
な
い
。

こ
の
仮
説
が
正
し
い
と
す
る
場
合
、
被
告
人
が
捕
獲
し
た
本
件
十
文
字
狢
は
、
絶
滅
種
の
最
後
の
個
体
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
絶
滅
が
そ
ん
な
に
簡
単
に
発
生
す
る
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
佐
渡
の
ト
キ
（N

ip
p
o
n
ia
n
ip
p
o
n
(T
em
m
in
ck
,
1
8
3
5
) （

68
）
　
）

や
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
（C

a
n
is
lu
p
u
s
h
o
d
o
p
h
ila
x
(T
em
m
in
ck
,
1
8
3
9
)

）
の
例
に
よ
っ
て
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
こ
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れ
を
肯
定
的
に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
捕
獲
行
為
が
最
後
の
個
体
に
対
し
て
な
さ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
現
実
に
あ
り
得
る
か
と

問
わ
れ
れ
ば
、
実
例
が
沢
山
あ
る
と
返
答
す
る
し
か
な
い（69
）
　
。

そ
し
て
、
絶
滅
種
で
あ
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
本
件
十
文
字
狢
が
狩
猟
制
限
獣
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
（
理
論
的

に
は
）
あ
り
得
る
。

（四）
　
小
括

以
上
の
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
理
論
的
な
可
能
性
の
問
題
と
し
て
は
、「
狸
」
で
も
「
狢
」
で
も
な
い
「
十
文
字
狢
」
と
呼
ば
れ
る
動
物
が

存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
十
文
字
狢
」
な
る
動
物
の
候
補
と
し
て
は
、
右
に
検

討
し
た
エ
ゾ
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
a
lb
u
s
(M
o
rita
,
1
9
9
9
)

）、
交
雑
種
及
び
絶
滅
種
の
ほ
か
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
（P

a
g
u
m
a

la
rva
ta
(C
.E
.H
.
S
m
ith
,
1
8
2
7
)

）
の
可
能
性
も
検
討
対
象
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
被
告
人
の
捕
獲
行

為
が
狩
猟
期
間
外
の
時
期
で
あ
る
三
月
一
日
以
降
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
被
告
人
は
無
罪
と
な
る
可
能
性
が
あ
る（70
）
　
。

し
か
し
な
が
ら
、
鑑
定
人
川
瀬
善
太
郎
が
そ
の
よ
う
な
突
飛
な
前
提
を
念
頭
に
置
く
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
推
定
で
き
る
。
時
代

環
境
が
全
く
異
な
る
と
は
い
え
、
当
時
と
現
在
と
で
は
動
物
分
類
学
の
水
準
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
し
、
そ
も
そ
も
生
物
の
絶
滅
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
関
し
て
も
単
純
素
朴
な
理
論
や
考
察
し
か
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
現
時
点
に
お
い
て
本
件
十
文
字
狢
の
毛
皮
等
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
そ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
再
鑑
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
こ
と
だ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
も
し
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
試
す
だ
け
の
価
値
の
あ
る
課
題
の
一
つ
だ
と
考
え
る
。
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六
　
百
々

鼠
事
件
（
も
ま
・
む
さ
さ
び
事
件
）
の
検
討

狸
狢
事
件
に
つ
い
て
用
い
た
分
析
手
法
と
同
じ
手
法
を
用
い
て
百
々

鼠
事
件
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
、
問
題
点
を
指
摘
し
た

い
と
思
う
。

１
　
百
々

鼠
事
件
の
事
案
概
要

百
々

鼠
事
件
大
審
院
判
決
が
判
断
の
前
提
と
し
た
事
実
関
係
（
同
判
決
理
由
中
に
お
い
て
引
用
す
る
控
訴
審
・
高
知
地
方
裁
判
所
に

お
い
て
確
定
さ
れ
た
事
実
関
係
）
は
、「
被
告
人
は
、
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
年
）
一
一
月
六
日
、
高
知
県
高
岡
郡
長
者
村
部
落
竹
谷
の

日
吉
神
社
付
近
に
あ
る
同
神
社
境
内
地
外
の
地（71
）
　
に
於
い
て
、

鼠
（
俗
称
も
ま
）
三
頭
を
捕
獲
し
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る（72
）
　
。

被
告
人
は
、
第
一
審
で
あ
る
須
崎
区
裁
判
所（73
）
　
及
び
控
訴
審
で
あ
る
高
知
地
方
裁
判
所
に
お
い
て
有
罪
の
判
決
を
受
け
た
た
め
、
大
審
院

に
上
告
し
た
。
そ
し
て
、
被
告
人
の
弁
護
人
は
、
上
告
審
に
お
い
て
、「
被
告
人
が
其
の
捕
獲
せ
る
動
物
の

鼠
な
る
こ
と
を
認
識
せ
ざ
る

こ
と
は
、
即
ち
事
実
の
錯
誤
な
る
こ
と
明
ら
か
に
し
て
、
法
律
の
不
知
に
非
ず
」
と
主
張
し
た
。

し
か
し
、
大
審
院
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
、
狩
猟
法
違
反
と
な
る
狩
猟
期
間
外
に
「

鼠
」
の
捕
獲
行
為
を
し
た
こ
と
に
つ
い
て

の
故
意
を
阻
却
し
な
い
と
の
判
断
を
示
し
た
（
原
文
は
カ
タ
カ
ナ
・
句
読
点
な
し
）。

鼠
と
「
も
ま
」
と
は
同
一
の
物
な
る
に
拘
ら
ず
、
単
に
そ
の
同
一
な
る
こ
と
を
知
ら
ず
、「
も
ま
」
は
之
を
捕
獲
す
る
も
罪
と
為
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ら
ず
と
信
じ
て
捕
獲
し
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
場
合
に
於
い
て
は
、
法
律
を
以
っ
て
捕
獲
を
禁
じ
た
る

鼠
即
ち
「
も
ま
」
を
「
も
ま
」
と

知
り
て
捕
獲
し
た
る
も
の
に
し
て
、
犯
罪
構
成
に
必
要
な
る（74
）
　
事
実
の
認
識
に
何
ら
の
欠
缺
あ
る
こ
と
な
く
、
唯
其
の
行
為
の
違
法
な

る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
に
止
ま
る

百
々

鼠
事
件
大
審
院
判
決
は
、
控
訴
審
（
高
知
地
方
裁
判
所
）
の
認
定
事
実
を
前
提
に
し
て
、
法
律
判
断
の
み
を
示
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
認
定
さ
れ
た
事
実
に
よ
れ
ば
、
被
告
人
が
捕
獲
し
た
「
獣
」
が
「

鼠
（
む
さ
さ
び
）」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
だ

が
、
ど
の
よ
う
な
証
拠
に
よ
っ
て
「

鼠
（
む
さ
さ
び
）」
と
の
事
実
認
定
が
な
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
百
々

鼠
事
件
大
審
院
判
決

上
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
さ
に
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
こ
の
事
件
を
再
検
討
・
再
評
価
す
べ
き
余
地
が
存
在
す
る
。

２
　
ム
サ
サ
ビ
及
び
モ
モ
ン
ガ

日
本
国
の
領
土
内
に
は
、
狩
猟
法
及
び
施
行
規
則
二
条
二
項
に
定
め
る
「

鼠
（
む
さ
さ
び
）」
に
該
当
可
能
な
哺
乳
動
物
が
少
な
く
と

も
三
種
以
上
存
在
す
る
。

外
形
的
観
察
の
み
で
該
当
可
能
な
哺
乳
動
物
は
、「
ム
サ
サ
ビ
（P

eta
u
rista

leu
co
g
en
y
s
(T
em
m
in
ck
,
1
8
2
7
)

）」、「
ニ
ホ
ン
モ
モ
ン

ガ
（P

tero
m
y
s
m
o
m
o
n
g
a
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）」
及
び
「
エ
ゾ
モ
モ
ン
ガ
（P

tero
m
y
s
v
o
la
n
s
o
rii
(K
u
ro
d
a
,
1
9
2
1
)

）」
の
三
種
で

あ
る
。
更
に
、「
ム
サ
サ
ビ
（P

eta
u
rista

leu
co
g
en
y
s
(T
em
m
in
ck
,
1
8
2
7
)

）」
を
、「
ニ
ッ
コ
ウ
ム
サ
サ
ビ
（P

eta
u
rista

leu
co
g
en
y
s

n
ik
k
o
n
is
(T
h
o
m
a
s,
1
9
0
5
)

）」、「
ワ
カ
ヤ
マ
ム
サ
サ
ビ
（P

eta
u
rista

leu
co
g
en
y
s
o
rea
s
(T
h
o
m
a
s,
1
9
0
5
)

）」
及
び
「
キ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ

ム
サ
サ
ビ
（P

eta
u
rista

leu
co
g
en
y
s
leu
co
g
en
y
s
(T
em
m
in
ck
,
1
8
2
7
)

）」
の
三
亜
種
に
細
分
し
て
考
え
る
見
解
が
有
力
の
よ
う
で
あ
る
。
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「
ム
サ
サ
ビ
（P

eta
u
rista

leu
co
g
en
y
s
(T
em
m
in
ck
,
1
8
2
7
)

）」
と
「
ニ
ホ
ン
モ
モ
ン
ガ
（P

tero
m
y
s
m
o
m
o
n
g
a
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）」

と
は
相
互
に
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
確
か
に
、
縮
尺
感
の
希
薄
な
図
版
や
写
真
の
み
を
比
較
す
る
限
り
、
か
な
り

似
た
動
物
で
あ
る
と
言
え
な
い
こ
と
は
な
い
。
江
戸
時
代
に
は
、「
ム
サ
サ
ビ
（P

eta
u
rista

leu
co
g
en
y
s
(T
em
m
in
ck
,
1
8
2
7
)

）」
と
「
ニ

ホ
ン
モ
モ
ン
ガ
（P

tero
m
y
s
m
o
m
o
n
g
a
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）」
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
「
野
衾
（
の
ぶ
す
ま
）」
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
る

こ
と
が
あ
っ
た（75
）
　
。
こ
れ
は
、「
タ
ヌ
キ
」
と
「
ア
ナ
グ
マ
」
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
「
ム
ジ
ナ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実

と
似
て
い
る
。
し
か
し
、
実
物
の
「
ム
サ
サ
ビ
（P

eta
u
rista

leu
co
g
en
y
s
(T
em
m
in
ck
,
1
8
2
7
)

）」
と
「
ニ
ホ
ン
モ
モ
ン
ガ
（P

tero
m
y
s

m
o
m
o
n
g
a
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）」
を
実
際
に
観
察
し
て
み
る
と
、
相
互
に
全
く
異
な
る
動
物
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
こ
と
は
、
江
戸
時
代
末
期
に
来
日
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
に
よ
っ
て
既
に
正
当
に
認
識
・
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト

の
前
掲
『
日
本
動
物
誌
』
の
中
に
は
、「
む
さ
さ
び
」
と
「
も
も
ん
が
」
に
関
す
る
詳
細
な
記
述
と
共
に
精
緻
を
こ
ら
し
た
図
版
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
む
さ
さ
び
」
と
「
も
も
ん
が
」
と
は
、
遅
く
と
も
江
戸
時
代
末
期
に
お
い
て
は
、
明
確
に
異
な
る
動
物
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
現
代
の
動
物
学
に
お
い
て
も
、「
ム
サ
サ
ビ
（P

eta
u
rista

leu
co
g
en
y
s
(T
em
m
in
ck
,

1
8
2
7
)

）」
と
「
ニ
ホ
ン
モ
モ
ン
ガ
（P

tero
m
y
s
m
o
m
o
n
g
a
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）」
及
び
「
エ
ゾ
モ
モ
ン
ガ
（P

tero
m
y
s
v
o
la
n
s
o
rii

(K
u
ro
d
a
,
1
9
2
1
)

）」
と
が
全
く
異
な
る
動
物
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、狩
猟
法
及
び
施
行
規
則
二
条
二
項
に
定
め
る「

鼠
」に
該
当
す
る
動
物
と
し
て
は
、「
ム
サ
サ
ビ（P

eta
u
rista

leu
co
g
en
y
s

(T
em
m
in
ck
,
1
8
2
7
)

）」
の
み
を
考
え
る
べ
き
で
あ
り
（「
ニ
ッ
コ
ウ
ム
サ
サ
ビ
（P

eta
u
rista

leu
co
g
en
y
s
n
ik
k
o
n
is
(T
h
o
m
a
s,
1
9
0
5
)

）」、

「
ワ
カ
ヤ
マ
ム
サ
サ
ビ
（P

eta
u
rista

leu
co
g
en
y
s
o
rea
s
(T
h
o
m
a
s,
1
9
0
5
)

）」
及
び
「
キ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
ム
サ
サ
ビ
（P

eta
u
rista

leu
co
g
en
y
s

leu
co
g
en
y
s
(T
em
m
in
ck
,
1
8
2
7
)

）」
と
い
う
三
種
の
亜
種
に
細
分
す
る
見
解
で
は
、
三
種
の
亜
種
全
部
が
「

鼠
」
に
該
当
す
る
と
解
す
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る
こ
と
に
な
ろ
う
。）、「
ニ
ホ
ン
モ
モ
ン
ガ
（P

tero
m
y
s
m
o
m
o
n
g
a
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）」
及
び
「
エ
ゾ
モ
モ
ン
ガ
（P

tero
m
y
s
v
o
la
n
s

o
rii
(K
u
ro
d
a
,
1
9
2
1
)

）」
は
除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、「
ニ
ホ
ン
モ
モ
ン
ガ
（P

tero
m
y
s
m
o
m
o
n
g
a
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）」

及
び
「
エ
ゾ
モ
モ
ン
ガ
（P

tero
m
y
s
v
o
la
n
s
o
rii
(K
u
ro
d
a
,
1
9
2
1
)

）」
は
、「

鼠
」
に
該
当
し
な
い
の
で
、
狩
猟
制
限
獣
で
は
な
い
。
す

な
わ
ち
、
百
々

鼠
事
件
当
時
の
時
点
に
お
い
て
は
、「
ニ
ホ
ン
モ
モ
ン
ガ
（P

tero
m
y
s
m
o
m
o
n
g
a
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）」
及
び
「
エ

ゾ
モ
モ
ン
ガ
（P

tero
m
y
s
v
o
la
n
s
o
rii
(K
u
ro
d
a
,
1
9
2
1
)

）」
は
、
年
間
を
通
じ
て
常
に
狩
猟
可
能
な
「
獣
」
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
は
、
狸
狢
事
件
に
関
す
る
検
討
の
際
に
参
照
し
た
動
物
図
鑑
や
動
物
学
論
文
等
の
う
ち
、
非
常
に
特
殊

な
研
究
論
文
等
を
除
い
て
は
、
明
治
時
代
及
び
対
象
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
大
半
に
お
い
て
「
も
も
ん
が
」
の
記
述
が
全
く
な
い
。

例
え
ば
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
農
林
省
山
林
局
編
纂
『
原
色
狩
獵
鳥
獸
圖
解
』
二
七
頁
の
「
ム
サ
サ
ビP

eta
u
rista

leu
co
g
en
y
s
T
h
o
m
a
s

」
の
項
に
は
、「
本
州
、
四
国
、
九
州
に
分
布
し
、
バ
ン
ド
リ
の
方
言
あ
り
」、「
本
種
は
本
州
中
部
以
北
に
産
す
る
も

の
を
ニ
ッ
コ
ウ
ム
サ
サ
ビ
、
和
歌
山
県
産
の
も
の
を
ワ
カ
ヤ
マ
ム
サ
サ
ビ
、
高
知
県
地
方
の
も
の
を
ト
サ
ム
サ
サ
ビ（76
）
　
、
熊
本
、
宮
崎
地
方

の
も
の
を
キ
ウ
シ
ウ
ム
サ
サ
ビ
等
に
細
別
せ
ら
る
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
こ
こ
に
「
細
別
」
さ
れ
る
と
記
載
の
あ
る
動
物
の
中
に
は
、
真

実
は
「
ニ
ホ
ン
モ
モ
ン
ガ
（P
tero
m
y
s
m
o
m
o
n
g
a
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）」
が
含
ま
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
、
当
時
の
国
（
農

林
省
）
の
認
識
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
可
能
性
を
全
く
念
頭
に
置
い
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
も
し
当
時
の
国
（
農
林
省
）

が
「

鼠
」
と
「
モ
モ
ン
ガ
」
と
の
混
同
を
少
し
で
も
危
惧
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
必
ず
そ
の
旨
の
指
摘
が
記
載
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
が
、
同
書
に
は
そ
の
よ
う
な
気
配
が
全
く
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
前
後
の
時
代
に
お
い
て
、
ム
サ
サ
ビ
類
や
モ
モ
ン
ガ
類
が
属
す
る
リ
ス
科
哺
乳
類
の
研
究
の
最
高
権
威
と
さ
れ
て
い

た
の
は
黒
田
長
禮
で
あ
っ
た
。
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
黒
田
長
禮
『
脊
椎
動
物
体
系
・
哺
乳
』（
三
省
堂
）
二
一
五

頁
に
は
「
モ
モ
ン
ガ
」
と
名
の
つ
く
動
物
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、「
北
海
道
に
エ
ゾ
モ
モ
ン
ガ
（S

.
ru
ssicu

s
orii
K
u
ro
d
a

）、
内
地（77
）
　
に
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ホ
ン
シ
ウ
モ
モ
ン
ガ
（S

.
m
o
m
o
n
g
a
a
m
y
g
d
a
li
T
h
o
m
a
s

）
が
ゐ
る
外
、
九
州
に
基
亜
種
を
朝
鮮
に
上
の
両
種
の
中
間
型
を
産
す
る
」
と

の
記
述
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
期
に
は
「
モ
モ
ン
ガ
」
と
い
う
名
の
つ
く
動
物
の
存
在
が
広
く
知
ら
れ
始
め
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
小
野
田
勝
造
・
小
野
田
伊
久
馬
『
内
外
動
物
原
色
大
圖
鑑
』（
誠
文
堂
）
八
七
頁
に

は
、「
ほ
ん
し
う
も
も
ん
が
（
も
も
ん
が
）」
の
記
述
が
あ
る
が
、
そ
の
分
布
に
つ
い
て
は
「
本
州
に
の
み
産
す
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
年
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
改
訂
増
補
日
本
動
物
圖
鑑
』
二
六
頁
な
い
し
二
七
頁
に
は
、
同
様
に
、「
ほ
ん

し
う
も
も
ん
がS

ciu
ro
p
teru
s
m
o
m
o
n
g
a
a
m
y
g
d
a
li
T
h
o
m
a
s

」（
ホ
ン
シ
ュ
ウ
モ
モ
ン
ガ
）、「
え
ぞ
も
も
ん
がS

ciu
rop
teru
s
ru
ssicu

s

o
rii
K
u
ro
d
a

」（
エ
ゾ
モ
モ
ン
ガ
）
及
び
「
に
つ
く
わ
う
む
さ
さ
びP

eta
u
rista

leu
co
g
en
y
s
n
ik
k
o
n
is
T
h
o
m
a
s

」（
ニ
ッ
コ
ウ
ム
サ
サ
ビ
）

の
三
種
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
「
モ
モ
ン
ガ
」
と
名
の
つ
く
動
物
が
「
四
国
」
に
も
分
布
す
る
と
の
記
述
は
な
い
。

そ
の
後
出
版
さ
れ
た
黒
田
長
禮
『
日
本
獸
類
圖
説
』（
創
元
社
、
一
九
五
三
）
七
八
頁
に
は
、「
キ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
モ
モ
ン
ガ
（S

ciu
ro
p
teru
s

v
o
la
s
m
o
m
o
n
g
a
T
.
&
S
.

）」
の
分
布
に
つ
い
て
、「
多
分
四
国
（
土
居
寛
暢
氏
）
に
も
産
す
る
」
と
の
記
載
が
あ
り
、「
モ
モ
ン
ガ
」
と
名

の
つ
く
動
物
が
四
国
に
も
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

四
国
に
お
け
る
「
ニ
ホ
ン
モ
モ
ン
ガ
（P

tero
m
y
s
m
o
m
o
n
g
a
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）」
の
生
息
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
た
の
は
、
更
に

長
年
月
を
経
た
後
で
あ
る
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
年
）
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る（78
）
　
。
し
た
が
っ
て
、
百
々

鼠
事
件
当
時

に
お
い
て
、
動
物
学
の
専
門
家
に
よ
る
観
点
が
実
施
さ
れ
た
と
し
て
も
、「
四
国
に
お
い
て
モ
モ
ン
ガ
が
産
す
る
と
の
報
告
は
か
つ
て
存
在

し
な
い
」
と
の
理
由
で
、「
ム
サ
サ
ビ
で
あ
る
」
と
の
鑑
定
結
果
が
出
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
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３
　
捕
獲
し
た
獣
が
モ
モ
ン
ガ
で
あ
る
場
合
の
問
題
点

一
般
に
、「
も
ま
」
は
、「
も
も
（
百
々
）」
が
変
化
し
て
形
成
さ
れ
た
語
だ
と
理
解
さ
れ
て
お
り
、「
も
も
（
百
々
）」
は
、「
ニ
ホ
ン
モ
モ

ン
ガ
（P

tero
m
y
s
m
o
m
o
n
g
a
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）」
を
指
す
「
も
み
」
か
ら
転
じ
た
も
の
だ
と
理
解
さ
れ
て
い
る（79
）
　
。

し
た
が
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
一
般
論
と
し
て
は
、
百
々

鼠
事
件
の
被
告
人
が
捕
獲
し
た
「
も
ま
」
が
「
ニ
ホ
ン
モ
モ
ン
ガ
（P

tero
m
y
s

m
o
m
o
n
g
a
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）」
で
あ
る
可
能
性
を
完
全
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
百
々

鼠
事
件
当
時
、
そ
も
そ
も
「
モ
モ
ン
ガ
」
な
る
動
物
の
存
在
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
四
国
に

は
「
モ
モ
ン
ガ
」
と
名
の
つ
く
動
物
が
生
息
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
歴
史
上
の
事
実
で
あ
る
の
で
、
仮
に
目
の
前

に
「
ニ
ホ
ン
モ
モ
ン
ガ
（P

tero
m
y
s
m
o
m
o
n
g
a
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）」
が
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
四
国
管
内
に
勤
務
す
る
全
て
の

裁
判
官
及
び
検
察
官
は
、
そ
れ
を
「
ム
サ
サ
ビ
（
正
確
に
は
、（「
ニ
ッ
コ
ウ
ム
サ
サ
ビ
（P

etau
rista

leu
cogen

y
s
n
ik
k
o
n
is
(T
h
om
as,

1
9
0
5
)

）」、「
ワ
カ
ヤ
マ
ム
サ
サ
ビ
（P

eta
u
rista

leu
co
g
en
y
s
o
rea
s
(T
h
o
m
a
s,
1
9
0
5
)

）」
及
び
「
キ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
ム
サ
サ
ビ
（P

eta
u
rista

leu
co
g
en
y
s
leu
co
g
en
y
s
(T
em
m
in
ck
,
1
8
2
7
)

）」
の
い
ず
れ
か
）」
ま
た
は
そ
の
幼
体
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
に
相
違
な
い
し
、「
モ
モ
ン

ガ
」
と
呼
ば
れ
る
動
物
の
一
種
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
の
で
き
る
客
観
的
な
期
待
可
能
性
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ

る
。
無
論
、
被
告
人
も
ま
た
、
図
鑑
等
に
印
刷
さ
れ
た
「
ム
サ
サ
ビ
」
の
図
版
を
示
さ
れ
れ
ば
（
図
鑑
の
図
版
で
は
縮
尺
が
よ
く
わ
か
ら

な
い
の
が
普
通
で
あ
り
、
か
つ
、
ム
サ
サ
ビ
と
モ
モ
ン
ガ
と
は
外
形
が
酷
似
し
て
い
る
の
で
）「
こ
の
図
に
示
さ
れ
た
動
物
と
同
じ
か
た
ち

の
動
物
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
」
と
返
答
す
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
現
実
の
百
々

鼠
事
件
に
お
い
て
、
仮
に
被
告
人
、
弁
護
人
、
検
察
官
及
び
裁
判
官
（
大
審
院
判
事
を
含
む
。）
の
い
ず
れ
も
が
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「
ニ
ホ
ン
モ
モ
ン
ガ
（P

tero
m
y
s
m
o
m
o
n
g
a
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）」
と
い
う
動
物
の
存
在
を
知
ら
ず
、「
ニ
ホ
ン
モ
モ
ン
ガ
（P

tero
m
y
s

m
o
m
o
n
g
a
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）」
を
「
ム
サ
サ
ビ
」
と
名
の
つ
く
動
物
と
混
同
し
て
い
た
と
仮
定
す
る
と
、
そ
れ
ら
全
員
に
つ
い
て
客

体
の
動
物
学
上
の
属
性
評
価
に
か
か
る
錯
誤
の
一
種
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
の
百
々

鼠
事
件
の
公
判
で
は
、
鑑
定
等
に
よ
っ
て
被
告
人
が
捕
獲
し
た
「
も
ま
」
が
「
ニ
ホ
ン
モ
モ
ン
ガ

（P
tero
m
y
s
m
o
m
o
n
g
a
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）」
で
は
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
か
否
か
が
不
明
で
あ
る
。

今
後
の
法
学
研
究
に
お
い
て
は
、
可
能
で
あ
る
限
り
、
こ
れ
ら
の
点
に
関
す
る
歴
史
的
ま
た
は
法
考
古
学
的
な
調
査
・
研
究
が
尽
く
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
調
査
・
研
究
の
結
果
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
百
々

鼠
事
件
の
被
告
が
捕
獲

し
た
「
も
ま
」
な
る
動
物
が
実
は
狩
猟
制
限
獣
に
該
当
し
な
い
「
ニ
ホ
ン
モ
モ
ン
ガ
（P

tero
m
y
s
m
o
m
o
n
g
a
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）」
で

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
本
来
な
ら
被
告
人
は
無
罪
で
あ
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
有
罪
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
意
味

で
、
百
々

鼠
事
件
が
い
わ
ゆ
る
「
冤
罪
」
の
一
種
で
あ
っ
た
可
能
性
が
法
学
研
究
上
の
検
討
事
項
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
可
能

性
が
全
く
な
い
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
収
集
可
能
な
資
料
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。
本
論
文
の
執
筆
に
際
し
、
高
知
県
弁

護
士
会
及
び
高
知
地
方
検
察
庁
等
に
問
い
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、
百
々

鼠
事
件
の
第
一
審
（
須
崎
簡
易
裁
判
所
）
及
び
控
訴
審
（
高
知

地
方
裁
判
所
）
の
判
決
（
写
し
）
を
入
手
し
よ
う
と
手
を
尽
く
し
た
が
、
結
局
、
そ
れ
ら
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
で
き
れ

ば
高
知
県
在
住
の
弁
護
士
や
近
隣
に
大
学
に
所
属
す
る
法
学
研
究
者
等
に
よ
っ
て
、
地
元
在
住
の
研
究
者
に
し
か
で
き
な
い
実
地
調
査
や

丹
念
な
資
料
調
査
等
を
踏
ま
え
た
実
証
的
な
調
査
・
研
究
が
尽
く
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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七
　
む
す
び

以
上
で
本
論
文
に
お
け
る
検
討
を
終
え
る
。

冒
頭
に
述
べ
た
と
お
り
、
本
論
文
は
、
刑
法
学
上
の
錯
誤
論
を
扱
う
も
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
法
情
報
学
の
領
域
に
属
す
る
「
判

決
情
報
」
と
い
う
対
象
に
つ
い
て
法
情
報
論
の
立
場
か
ら
研
究
・
検
討
し
た
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
で
取
り
扱
っ
た
狸

狢
事
件
及
び
百
々

鼠
事
件
は
、
あ
く
ま
で
も
法
情
報
論
の
立
場
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
を
示
す
た
め
の
素
材
の
一
つ
で
あ
る
の

に
過
ぎ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
論
文
に
よ
っ
て
、
今
後
の
刑
法
学
研
究
の
み
な
ら
ず
法
学
全
般
に
対
し
て
、
伝
統
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
異
な
る

タ
イ
プ
の
分
析
・
考
察
方
法
が
方
法
論
と
し
て
成
立
し
得
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
自
負
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
本
論
文
が
試

み
た
よ
う
な
「
所
与
の
前
提
」
を
疑
っ
て
か
か
る
と
い
う
方
法
論
は
、
将
来
の
刑
事
裁
判
実
務
に
お
い
て
不
幸
な
冤
罪
事
件
が
発
生
す
る

こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
、
解
釈
困
難
な
法
令
を
少
し
で
も
減
少
さ
せ
る
た
め
に
少
し
で
も
寄
与
す
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待

し
、
本
論
文
の
む
す
び
と
す
る
。
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﹇
謝
辞
﹈

本
論
文
の
執
筆
に
際
し
、
栃
木
県
弁
護
士
会
（
会
史
編
さ
ん
委
員
会
）
新
江
正
弁
護
士
か
ら
狸
狢
事
件
に
関
す
る
資
料
（
前
掲
『
栃
木

県
弁
護
士
会
史
資
料
編
第
一
号
狸
狢
事
件
』）
を
快
く
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
狸
狢
事
件
の
本
質
を
理
解
す
る
上
で
大
変
重
要
な
資
料
で

あ
り
、
こ
の
資
料
が
な
け
れ
ば
本
論
文
の
内
容
が
相
当
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
。

ま
た
、
高
知
県
弁
護
士
会
事
務
局
及
び
高
知
地
方
検
察
庁
に
は
本
論
文
執
筆
の
た
め
の
調
査
の
過
程
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
同
じ

く
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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［鹿沼市深岩地域の写真］

深岩山（2012 年 6 月 24 日筆者撮影）

岩山（2012 年 6 月 24 日筆者撮影）
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注（
1
）

被
告
人
は
「
狢
（
む
じ
な
）」
で
も
「
狸
（
た
ぬ
き
）」
で
も
「
猯
（
あ
な
ぐ
ま
）」
で
も
な
い
「
十
文
字
狢
（
じ
ゅ
う
も
ん
じ
む
じ
な
）」
を
捕
獲
し

た
も
の
と
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
「
狸
十
文
字
狢
事
件
」
と
す
る
の
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
狸
」
は
「
た
ぬ
き
」
だ
け
で
は
な
く

「
ま
み
」
と
も
読
む
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
論
文
で
は
、
慣
例
に
従
い
、「
狸
狢
事
件
（
た
ぬ
き
・
む
じ
な
事
件
）」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

（
2
）

「

鼠
」
は
「
ご
そ
」
と
も
読
む
。
し
か
し
、
本
論
文
で
は
、
慣
例
に
従
い
、「
む
さ
さ
び
」
と
読
む
こ
と
に
す
る
。

（
3
）

一
般
に
、「
も
ま
」
に
該
当
す
る
漢
字
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
も
ま
」
が
「
も
も
（
百
々
）」
か
ら
転
じ
た
形
成
さ
れ
た
語
で
あ
る
と

解
す
る
見
解
が
あ
る
。
本
論
文
に
お
い
て
は
、
便
宜
、「
百
々
」
を
も
っ
て
「
も
ま
」
を
表
現
す
る
漢
字
に
あ
て
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、「
も
ま
」

が
「
も
も
」
か
ら
転
じ
て
形
成
さ
れ
た
語
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
確
定
的
に
正
し
い
も
の
で
あ
る
と
断
定
す
る
趣
旨
で
は
な
い
。

（
4
）

牧
野
英
一
『
刑
法
研
究
第
三
』（
有
斐
閣
、
一
九
二
九
）
一
二
六
〜
一
三
九
頁
（
初
出
「
狩
獵
法
違
反
と
法
律
の
錯
誤
」
法
學
志
林
二
七
巻
一
一
号

（
一
九
二
五
））、
草
野
豹
一
郎
『
刑
事
判
例
研
究
第
五
巻
』（
厳
松
堂
、
一
九
四
〇
）
二
二
三
〜
二
三
〇
頁
、
団
藤
重
光
『
刑
法
綱
要
総
論
改
訂
版
』（
創

文
社
、
一
九
七
九
）
二
九
八
頁
、
福
田
平
「
事
実
の
錯
誤
か
法
律
の
錯
誤
か
―
む
じ
な
・
た
ぬ
き
事
件
―
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
二
〇
〇
号
（
有
斐
閣
、
一
九

六
〇
）
五
〇
〜
五
一
頁
、
団
藤
重
光
編
『
注
釈
刑
法
（2）
Ⅱ
』（
有
斐
閣
、
一
九
六
九
）
三
五
七
〜
三
五
八
頁
﹇
福
田
平
﹈、
平
野
龍
一
『
刑
法
総
論
Ⅰ
』

（
有
斐
閣
、
一
九
七
二
）
一
七
三
頁
、
藤
木
英
雄
『
刑
法
講
義
総
論
』（
弘
文
堂
、
一
九
七
五
）
二
二
〇
〜
二
二
二
頁
、
中
野
次
雄
『
刑
法
総
論
概
要
』

（
成
文
堂
、
一
九
七
九
）
一
九
二
頁
、
西
原
春
夫
ほ
か
編
『
判
例
刑
法
研
究
第
三
巻
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
〇
）
一
三
七
〜
一
四
一
頁
﹇
川
端
博
﹈、
内

田
文
昭
「『
た
ぬ
き
・
む
じ
な
』
事
件
と
『
も
ま
・
む
さ
さ
び
』
事
件
に
つ
い
て
」
研
修
四
六
三
号
（
一
九
八
七
）
三
〜
一
四
頁
、
大
塚
仁
・
河
上
和

雄
・
佐
藤
文
哉
編
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
第
２
巻
』（
青
林
書
院
、
一
九
八
九
）
六
二
五
〜
六
二
七
頁
﹇
佐
久
間
修
﹈、
阿
部
純
二
ほ
か
編
『
刑
法

基
本
講
座
第
３
巻
』（
法
学
書
院
、
一
九
九
四
）
二
九
〇
〜
三
〇
二
頁
﹇
斉
藤
信
宰
﹈、
西
原
春
夫
ほ
か
編
『
刑
法
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
―
資
料
で
学
ぶ
刑
法

総
論
』（
柏
書
房
、
一
九
九
五
）
二
三
四
頁
﹇
長
井
長
信
﹈、
長
井
長
信
『
故
意
概
念
と
錯
誤
論
』（
成
文
堂
、
一
九
九
八
）
一
七
一
〜
一
七
二
頁
、
林

幹
人
『
刑
法
総
論
﹇
第
２
版
﹈』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
）
二
七
三
〜
二
七
四
頁
、
大
谷
實
編
『
判
例
講
義
刑
法
Ⅰ
総
論
』（
悠
々
社
、
二
〇

〇
一
）
一
〇
二
頁
﹇
松
原
久
利
﹈、
川
端
博
『
刑
事
法
研
究
第
九
巻
・
事
実
の
錯
誤
の
理
論
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
七
）
六
六
〜
六
七
頁
、
前
田
雅
英
編

『
条
解
刑
法
第
２
版
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
七
）
一
四
一
〜
一
四
二
頁
、
山
口
厚
『
刑
法
総
論
第
２
版
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
）
一
九
一
頁
、
西
田
典

之
・
山
口
厚
・
佐
伯
仁
志
編
『
刑
法
判
例
百
選
Ⅰ
総
論
﹇
第
６
版
﹈』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
）
八
八
〜
八
九
頁
﹇
内
山
良
雄
﹈、
笹
倉
秀
夫
『
法
解
釈

講
義
』
一
〇
八
〜
一
一
〇
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
）、
山
口
厚
『
基
本
判
例
に
学
ぶ
刑
法
総
論
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
〇
）
九
〇
頁
な
ど
。

（
5
）

こ
の
よ
う
な
誤
解
の
中
に
は
、
当
該
事
件
及
び
そ
の
審
理
・
判
決
当
時
に
お
い
て
は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
も
の
も
含
ま
れ
る
。
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例
え
ば
、
再
審
無
罪
で
確
定
し
た
「
足
利
事
件
」
で
は
、
有
罪
判
決
の
決
め
手
と
な
っ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
結
果
が
後
に
な
っ
て
精
度
を
欠
く
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
そ
の
こ
と
が
重
要
な
理
由
の
一
つ
と
な
っ
て
再
審
無
罪
に
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
問
題
と
な
っ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の

結
果
は
、
再
審
の
対
象
と
な
っ
た
有
罪
判
決
が
な
さ
れ
た
当
時
の
時
点
に
お
け
る
鑑
定
結
果
と
し
て
は
十
分
な
精
度
を
具
備
し
て
い
た
と
い
う
し
か

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
有
罪
判
決
が
な
さ
れ
た
後
の
歴
史
的
・
時
間
的
経
過
に
伴
う
客
観
的
な
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
相
対
的
に
当

初
の
鑑
定
の
精
度
が
低
下
し
、
そ
の
証
拠
と
し
て
の
価
値
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
一
般
に
、
万
能
で
は
な
い
人
間
で
あ

る
裁
判
官
が
審
理
し
判
決
を
す
る
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
標
準
的
な
知
識
・
教
養
・
学
術
の
レ
ベ
ル
を
大
幅
に
超
え
て
証
拠
そ
の
他

の
訴
訟
資
料
を
批
判
的
に
検
討
し
、
そ
の
証
拠
価
値
を
吟
味
す
る
こ
と
は
（
ご
く
稀
に
例
外
的
な
も
の
と
し
て
存
在
す
る
天
才
的
な
裁
判
官
等
を
除

い
て
は
）
基
本
的
に
不
可
能
ま
た
は
極
め
て
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
論
文
で
「
誤
解
」
ま
た
は
「
事
実
誤
認
」
と

表
現
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
客
観
的
に
は
誤
解
で
あ
っ
た
が
当
時
の
裁
判
官
等
の
主
観
と
し
て
は
そ
の
誤
解
を
免
れ
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
よ
う
な
場
合
を
含
む
趣
旨
で
こ
れ
ら
の
語
を
用
い
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
、
国
家
補
償
は
別
と
し
て
、
国

家
賠
償
責
任
が
成
立
す
る
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
、
当
該
検
察
庁
・
検
察
官
及
び
裁
判
所
・
裁
判
官
に
「
過
失
」
ま
た
は
「
重
過

失
」
が
あ
っ
た
と
は
認
め
難
い
こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
の
法
政
策
論
ま
た
は
立
法
論
と
し
て
は
、
過
失
に
基
づ

く
国
家
賠
償
責
任
が
成
立
し
な
い
場
合
を
明
確
に
想
定
し
た
上
で
、
国
家
補
償
の
充
実
を
図
る
と
い
う
方
向
で
の
検
討
を
し
た
ほ
う
が
よ
り
生
産
的

な
議
論
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
6
）

市
町
村
合
併
に
よ
り
現
在
の
地
名
は
栃
木
県
鹿
沼
市
深
岩
で
あ
る
。
深
岩
山
（
標
高
約
三
三
一
メ
ー
ト
ル
）
の
西
側
山
腹
に
は
弘
法
大
師
が
開
祖
と

さ
れ
る
深
岩
観
音
堂
が
あ
る
。
ま
た
、
深
岩
山
に
は
部
分
的
に
砕
石
場
跡
が
あ
る
。
か
つ
て
、
深
岩
石
と
呼
ば
れ
た
凝
灰
岩
が
切
り
出
さ
れ
た
場
所

と
思
わ
れ
る
。
深
岩
石
は
石
造
り
の
倉
の
石
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
加
え
て
、
深
岩
山
の
北
側
部
分
は
ゴ
ル
フ
場
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
現
時
点
に
お
け
る
深
岩
山
は
、
大
正
時
代
当
時
と
は
若
干
異
な
る
山
容
を
示
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
筆
者
（
夏
井
）
が
現

地
に
赴
い
て
実
地
調
査
・
検
討
し
た
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
深
岩
山
の
東
側
に
あ
る
裾
野
部
分
は
、
北
関
東
地
方
特
有
の
里

山
的
な
村
落
な
い
し
田
圃
の
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
山
裾
か
ら
急
激
に
立
ち
上
が
る
よ
う
に
し
て
巨
岩
が
聳
え
立
っ
て
い
る
。
こ
の
深
岩
山
の

巨
岩
は
、
か
な
り
遠
く
か
ら
で
も
識
別
可
能
な
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
。
巨
岩
は
中
央
に
大
き
な
岩
塊
状
の
も
の
が
あ
る
ほ
か
、
そ
の
左
側
（
南
側
）

に
屏
風
状
の
奇
岩
が
あ
る
。
深
岩
観
音
堂
は
こ
の
巨
大
な
岩
塊
状
の
巨
岩
の
基
部
の
あ
た
り
に
位
置
し
、
古
代
日
本
に
お
け
る
東
国
地
方
特
有
の
岩
窟

式
の
仏
教
建
築
で
あ
る
（
奥
州
平
泉
に
あ
る
達
谷
窟
毘
沙
門
堂
も
同
様
に
大
き
な
岩
窟
を
利
用
し
た
仏
教
施
設
で
あ
る
。）。
そ
の
観
音
堂
へ
至
る
斜
面

は
か
な
り
急
峻
で
あ
り
、
岩
を
重
ね
た
階
段
が
あ
る
。
現
在
の
地
名
で
あ
る
「
深
岩
」
地
域
は
比
較
的
広
い
範
囲
を
含
ん
で
い
る
。
同
地
内
に
は
深
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岩
山
だ
け
で
は
な
く
「
岩
山
」
と
い
う
名
の
山
（
標
高
三
二
八
メ
ー
ト
ル
・
一
番
岩
及
び
二
番
岩
と
い
う
名
の
二
つ
の
ピ
ー
ク
あ
り
フ
タ
コ
ブ
ラ
ク

ダ
（C

a
m
elu
s
feru
s
(P
rzew

a
lsk
i,
1
8
7
8
)

）
の
背
中
に
あ
る
コ
ブ
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
。
岩
山
の
山
腹
に
は
日
吉
神
社
が
あ
る
。）
が
あ
る
。

深
岩
山
は
、
深
山
地
域
の
集
落
と
田
の
あ
る
低
地
を
は
さ
ん
で
西
側
（
日
光
市
に
近
い
と
こ
ろ
）
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
岩
山
は
、
深
岩

山
と
対
峙
す
る
よ
う
に
し
て
集
落
と
田
の
あ
る
低
地
の
東
側
（
鹿
沼
市
中
心
部
に
近
い
と
こ
ろ
）
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
同
一
の
「
深
山
」

と
い
う
地
域
内
に
類
似
し
た
名
称
の
山
が
複
数
隣
接
し
て
存
在
す
る
こ
と
か
ら
確
実
な
特
定
は
で
き
な
い
も
の
の
、
判
決
文
に
示
さ
れ
た
被
告
人
の
実

行
行
為
地
が
「
大
字
深
岩
山
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
狸
狢
事
件
に
お
い
て
被
告
人
が
動
物
を
捕
獲
し
た
場
所
は
、
岩
山
付
近
で
は
な
く
、

深
岩
山
付
近
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
深
岩
地
域
に
は
現
在
で
も
明
治
時
代
〜
大
正
時
代
当
時
の
面
影
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）

一
般
に
、「
村
田
銃
」
と
は
、「
明
治
二
十
二
年
制
定
大
日
本
帝
國
村
田
連
發
銃
」
の
こ
と
を
指
す
。
こ
の
軍
用
銃
は
、
旧
薩
摩
藩
出
身
の
日
本
陸
軍

軍
人
で
あ
り
後
に
貴
族
院
議
員
と
な
っ
た
村
田
経
芳
（
一
八
三
八
〜
一
九
二
一
）
に
よ
っ
て
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
年
）
に
設
計
・
開
発
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
軍
用
の
村
田
銃
と
は
別
に
、
軍
用
の
村
田
銃
の
払
い
下
げ
品
等
を
民
間
人
が
改
造
し
て
製
造
さ
れ
た
各
種
猟
銃
（
散
弾
銃
等
）
が
広
く

流
通
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
軍
用
（
正
規
）
の
村
田
銃
の
み
で
は
な
く
、
改
造
銃
で
あ
る
猟
銃
の
通
称
と
し
て
も
「
村
田
銃
」
の
名
が
用
い
ら

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
狸
狢
事
件
に
お
い
て
被
告
人
が
用
い
た
「
村
田
銃
」
が
、
当
時
流
通
し
て
い
た
猟
銃
の
中
の
い
ず
れ
か
を

指
す
の
か
に
つ
い
て
は
、
狸
狢
事
件
大
審
院
判
決
理
由
中
の
記
載
の
み
で
は
特
定
で
き
な
い
。
な
お
、
明
治
時
代
後
期
の
時
期
に
お
け
る
猟
銃
の
種

類
及
び
そ
の
使
用
法
等
に
つ
い
て
は
、
武
田
十
一
郎
編
『
猟
銃
全
書
』（
猟
友
倶
楽
部
、
一
九
〇
二
）
及
び
佐
野
信
三
郎
・
内
藤
健
行
『
内
外
遊
戯
全

書
第
五
編
銃
猟
案
内
』（
博
文
館
、
一
八
九
九
）
に
詳
細
な
解
説
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
に
よ
れ
ば
、
国
産
の
村
田
銃
（
民
間
で
改
造
さ
れ
た
猟
銃

を
含
む
。）
だ
け
で
は
な
く
輸
入
さ
れ
た
外
国
製
猟
銃
も
多
数
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
狸
狢
事
件
の
被
告
人
及
び
検
察
官
が
猟
銃
の
種
別

に
つ
い
て
正
確
な
判
定
能
力
を
有
し
て
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
被
告
人
が
使
用
し
た
猟
銃
が
客
観
的
に
も
村
田
銃
で

あ
っ
た
か
否
か
は
不
明
と
す
る
し
か
な
い
。
単
に
、
被
告
人
及
び
検
察
官
は
「
被
告
人
が
使
用
し
た
猟
銃
が
い
わ
ゆ
る
村
田
銃
で
あ
る
」
と
の
認
識
・

理
解
を
有
し
て
い
た
と
言
い
得
る
の
み
で
あ
る
。

（
8
）

被
告
人
が
本
件
十
文
字
狢
を
射
撃
し
た
の
は
狩
猟
免
許
を
取
得
し
て
わ
ず
か
一
箇
月
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
被
告
人
は
狩
猟
経
験
に
乏

し
く
、
か
つ
、
被
告
人
の
射
撃
技
量
が
か
な
り
未
熟
で
あ
っ
た
と
の
推
測
は
成
立
可
能
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
本
件
十
文
字
狢
を
発
見
し
て
射
撃
し

た
も
の
の
撃
ち
損
じ
て
し
ま
い
、
岩
穴
の
中
に
逃
げ
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
加
え
て
、
被
告
人
は
、
狩
猟
経

験
の
不
足
の
た
め
、
獣
の
同
一
性
識
別
の
能
力
に
お
い
て
十
分
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
も
肯
定
し
得
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
述
の
宇

都
宮
区
裁
判
所
（
第
一
審
）
の
判
決
文
を
読
む
と
、
被
告
人
の
住
所
地
は
捕
獲
し
た
場
所
と
非
常
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
被
告
人
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の
職
業
は
農
業
で
あ
っ
た
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
農
業
事
情
か
ら
す
る
と
、
被
告
人
は
、
野
生
の
鳥
獣
を
日
々
目
に
し
な
が
ら
暮
ら
し
て

い
た
可
能
性
が
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
被
告
人
は
、
仮
に
狩
猟
経
験
は
未
熟
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
①
地
元
に
長
く
居
住
す
る
者
と
し
て
狩
猟
鳥
獣

の
外
観
等
を
見
間
違
う
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
ま
た
、
②
動
物
と
し
て
の
種
類
を
誤
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
の
推
論
も
ま
た
成
立
可
能
だ
と
思
わ
れ

る
。
要
す
る
に
、「
被
告
人
の
狩
猟
経
験
が
十
分
で
な
か
っ
た
」
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
の
事
実
が
「
被
告
人
の
動
物
識
別
力
を
判

定
す
る
た
め
の
決
め
手
と
な
る
」
と
は
断
定
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

（
9
）

栃
木
県
弁
護
士
会
会
史
編
さ
ん
委
員
会
（
新
江

正
・
木
村

謙
・
若
狭
昌
稔
・
稲
葉

務
・
石
川

健
）『
分
冊
栃
木
県
弁
護
士
会
史
（
資
料

編
）
第
一
号
狸
狢
事
件
』（
二
〇
一
二
）
四
〜
六
頁

（
10
）

前
掲
『
分
冊
栃
木
県
弁
護
士
会
史
（
資
料
編
）
第
一
号
狸
狢
事
件
』
七
〜
一
〇
頁

（
11
）

現
行
の
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
四
年
法
律
第
八
八
号
・
最
終
改
平
成
二
三
年
法
律
第
一
二
二
号
）
二
条
一
項

は
、「
鳥
獣
」
に
つ
い
て
「
鳥
類
又
は
哺
乳
類
に
属
す
る
野
生
動
物
を
い
う
」
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
獣
」
と
は
哺
乳
類
に
属
す
る
生
物
の
中

で
野
生
の
も
の
（
人
工
飼
育
等
さ
れ
て
い
な
い
も
の
）
を
指
す
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
明
治
時
代
以
降
の
狩
猟
関
連
法
令
の
沿
革
に
つ
い

て
は
、
林
野
庁
編
『
狩
猟
法
規
関
係
の
沿
革
』（
大
日
本
猟
友
会
、
一
九
六
〇
）
が
最
も
詳
し
い
資
料
で
あ
る
。
現
行
法
に
関
し
て
は
、
鳥
獣
保
護
管

理
研
究
会
『
鳥
獣
保
護
法
の
解
説
（
改
訂
４
版
）』（
大
成
出
版
社
、
二
〇
〇
八
）
及
び
自
由
民
主
党
農
林
漁
業
有
害
鳥
獣
対
策
検
討
チ
ー
ム
『
Ｑ
＆
Ａ

早
わ
か
り
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
』（
大
成
出
版
社
、
二
〇
〇
八
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
12
）

伊
藤
榮
樹
ほ
か
編
『
注
釈
特
別
刑
法
第
五
巻
経
済
法
編
Ⅱ
』
四
五
九
頁
﹇
丸
山
雅
夫
﹈（
立
花
書
房
、
一
九
八
四
）
な
ど
。

（
13
）

伊
藤
蘭
山
『
本
草
項
目
啓
蒙
』
巻
四
六
な
ど
。

（
14
）

シ
ー
ボ
ル
ト
の
『F
a
u
n
a
J
a
p
o
n
ica

』
は
明
治
大
学
図
書
館
に
も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧
可
能
な
複
製
物
と
し
て
は
、

京
都
大
学
図
書
館
収
蔵
の
も
の
が
代
表
的
で
あ
る
。

京
都
大
学
電
子
図
書
館
・・
日
本
動
物
誌F

a
u
n
a
J
a
p
o
n
ica

h
ttp
:/
/
ed
b
.k
u
lib
.k
y
o
to
-u
.a
c.jp
/
ex
h
ib
it/
b
0
5
/
b
0
5
co
n
t.h
tm
l

﹇
二
〇
一
二
年
六
月
一
六
日
確
認
﹈

（
15
）

日
本
動
物
誌
で
は
、C

h
elo
n
ia
cep
h
a
lo
(G
ra
y,
1
8
2
9
)

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）

シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
日
本
人
の
絵
師
に
依
頼
し
て
図
版
の
原
画
を
作
成
さ
せ
た
。
当
時
の
日
本
国
に
お
い
て
著
名
な
絵
師
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い

が
、
そ
の
実
質
的
な
実
力
に
お
い
て
は
当
時
世
界
最
高
峰
の
極
め
て
高
度
な
観
察
力
と
技
量
を
も
つ
優
れ
た
絵
師
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
兼
重
護
『
シ
ー
ボ
ル
ト
と
町
絵
師
慶
賀
―
日
本
画
家
が
出
会
っ
た
西
欧
』（
長
崎
新
聞
社
新
書
、
二
〇
〇
三
）
な
ど
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を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
17
）

古
代
よ
り
江
戸
時
代
の
本
草
に
至
る
ま
で
の
間
の
動
物
の
呼
び
名
に
つ
い
て
は
、
梶
島
孝
雄
『
資
料
日
本
動
物
誌
』（
八
坂
書
房
、
二
〇
〇
二
）
に

総
合
的
な
研
究
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は
、
現
代
に
お
い
て
「
本
草
」
を
著
述
す
る
と
す
れ
ば
ど
う
い
う
か
た
ち
に
な
る
の
か
を
脳
裏
に
描

こ
う
と
す
る
際
に
は
、
と
て
も
良
い
参
考
例
の
一
つ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
同
書
に
は
、
個
々
の
動
物
の
現
在
の
学
名
が

記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
現
在
主
流
と
な
っ
て
い
る
動
物
分
類
学
上
の
知
見
と
比
較
し
な
が
ら
理
解
す
る
場
合
に
は
、
若
干
の
工
夫
を
要
す
る
。

（
18
）

植
物
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、（
こ
れ
は
、
現
在
の
日
本
国
に
存
在
し
な
い
種
を
日
本
国
に
存
在
す
る
種
と
し
て
扱
っ
て
い

た
場
合
と
は
逆
の
パ
タ
ー
ン
に
な
る
が
）
日
本
国
の
本
州
、
四
国
及
び
九
州
と
朝
鮮
半
島
に
自
生
す
る
ラ
ン
科
植
物
で
あ
る
サ
ギ
ソ
ウ
（P

ecteilis

ra
d
ia
ta
(T
h
u
n
b
erg
)
R
a
fi
n
esq
u
e
(S
y
n
.
H
a
b
en
a
ria
ra
d
ia
ta
(T
h
u
n
b
erg
)
S
p
ren
g
el)

）
は
、
か
つ
て
は
「
日
本
国
固
有
種
」
だ
と
理
解

さ
れ
て
い
た
。
現
時
点
で
は
、（
サ
ギ
ソ
ウ
が
朝
鮮
半
島
等
に
も
自
生
し
て
い
る
以
上
）
も
ち
ろ
ん
日
本
国
の
「
固
有
種
」
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
（
更
に
、
現
時
点
で
は
、「
ロ
シ
ア
国
内
に
サ
ギ
ソ
ウ
の
自
生
が
あ
る
」
と
の
研
究
報
告
も
あ
る
の
で
、
そ
の
研
究
報
告
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、

「
サ
ギ
ソ
ウ
は
日
本
固
有
種
で
あ
る
」
と
の
理
解
が
も
と
も
と
客
観
的
な
事
実
と
は
相
違
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。）。
し
か
し
、
朝
鮮
が
日
本
国
の
領

土
の
一
部
で
あ
っ
た
当
時
に
お
い
て
は
日
本
国
の
「
固
有
種
」
と
す
る
こ
と
に
誤
り
は
全
く
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
国
家
の
領
土

範
囲
の
変
動
と
い
う
歴
史
的
・
政
治
的
な
変
動
と
い
う
事
態
が
動
植
物
を
構
成
要
素
と
す
る
法
令
に
含
ま
れ
る
条
項
の
意
味
や
法
概
念
の
包
摂
関
係

等
を
変
更
し
て
し
ま
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
た
だ
、
一
般
国
民
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
立
法
者
や
法
律
家
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
よ
う
な
「
領
土

の
変
更
に
伴
う
動
植
物
の
自
生
地
範
囲
の
変
動
が
自
動
的
に
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
ほ
ぼ
自
明
の
こ
と
に
留
意
せ
ず
に
、
法
令
を
制
定
し
た

り
法
解
釈
論
を
展
開
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
法
令
の
解
釈
・
運
用
上
で
の
誤
解
や
誤
謬
の
原
因
の
一
つ
と
も
な
り
得
る
。

（
19
）

施
行
規
則
は
大
正
一
〇
年
三
月
三
日
に
一
部
改
正
さ
れ
て
い
る
が
、
改
正
さ
れ
た
部
分
は
本
論
文
に
お
け
る
検
討
に
は
影
響
を
与
え
な
い
。
そ
の

後
、
昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
年
）
三
月
二
二
日
に
狩
猟
法
を
改
正
し
て
「
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
」（
同
年
法
律
第
二
三
号
）
が
制
定
さ

れ
た
。

（
20
）

内
田
清
之
助
ほ
か
『
改
訂
増
補
日
本
動
物
圖
鑑
』
三
一
頁
（
北
隆
館
、
一
九
四
七
）
に
あ
る
「
あ
ま
み
の
く
ろ
う
さ
ぎ
」
の
項
に
は
、「
琉
球
弧
島

中
奄
美
大
島
ト
徳
之
島
ト
ニ
限
リ
棲
息
シ
」
と
の
記
述
が
あ
る
。

（
21
）

当
時
は
ア
ナ
グ
マ
（M

eles
m
eles

m
eles

(L
in
n
a
eu
s,
1
7
5
8
)

）
の
生
息
地
が
日
本
領
土
内
に
あ
っ
た
た
め
問
題
が
な
い
が
、
日
本
国
の
本
州

に
は
当
時
も
現
在
も
生
息
し
て
い
な
い
。

（
22
）

当
時
は
チ
ョ
ウ
セ
ン
イ
タ
チ
（M

u
stela

sib
irica

co
rea
n
a
(D
o
m
a
n
iew
sk
i,
1
9
2
6
)

）
の
生
息
地
が
日
本
国
の
領
土
内
に
あ
っ
た
の
で
問
題
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が
な
い
が
、
日
本
国
の
本
州
に
は
当
時
も
現
在
も
生
息
し
て
い
な
い
。
チ
ョ
ウ
セ
ン
イ
タ
チ
（M

u
stela

sib
irica

co
rea
n
a
(D
o
m
a
n
iew
sk
i,

1
9
2
6
)

）
は
、
現
時
点
で
は
外
来
種
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

（
23
）

当
時
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
カ
ワ
ウ
ソ
（L

u
tra
lu
tra
(L
in
n
a
eu
s,
1
7
5
8
)

）
の
生
息
地
が
日
本
国
の
領
土
内
に
あ
っ
た
の
で
問
題
が
な
い
が
、
日
本

国
の
本
州
に
は
当
時
も
現
在
も
生
息
し
て
い
な
い
。

（
24
）

当
時
は
キ
ツ
ネ
（V

u
lp
es
v
u
lp
es
(L
in
n
a
eu
s,
1
7
5
8
)

）
の
生
息
地
が
日
本
国
の
領
土
内
に
あ
っ
た
の
で
問
題
が
な
い
が
、
日
本
国
の
本
州
に

は
当
時
も
現
在
も
生
息
し
て
い
な
い
。

（
25
）

ニ
ホ
ン
ジ
カ
（C

erv
u
s
n
ip
p
o
n
(T
em
m
in
ck
,
1
8
3
8
)

）
は
、
日
本
国
の
み
な
ら
ず
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
広
く
分
布
し
、
一
六
種
ほ
ど
の
亜
種

に
細
分
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
日
本
国
領
土
内
に
は
そ
の
う
ち
の
七
亜
種
（
地
域
亜
種
）
が
存
在
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
26
）

当
時
は
コ
ウ
ラ
イ
テ
ン
（M

a
rtes

m
ela
m
p
u
s
co
reen
si
(K
u
ro
d
a
et
M
o
ri,
1
9
2
3
)

）
の
生
息
地
が
日
本
国
の
領
土
内
に
あ
っ
た
の
で
問
題

が
な
い
が
、
日
本
国
の
本
州
に
は
当
時
も
現
在
も
生
息
し
て
い
な
い
。
コ
ウ
ラ
イ
テ
ン
（M

a
rtes

m
ela
m
p
u
s
co
reen
si
(K
u
ro
d
a
et
M
o
ri,

1
9
2
3
)

）
は
、
現
時
点
で
は
外
来
種
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

（
27
）

当
時
は
チ
ョ
ウ
セ
ン
シ
マ
リ
ス
（T

a
m
ia
s
sib
iricu

s
b
a
rb
eri
(J
o
h
n
so
n
&
J
o
n
es,
1
9
5
5
)

）
の
生
息
地
が
日
本
国
の
領
土
内
に
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
当
時
は
チ
ョ
ウ
セ
ン
シ
マ
リ
ス
（T

a
m
ia
s
sib
iricu

s
b
a
rb
eri
(J
o
h
n
so
n
&
J
o
n
es,
1
9
5
5
)

）
を
日
本
国
の
在
来
種
と
し
て
扱
う

べ
き
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
シ
マ
リ
ス
（T

a
m
ia
s
sib
iricu

s
b
a
rb
eri
(J
o
h
n
so
n
&
J
o
n
es,
1
9
5
5
)

）
は
、
現
在
の
日

本
国
領
土
と
の
関
係
で
は
在
来
種
で
は
な
い
と
の
扱
い
を
受
け
て
お
り
、
逆
に
外
来
種
と
し
て
問
題
視
さ
れ
て
い
る
（
環
境
省
に
よ
り
「
要
注
意
外

来
生
物
」
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。）。
こ
の
よ
う
に
、
在
来
種
と
外
来
種
と
の
区
別
が
歴
史
的
・
政
治
的
要
因
に
よ
っ
て
極
端
に
変
動
し
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
般
に
、
在
来
種
と
外
来
種
の
区
別
は
、
生
物
学
的
な
区
別
で
は
な
く
政
治
的
な
都
合
に
起
因
す
る
区
別
で
あ
る
こ
と

に
な
る
。
ク
リ
ハ
ラ
リ
ス
（C

a
llo
sciu
ru
s
ery
th
ra
eu
s
(P
a
lla
s
1
7
7
9
)

）
及
び
タ
イ
ワ
ン
リ
ス
（C

a
llo
sciu
ru
s
ery
th
ra
eu
s
th
a
iw
a
n
en
sis

(B
o
n
h
o
te,
1
9
0
1
)

）
も
同
様
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
、
特
定
外
来
生
物
法
（
平
成
一
六
年
法
律
第
七
八
号
）
に
基
づ
き
特
定
外
来
動
物
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
る
（
タ
イ
ワ
ン
リ
ス
は
ク
リ
ハ
ラ
リ
ス
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。）。

（
28
）

第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四
年
〜
一
九
一
八
年
）
が
終
了
し
た
後
、
日
本
国
に
よ
る
シ
ベ
リ
ア
出
兵
（
一
九
一
八
年
〜
一
九
二
二
年
）
が
始
ま

り
、
サ
ハ
リ
ン
や
シ
ベ
リ
ア
と
い
っ
た
寒
冷
地
に
お
け
る
帝
国
陸
軍
将
兵
の
装
備
と
し
て
毛
皮
の
需
要
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
以
下

は
い
ず
れ
も
仮
説
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
を
あ
て
に
し
て
国
内
の
業
者
等
が
狩
猟
免
許
を
有
す
る
農
家
等
に
対
し
て
無
制
約
に
哺
乳
類
の
捕
獲
を
奨

励
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
奨
励
さ
れ
た
農
家
等
も
現
金
収
入
を
得
る
目
的
で
盛
ん
に
哺
乳
類
の
捕
獲
を
行
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
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（
29
）

有
光
金
兵
衛
『
狩
獵
法
釋
義
』（
良
書
普
及
会
、
一
九
二
二
）
に
は
、「
狩
獵
鳥
獣
」
の
定
義
に
つ
い
て
施
行
規
則
に
基
づ
く
解
説
が
含
ま
れ
て
い
る

が
、
な
ぜ
か
「
獣
」
に
つ
い
て
何
も
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
主
に
「
鳥
」
に
関
す
る
解
説
に
終
始
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
脚
注
28
で
示
し

た
仮
説
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
あ
る
特
別
な
目
的
で
意
図
的
に
「
獣
」
に
関
す
る
解
説
を
省
略
し
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
30
）

狸
狢
事
件
の
検
察
官
及
び
裁
判
官
も
本
文
に
述
べ
た
よ
う
な
法
解
釈
論
を
前
提
に
法
律
論
を
論
じ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
し
、
こ
れ
ま
で
の
刑
法
学

者
に
よ
る
論
文
等
の
中
で
こ
の
点
に
つ
い
て
疑
義
を
差
し
挟
む
見
解
は
一
つ
も
存
在
し
な
い
。
加
え
て
、
狩
猟
法
施
行
前
に
適
用
さ
れ
た
狩
猟
規
則

（
明
治
二
五
年
勅
令
第
八
四
号
）
二
四
条
で
は
、「
鹿
」、「
羚
羊
（
カ
モ
シ
カ
）」
及
び
「
兎
」
に
つ
い
て
の
み
狩
猟
期
間
を
定
め
、
そ
れ
以
外
の
期
間

の
狩
猟
を
禁
止
し
て
い
た
こ
と
、
狩
猟
法
施
行
規
則
（
明
治
二
八
年
三
月
二
八
日
農
商
務
省
令
第
四
号
）
一
七
条
は
、「
牡
鹿
」
及
び
「
牝
鹿
」
に
つ

い
て
の
み
狩
猟
期
間
を
定
め
、
そ
れ
以
外
の
期
間
の
狩
猟
を
禁
止
し
て
い
た
こ
と
、
明
治
三
四
年
改
正
狩
猟
法
（
明
治
三
四
年
四
月
一
二
日
法
律
第

三
三
号
）
及
び
狩
猟
法
施
行
規
則
（
明
治
三
四
年
六
月
二
六
日
農
商
務
省
令
第
七
号
）
に
は
捕
獲
禁
止
と
な
る
「
獣
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
指
定
す
る

た
め
の
何
ら
の
規
定
も
存
在
し
な
い
こ
と
等
の
立
法
上
の
沿
革
か
ら
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
論
理
解
釈
の
正
当
性
が
肯
定
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
形

式
論
理
と
し
て
は
、「
狩
猟
期
間
内
に
狩
猟
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
こ
と
だ
け
が
適
法
行
為
で
あ
る
」
と
の
解
釈
論
も
全
く
成
立
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か

し
、
も
し
そ
の
よ
う
な
形
式
論
理
上
の
解
釈
論
が
正
当
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
獣
」（
哺
乳
類
）
の
一
種
で
あ
る
ネ
ズ
ミ
の
仲
間
や
モ
グ
ラ
の
仲
間
を

捕
獲
・
殺
傷
す
る
こ
と
は
年
間
を
通
じ
て
常
に
禁
止
さ
れ
て
い
た
と
解
す
る
し
か
な
い
（
仮
に
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
時
の
日
本
国
民
の
ほ
ぼ

全
員
が
狩
猟
法
違
反
に
よ
り
有
罪
と
な
る
べ
き
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。）。
狩
猟
期
間
に
関
す
る
施
行
規
則
の
定
め
は
、
逆
に
、
狩
猟
制
限
獣
に
つ

い
て
狩
猟
禁
止
期
間
を
定
め
る
規
定
だ
っ
た
と
解
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
。

（
31
）

こ
こ
で
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
法
学
研
究
の
自
由
を
制
限
す
る
趣
旨
で
は
な
い
。
職
業
研
究
者
（
大
学
教
授
な
ど
）
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
国
の

全
て
の
国
民
は
、
日
本
国
憲
法
に
基
づ
き
、
思
想
・
信
条
・
学
問
の
自
由
を
有
し
、
表
現
・
出
版
・
通
信
の
自
由
を
有
す
る
か
ら
、
裁
判
所
が
ど
の
よ

う
な
法
解
釈
を
述
べ
る
か
と
は
全
く
無
関
係
に
、
各
人
自
由
に
思
索
し
法
解
釈
を
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
し
か
し
、
個
々
の
刑
事
裁
判
に
お
い
て

有
罪
・
無
罪
を
決
定
す
る
前
提
と
し
て
の
法
解
釈
を
、
国
家
権
力
を
も
っ
て
強
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
裁
判
所
の
み
で
あ
る
。
被
告
人
、
弁
護

人
及
び
検
察
官
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
法
解
釈
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
国
法
上
、
そ
の
法
解
釈
を
裁
判
所
に
強
制
す
る
権
力
を
一
切
有
し
な
い
。

仮
に
裁
判
所
が
形
成
し
た
法
解
釈
が
誤
り
で
あ
り
、
正
義
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
形
式
的
に
は
常
に
こ
の
よ
う
な
権
力
関
係
が
存
在

す
る
。
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
の
は
そ
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
よ
う
に
解
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
の
一
部
に
無
効
が
存
在
し
得

る
こ
と
及
び
そ
の
場
合
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
は
、
夏
井
高
人
「
植
物
分
類
体
系
の
変
化
が
法
制
度
に
与
え
る
影
響
―
大
麻
規
制
法
令
を
中
心
と
す

る
考
察
―
」
法
律
論
叢
八
四
巻
四
・
五
合
併
号
九
一
頁
以
下
の
中
で
述
べ
た
。
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（
32
）

「
判
例
」
の
概
念
に
関
し
て
本
論
文
が
示
す
よ
う
な
理
解
は
、
中
野
次
男
編
『
判
例
と
そ
の
読
み
方
第
三
版
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
）
の
中
に
示

さ
れ
て
い
る
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
。
民
事
訴
訟
規
則
及
び
刑
事
訴
訟
規
則
に
基
づ
き
「
判
例
変
更
」
の
手
続
を
要
す
る
場
合
に
つ
い
て
の
法
解

釈
を
検
討
し
て
み
れ
ば
、
結
論
は
自
ず
と
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
日
本
国
法
の
法
解
釈
論
で
は
な
く
、
比
較
法
（
特
に
英
米
法
）
の
領
域
に
お
い

て
、
日
本
国
の
法
制
の
範
囲
内
で
の
法
解
釈
の
対
象
と
し
て
の
「
判
例
」
と
は
異
な
る
「
判
例
」
の
法
的
伝
統
と
法
理
論
が
存
在
す
る
こ
と
は
事
実
で

あ
る
。
私
見
は
、
国
際
的
裁
判
管
轄
権
を
異
に
す
る
諸
国
（
特
に
英
米
法
圏
）
に
お
け
る
「
判
例
」
に
関
す
る
伝
統
・
理
論
・
実
務
を
否
定
す
る
趣
旨

で
は
な
い
。

（
33
）

捕
獲
の
対
象
と
な
る
獣
が
野
生
の
も
の
で
な
い
場
合
（
他
人
に
よ
っ
て
飼
育
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
場
合
）
に
は
、
窃
盗
罪
、
遺
失
物
横
領
罪

ま
た
は
器
物
損
壊
罪
の
成
否
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
狸
狢
事
件
大
審
院
判
決
が
「
野
生
ノ
狸
」
と
明
示

し
て
い
る
こ
と
は
全
く
無
意
味
な
こ
と
で
は
な
い
。

（
34
）

「
竄
入
（
ざ
ん
に
ゅ
う
）」
と
は
「
逃
げ
込
ま
せ
る
」
と
い
う
意
味
の
語
で
あ
る
。

（
35
）

前
掲
『
分
冊
栃
木
県
弁
護
士
会
史
（
資
料
編
）
第
一
号
狸
狢
事
件
』
二
二
〜
二
四
頁
に
は
狸
狢
事
件
で
弁
護
人
で
あ
っ
た
猪
狩
満
弁
護
士
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
記
事
が
再
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
、
初
出
と
し
て
は
栃
木
県
弁
護
士
会
々
報
創
刊
号
（
昭
和
六
三
年
三
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
当
時
、
猪
狩
満
弁
護
士
は
既
に
相
当
高
齢
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
記
憶
に
は
正
確
性
を
欠
く
部
分

が
含
ま
れ
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、
猪
狩
満
弁
護
士
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
被
告
人
は
「
狢
を
取
り
押
さ
え
よ
う
と
し
た
が
、
な
か
な
か
捕
獲
で
き
な
い

う
ち
に
薄
闇
く
な
り
、
ま
た
、
幸
い
狢
も
穴
に
逃
げ
込
ん
だ
の
で
、
穴
の
入
口
に
沢
山
の
木
の
枝
等
を
つ
め
込
ん
で
穴
を
塞
ぎ
夕
方
家
に
帰
っ
た
の

で
す
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
36
）

大
型
哺
乳
類
に
つ
い
て
は
、
狭
隘
な
岩
窟
に
「
狭
隘
な
る
岩
窟
中
に
竄
入
せ
し
め
、
石
塊
を
以
っ
て
そ
の
入
口
を
閉
塞
し
逸
走
す
る
こ
と
能
わ
ざ

る
施
設
を
為
」
す
こ
と
が
物
理
的
に
不
可
能
な
場
合
が
多
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

（
37
）

狸
狢
事
件
大
審
院
判
決
に
関
与
し
た
裁
判
官
は
、
裁
判
長
判
事
横
田
秀
雄
、
判
事
平
野
猷
太
郎
、
判
事
遠
藤
武
治
、
判
事
櫻
田
寿
及
び
判
事
栁
澤

雅
林
で
あ
る
。
村
上
一
博
「
明
治
法
律
学
校
に
お
け
る
民
法
学
の
展
開
―
岸
本
辰
雄
と
横
田
秀
雄
を
中
心
と
し
て
―
」
大
学
史
紀
要
八
巻
（
二
〇
〇

三
）
七
六
〜
八
一
頁
及
び
吾
妻
光
俊
「
横
田
秀
雄
論
」・
明
治
大
学
新
聞
学
会
編
『
明
治
大
学
、
人
と
そ
の
思
想
』（
明
治
大
学
新
聞
学
会
、
一
九
七

一
）
四
九
〜
五
六
頁
所
収
に
よ
れ
ば
、
横
田
秀
雄
は
、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
長
野
県
松
代
町
で
出
生
し
、
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
東
京
帝

国
大
学
法
科
大
学
を
卒
業
し
、
同
年
、
司
法
省
参
事
官
試
補
と
な
り
、
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
、
三
九
歳
の
若
さ
で
大
審
院
判
事
に
抜
擢
登
用
さ

れ
、
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
九
月
、
第
一
四
代
大
審
院
院
長
に
就
任
し
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
年
に
大
審
院
院
長
を
定
年
退
官
し
た
。
横
田
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秀
雄
が
大
審
院
院
長
に
就
任
し
た
大
正
一
二
年
九
月
に
は
関
東
大
震
災
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
極
め
て
困
難
な
時
代
に
大
審
院
院
長
と
い
う

重
い
責
任
の
あ
る
要
職
に
就
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
狸
狢
事
件
は
、
そ
の
よ
う
な
関
東
大
震
災
に
よ
る
首
都
一
円
の
大
火
災
発
生
に
よ
っ
て
東
京

都
の
機
能
が
壊
滅
的
な
大
打
撃
を
受
け
た
と
い
う
状
況
の
中
で
審
理
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
当
時
、
大
震
災
の
復

興
の
た
め
に
多
額
の
国
費
支
出
を
要
し
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
司
法
分
野
だ
け
で
は
な
く
動
植
物
学
等
へ
の
国
費
支
出
も
相
対
的
に
低
額
に

抑
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
（
た
だ
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
専
門
分
野
で
は
な
い
の
で
、
正
確
性
を
欠
く
か
も
し
れ
な
い
。）。
前
掲
村
上
一

博
「
明
治
法
律
学
校
に
お
け
る
民
法
学
の
展
開
」
に
よ
れ
ば
、
横
田
秀
雄
は
、
裁
判
官
と
し
て
の
職
務
を
遂
行
す
る
傍
ら
、
早
稲
田
専
門
学
校
（
現
早

稲
田
大
学
法
学
部
）
及
び
明
治
法
律
学
校
（
現
明
治
大
学
法
学
部
）
等
で
講
師
と
し
て
民
法
等
を
講
じ
て
い
た
が
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
は
明

治
大
学
法
学
部
教
授
を
兼
職
し
、
同
一
〇
（
一
九
二
一
）
に
は
明
治
大
学
法
学
部
長
に
就
任
し
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
〜
一
四
（
一
九
二
五
）

年
に
明
治
大
学
の
理
事
・
学
長
に
就
任
し
た
。
そ
し
て
、
横
田
秀
雄
は
、
大
審
院
院
長
を
退
官
し
た
後
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
明
治
大
学
の

学
長
に
再
選
さ
れ
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
、
明
治
大
学
の
総
長
に
就
任
し
た
。
前
掲
吾
妻
光
俊
「
横
田
秀
雄
論
」
に
よ
れ
ば
、
横
田
秀
雄
（
吾

妻
光
俊
の
実
父
）
は
、「
有
罪
を
予
断
し
て
そ
の
裁
判
に
走
る
こ
と
を
い
ま
し
め
、
ま
た
、
罪
に
問
わ
れ
た
者
に
対
し
て
も
、
一
個
の
人
間
と
し
て
接

し
、
そ
の
心
か
ら
な
る
改
善
に
、
あ
た
り
の
批
判
を
押
し
切
っ
て
、
身
を
以
っ
て
、
努
力
し
た
」、「
父
ほ
ど
、
も
っ
た
い
ぶ
る
こ
と
を
嫌
っ
た
人
間

は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
威
張
る
こ
と
が
苦
手
で
あ
り
、
高
齢
に
至
っ
て
な
お
儀
式
ば
っ
た
演
説
に
固
く
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
一
つ
の
型
に
は

ま
っ
た
考
え
方
や
、
や
り
方
で
、
社
会
生
活
を
ソ
ツ
な
く
割
り
切
る
こ
と
に
、
む
し
ろ
強
い
反
感
を
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
」、

「
父
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、
フ
ラ
ン
ス
流
の
考
え
方
に
、
深
い
関
心
を
も
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
父
が
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
作
品
を
愛
好
し
た
こ
と

は
、
こ
の
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
流
の
庶
民
愛
の
感
情
が
、
父
の
人
間
観
の
中
に
深
く
根
を
下
ろ
し
た
こ
と
は
、
想
像

に
難
く
な
い
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
横
田
秀
雄
に
は
『
物
権
法
論
』（
巌
松
堂
書
店
、
一
九
二
一
）、『
債
權
法
總
論
民
法
債
權
編
』（
明
治
大
學
出
版

部
、
一
九
一
九
）
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。
横
田
秀
雄
は
、
大
審
院
に
お
い
て
は
第
一
刑
事
部
の
裁
判
長
と
し
て
主
に
刑
事
事
件
を
担
当
し
て
お
り
な

が
ら
、
大
学
に
お
い
て
は
主
に
民
法
を
講
じ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
学
問
上
の
縦
割
構
造
等
と
は
無
関
係
に
、
法
学
及
び
司
法
実
務
全
般
に
通
じ

て
お
り
、
か
つ
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
、
当
代
に
お
け
る
傑
物
の
一
人
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
38
）

狩
猟
制
限
獣
で
な
け
れ
ば
年
間
を
通
じ
て
常
に
捕
獲
が
許
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
適
法
行
為
で
あ
り
、
ま
た
、
狩
猟
制
限
獣
で
あ
れ
ば
狩
猟
期
間

内
に
既
遂
に
達
し
た
行
為
な
の
で
適
法
行
為
で
あ
る
。

（
39
）

そ
の
よ
う
に
解
さ
な
い
と
す
れ
ば
、
例
え
ば
、「
洞
穴
に
狩
猟
制
限
獣
を
閉
じ
込
め
た
ま
ま
適
宜
餌
を
与
え
て
飼
育
し
続
け
た
」
と
い
う
よ
う
な
事

案
の
場
合
、「
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
捕
獲
が
既
遂
に
達
し
な
い
」
と
い
う
か
な
り
奇
妙
な
論
理
的
帰
結
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
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（
40
）

真
実
は
「
十
文
字
狢
」
が
狩
猟
法
及
び
施
行
規
則
に
定
め
る
「
狸
」
と
は
異
な
る
動
物
で
あ
っ
た
か
否
と
は
関
係
な
く
、
講
学
上
の
机
上
の
設
例
の

一
つ
と
し
て
狸
狢
事
件
の
よ
う
な
事
例
を
考
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
可
能
で
あ
る
し
有
用
で
も
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
限
り
で
は
、
刑
法
上
の
錯
誤

論
を
論
ず
る
場
合
の
事
例
の
一
つ
と
し
て
の
価
値
が
失
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
、
行
政
刑
法
（
特
別
刑
法
）
に
お
け
る
罰
則
の
適

用
の
際
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
「
故
意
」
の
法
的
意
義
を
論
ず
る
際
に
は
、
現
在
で
も
な
お
素
材
と
し
て
の
価
値
が
失
わ
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
。

（
41
）

こ
こ
で
い
う
「
同
定
」
と
は
、
あ
る
個
体
が
、
あ
る
種
を
識
別
す
る
た
め
の
構
成
要
件
要
素
を
全
て
充
足
し
て
い
る
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
、
す

な
わ
ち
、
種
（sp

ecies

）
の
レ
ベ
ル
で
の
同
一
性
識
別
（id

en
tifi
ca
tio
n

）
を
意
味
す
る
。
今
日
、
同
一
性
識
別
の
た
め
の
構
成
要
件
要
素
は
、
遺

伝
子
情
報
と
し
て
記
述
さ
れ
る
の
が
普
通
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
狸
狢
事
件
や
百
々

鼠
事
件
が
発
生
し
た
大
正
時
代
に
は
遺
伝
子
解
析
な
ど
存

在
せ
ず
、
専
ら
外
形
的
な
形
態
観
察
等
に
よ
っ
て
識
別
さ
れ
て
い
た
た
め
、
識
別
基
準
で
あ
る
構
成
要
素
の
記
述
自
体
に
誤
り
が
あ
っ
た
り
不
正
確

で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
珍
し
く
な
く
、
ま
た
、
同
一
性
識
別
の
た
め
に
記
述
さ
れ
た
構
成
要
素
へ
の
具
体
的
事
実
の
あ
て
は
め
（
事
実
認
定
）
に

も
か
な
り
大
き
な
幅
で
の
精
粗
が
存
在
し
得
た
。

（
42
）

通
常
、「
事
実
の
錯
誤
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
場
合
、
判
断
基
準
は
正
し
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
判
断
基
準
へ
の
事
実
認
識
の
あ
て
は

め
に
錯
覚
等
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
狸
狢
事
件
で
は
、
外
形
的
事
実
に
関
す
る
被
告
人
の
認
識
に
錯
誤
は

全
く
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
た
だ
、
種
と
し
て
の
同
一
性
識
別
要
素
の
認
識
・
理
解
（
事
実
に
関
す
る
認
識
・
判
断
の
基
準
と
な
る
べ
き
知
識

の
獲
得
・
保
持
・
利
用
）
に
お
い
て
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
「
法
律
の
不
知
」
で
は
な
く
、
経
験
則

の
欠
如
ま
た
は
経
験
則
の
錯
誤
の
場
合
に
該
当
す
る
。
同
様
の
事
態
は
、
例
え
ば
、「
日
本
国
内
に
お
い
て
狼
は
絶
滅
し
た
と
理
解
し
て
い
た
が
、
子

供
の
こ
ろ
か
ら
犬
だ
と
親
か
ら
教
え
ら
れ
て
飼
育
し
て
い
た
ペ
ッ
ト
が
、
実
は
絶
滅
し
た
は
ず
の
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
の
生
き
残
り
だ
っ
た
」
と
い
う

場
合
に
も
生
ず
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
、「
家
の
周
囲
に
あ
る
普
通
の
雑
草
だ
と
思
っ
て
刈
り
取
っ
た
シ
ダ
の
類
が
、
実
は
絶
滅
危
惧
種
等
と
し
て
採
取

等
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
特
殊
な
シ
ダ
植
物
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
鑑
別
の
た
め
に
は
電
子
顕
微
鏡
を
用
い
て
胞
子
の
観
察
を
す
る
と
い
う
方
法
か
そ
の

植
物
の
特
定
の
細
胞
組
織
を
採
取
し
て
遺
伝
子
解
析
を
す
る
と
い
う
方
法
し
か
な
く
、
一
般
人
に
は
全
く
識
別
不
能
で
あ
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
場

合
に
も
生
ず
る
だ
ろ
う
（
こ
れ
ら
の
例
の
場
合
に
も
判
断
基
準
と
な
る
経
験
則
に
欠
如
ま
た
は
錯
誤
が
あ
る
だ
け
で
あ
り
、
事
実
と
し
て
の
物
的
対

象
の
認
識
・
理
解
に
は
い
さ
さ
か
も
錯
誤
が
な
い
。）。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
、
通
常
の
「
事
実
の
錯
誤
」
の
理
論
を
も
っ
て
論
ず
る
こ
と
が

可
能
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
、
そ
も
そ
も
こ
れ
ら
の
例
の
よ
う
な
場
合
に
罰
則
を
も
っ
て
法
律
上
の
禁
止
を
行
う
こ
と
が
妥
当
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上
深
入
り
し
な
い
が
、「
特
殊
な
専
門
家
を
除
き
、
通
常
人
に
つ
い
て
は
期
待
可
能
性
が
客
観
的
に
全
く
存
在
し
な
い
」
と
い

う
べ
き
場
合
が
あ
り
得
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
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（
43
）

こ
の
こ
と
は
、
被
告
人
が
捕
獲
行
為
を
実
行
し
た
二
月
二
九
日
は
狩
猟
期
間
中
で
あ
る
の
で
、
狩
猟
法
及
び
施
行
規
則
に
定
め
る
と
お
り
、
ア
マ
ミ

ノ
ロ
ウ
サ
ギ
（P

en
ta
la
g
u
s
fu
rn
essi
(S
to
n
e,
1
9
0
0
)

）
を
除
き
、
い
か
な
る
哺
乳
類
を
も
適
法
に
捕
獲
可
能
な
時
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
か

ら
、
被
告
人
は
、
実
際
に
は
捕
獲
動
物
の
種
別
に
つ
い
て
細
か
く
観
察
し
判
断
し
た
上
で
行
動
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
を
否
定
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
そ
し
て
、
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
真
実
は
、
た
ま
た
ま
見
か
け
た
動
物
を
た
ま
た
ま
追
い
詰
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
か
ら
、

あ
ま
り
深
く
考
え
ず
に
捕
獲
し
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
後
に
狩
猟
法
違
反
と
し
て
検
挙
さ
れ
た
時
点
で
狼
狽
し
、
弁
解
の
た
め
の
弁
解
を
考
え
出
し

た
と
い
う
こ
と
も
十
分
に
成
立
可
能
な
仮
説
の
一
つ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
在
と
な
っ
て
は
真
相
を
確
か
め
る
方
法
は
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

（
44
）

真
実
は
被
告
人
が
動
物
の
名
を
何
一
つ
知
ら
な
か
っ
た
場
合
（
極
論
す
れ
ば
、
動
物
の
名
前
を
一
切
知
ら
な
か
っ
た
場
合
）
を
仮
定
し
て
み
る
と
、

被
告
人
の
主
観
的
世
界
に
関
す
る
限
り
、
百
々

鼠
事
件
の
被
告
人
と
ほ
と
ん
ど
相
違
が
な
い
状
況
に
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う

な
場
合
、
狩
猟
制
限
獣
の
名
を
「
全
て
知
ら
な
い
」
と
い
う
の
と
同
じ
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
で
も
「
法
律
の
錯
誤
」
は
故
意
を
阻
却
し
な
い
の
で
、

物
理
的
存
在
と
し
て
の
捕
獲
対
象
の
同
一
性
認
識
に
誤
り
が
な
い
限
り
、
狩
猟
期
間
外
の
捕
獲
行
為
は
常
に
有
罪
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
、

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
意
思
責
任
論
」
が
前
提
と
す
る
反
対
動
機
形
成
の
可
能
性
が
な
く
て
も
刑
事
責
任
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
と
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
逆
に
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
常
に
事
実
の
錯
誤
と
し
て
故
意
が
阻
却
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
鳥
獣
の
名
を
一
切
知
ら
な
い

無
知
な
者
、
あ
る
い
は
、
鳥
獣
の
名
を
し
っ
か
り
と
理
解
す
る
気
の
な
い
怠
惰
な
者
に
つ
い
て
は
常
に
無
罪
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
極
め
て
奇

妙
な
結
果
を
招
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
有
罪
と
無
罪
の
二
者
択
一
し
か
な
い
よ
う
な
硬
直
化
し
た
思
考
に
は
再

検
討
の
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
立
法
論
と
し
て
は
、
捕
獲
鳥
獣
の
種
類
を
正
し
く
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
捕

獲
し
て
し
ま
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
直
ち
に
有
罪
と
す
る
の
で
は
な
く
、
一
定
の
教
育
や
研
修
等
を
受
け
る
こ
と
を
義
務
付
け
、
そ
の
認
識
を
改
め

る
よ
う
に
促
し
た
上
で
、
そ
れ
で
も
な
お
再
犯
が
あ
れ
ば
、
そ
の
場
合
に
初
め
て
有
罪
と
し
て
処
罰
す
る
と
す
る
よ
う
な
制
度
設
計
（
立
法
論
ま
た

は
法
令
の
運
用
）
も
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
狸
狢
事
件
大
審
院
判
決
の
理
由
中
に
お
い
て
「
狸
、
狢
の
名
称
は
、
古
来
並
存
し
、
我

国
の
習
俗
亦
こ
の
二
者
を
区
別
し
、
豪
も
怪
し
ま
ざ
る
所
な
る
を
以
っ
て
、
狩
猟
法
中
に
於
て
、
狸
な
る
名
称
中
に
は
狢
を
も
包
含
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
、
国
民
を
し
て
適
帰
す
る
と
こ
ろ
を
知
ら
し
む
る
の
注
意
を
取
る
を
当
然
と
す
べ
く
、
単
に
狸
な
る
名
称
を
掲
げ
て
其
の
内
に
当
然
狢
を

包
含
せ
し
め
、
我
国
古
来
の
習
俗
上
の
観
念
に
従
い
狢
を
も
っ
て
狸
と
別
物
な
り
と
思
惟
し
、
之
を
捕
獲
し
た
る
者
に
対
し
、
刑
罰
の
制
裁
を
以
っ

て
之
を
臨
む
が
如
き
は
、
決
し
て
其
の
当
を
得
た
る
も
の
と
謂
う
を
得
ず
」（
原
文
は
カ
タ
カ
ナ
、
句
読
点
な
し
。）
と
あ
る
部
分
は
、
そ
の
よ
う
な
中

間
的
な
解
決
策
が
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
論
文
の

主
た
る
目
的
の
範
囲
外
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
以
上
深
く
は
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
に
す
る
。
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（
45
）

正
確
に
は
、「
ニ
ホ
ン
ア
ナ
グ
マ
（M

eles
m
eles

a
n
a
k
u
m
a
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）」
を
指
す
漢
字
で
あ
る
「
猯
」
も
ま
た
、「
ま
み
」
と
読

ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
前
掲
『
本
草
項
目
啓
蒙
』
等
に
よ
れ
ば
、「
猯
」
の
読
み
は
「
み
」
で
あ
る
が
、
漢
学
者
や
本
草
学
者
で
は
な
い
一
般
庶
民
に

正
確
な
読
み
や
発
音
を
期
待
す
る
こ
と
は
最
初
か
ら
無
理
な
こ
と
で
あ
る
。

（
46
）

同
様
に
、
日
本
国
の
領
土
内
に
「
ア
ナ
グ
マ
」
と
い
う
和
名
の
動
物
は
存
在
せ
ず
、「
ニ
ホ
ン
ア
ナ
グ
マ
（M

eles
m
eles
a
n
a
k
u
m
a
(T
em
m
in
ck
,

1
8
4
4
)

）」
の
み
が
生
息
す
る
と
い
う
の
が
動
物
学
に
お
け
る
通
説
的
見
解
で
あ
る
。

（
47
）

エ
ゾ
タ
ヌ
キ
を
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
と
同
一
視
し
、「N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
a
lb
u
s
(M
o
rita
,
1
9
9
9
)

」
を
「N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es

v
iv
errin

u
s
(B
ea
rd
,
1
9
0
4
)

」
の
異
名
（S

y
n
o
n
y
m

）
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
ま
た
、
阿
部
永
監
修
『
日
本
の
哺
乳
類
﹇
改
訂
２
版
﹈』（
東
海
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
）
七
四
頁
の
「
タ
ヌ
キ
」
の
項
に
は
、
学
名
と
し
て
「N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
(G
ra
y,
1
8
3
4
)

」
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
同
書
は
、「
タ
ヌ
キ
」
を
数
種
の
亜
種
に
分
け
る
こ
と
な
く
、
単
純
に
一
種
の
み
と
す
る
見
解
ま
た
は
日
本
産
の
「
タ
ヌ
キ
」
を
中

国
産
の
「
タ
ヌ
キ
」
と
全
く
同
一
種
で
あ
る
と
す
る
見
解
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
最
近
の
遺
伝
子
学
を
ベ
ー
ス
と
す
る
研
究
成

果
等
を
参
酌
す
る
と
、
同
書
に
お
け
る
よ
う
な
見
解
を
維
持
す
る
こ
と
に
は
基
本
的
に
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
48
）

N
O
B
A
N
IS
-
In
v
a
siv
e
A
lien

S
p
ecies

F
a
ct
S
h
eet

N
y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es

R
a
fa
�lK
o
w
a
lczy
k
,
P
h
D

h
ttp
:/
/
w
w
w
.n
o
b
a
n
is.o
rg
/
fi
les/
fa
ctsh
eets/

N
y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es.p
d
f

﹇
二
〇
一
二
年
六
月
一
六
日
確
認
﹈

（
49
）

高
槻
成
紀
・
山
極
寿
一
編
『
日
本
の
哺
乳
類
学
２
大
型
哺
乳
類
・
霊
長
類
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
）
三
二
一
〜
三
四
五
頁
﹇
佐
伯

緑
﹈

な
ど
。

（
50
）

他
の
亜
種
と
識
別
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
狭
義
の
「
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
p
ro
cy
o
n
o
id
es
(T
em
m
in
ck
,
1
8
3
8
)

）」

は
、
基
本
種
で
あ
り
な
が
ら
「
タ
イ
リ
ク
タ
ヌ
キ
」
ま
た
は
「
ビ
ン
エ
ツ
タ
ヌ
キ
」
と
い
う
（
一
亜
種
と
し
て
の
位
置
づ
け
の
）
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
51
）

本
論
文
で
は
異
名
（S

y
n
o
n
y
m

）
と
し
て
扱
っ
たN

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
sin
en
sis
(B
ra
ss,
1
9
0
4
);
N
y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es

k
a
lin
in
en
sis
(S
o
ro
k
in
,
1
9
5
8
)

及
びN

y
ctereu

tes
steg
m
a
n
n
i
(M
a
tsch
ie,
1
9
0
7
)

を
別
亜
種
と
す
る
見
解
も
あ
る
。

（
52
）

ア
ム
ー
ル
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
a
m
u
ren
sis
(M
a
tsch
ie,
1
9
0
7
)

）
を
別
亜
種
と
す
る
見
解
も
あ
る
。

（
53
）

前
掲
『
日
本
の
哺
乳
類
学
２
大
型
哺
乳
類
・
霊
長
類
』
三
二
三
頁

S
zczerb

a
l
a
n
d
S
w
ito
n
sk
i,
B
ch
ro
m
o
so
m
es
o
f
th
e
C
h
in
ese
ra
cco
o
n
d
o
g
(N
y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
p
ro
cy
o
n
o
id
es
G
ra
y
)
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co
n
ta
in
in
a
ctiv
e
N
O
R
-lik
e
seq
u
en
ces

h
ttp
:/
/
w
w
w
1
.u
n
ifi
.it/
ca
ry
o
lo
g
ia
/
p
a
st
v
o
lu
m
es/
5
6
2
/
C
a
ry
o
lo
g
ia
V
o
l
5
6
2
1
3
–
2
1
6
.p
d
f

﹇
二
〇
一
二
年
六
月
二
九
日
確
認
﹈

C
h
en
Y
J
,
Z
h
a
n
g
Y
P
,
Q
i
J
,
L
iu
R
Q
,
G
en
etic

rela
tio
n
sh
ip
s
o
f
N
y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
p
id
es:
a
s
in
ferred

fro
m
ra
n
d
o
m

a
m
p
lifi
ed
p
o
ly
m
o
rp
h
ic
D
N
A
a
n
a
ly
sis,
Y
i
C
h
u
a
n
X
u
e
B
a
o
.
1
9
9
8
;
2
5
(1
):
1
6
–
2
1
,

嶋
谷
ゆ
か
り
・
竹
下
毅
・
立
澤
史
郎
・
池
田
透
・
増
田
隆
一
「
釧
路
湿
原
に
分
布
す
る
食
肉
目
の
糞
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
に
よ
る
種
お
よ
び
性
別
の
判
定

　G
en
etic

Id
en
tifi
ca
tio
n
o
f
M
a
m
m
a
lia
n
C
a
rn
iv
o
re
S
p
ecies

in
th
e
K
u
sh
iro
W
etla
n
d
,
E
a
stern

H
o
k
k
a
id
o
,
J
a
p
a
n
,
b
y

A
n
a
ly
sis
o
f
F
eca
l
D
N
A

」

Z
o
o
lo
g
ica
l
S
cien
ce
2
0
0
8
V
o
lu
m
e
2
5
,
Issu
e
7
p
.
7
1
4
–
7
2
0

高
田
雄
三
・
向
田
政
博
・
今
井
利
夫
「
屋
久
島
に
お
け
る
タ
ヌ
キ
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
多
型
分
析
」D

N
A
p
o
ly
m
o
rp
h
ism
1
6
,
5
0
–
5
4
,

2
0
0
8
–
0
5
-3
0

（
54
）

他
の
省
庁
が
所
管
す
る
法
令
と
比
較
し
た
場
合
、
環
境
省
所
管
の
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年

法
律
第
七
五
号
）
に
基
づ
き
環
境
大
臣
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
て
い
る
絶
滅
危
惧
種
の
記
載
に
は
ラ
テ
ン
語
学
名
が
付
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
相

対
的
に
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
よ
り
正
確
な
同
定
が
可
能
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
環
境
省
が
指
定
す
る
絶
滅
危
惧
種
の
リ
ス
ト
（
レ
ッ
ド

リ
ス
ト
）
中
に
「
タ
ヌ
キ
（N
y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es

）」
ま
た
は
そ
の
亜
種
は
一
種
も
含
ま
れ
て
い
な
い
（
こ
れ
は
、
絶
滅
の
危
惧
が
な
い
も

の
と
し
て
判
定
さ
れ
た
結
果
と
推
定
さ
れ
る
。）。
そ
の
た
め
、
環
境
省
の
指
定
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
日
本
国
法
に
お
け
る
「
タ
ヌ
キ
」
を
定
義
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
55
）

国
立
国
会
図
書
館
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
上
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
資
料
と
し
て
閲
読
・
印

刷
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
56
）

社
団
法
人
大
日
本
山
林
會
編
『
川
瀬
先
生
の
小
傳
と
論
文
抄
』（
大
日
本
山
林
會
、
一
九
三
四
）
五
七
頁
に
よ
れ
ば
、
川
瀬
善
太
郎
は
、
文
久
二
年

江
戸
麹
町
紀
州
徳
川
邸
内
で
出
生
し
、
東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
（
旧
東
京
農
林
学
校
林
学
部
甲
科
）
を
卒
業
後
、
農
商
務
省
に
勤
務
し
、
ド
イ
ツ
留

学
後
、
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
年
）
に
東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
教
授
に
就
任
し
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
年
）
に
没
し
た
林
学
者
で
あ
る
。
主
著

は
、『
林
政
要
論
』（
有
斐
閣
、
一
九
〇
三
）
で
あ
る
が
、
ほ
か
に
『
經
濟
全
書
第
二
巻
』（
寶
文
堂
、
一
九
一
二
）
中
の
「
第
五
編
狩
獵
」、『
公
有
林
及

び
共
同
林
役
（
卽
入
會
關
係
）』（
三
浦
書
店
、
一
九
一
二
）
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。
動
物
に
関
す
る
著
作
と
し
て
は
、
本
論
文
の
本
文
中
に
示
し
た

『
た
ぬ
き
』
の
ほ
か
、『
志
か
』（
大
日
本
山
林
會
、
一
九
二
三
）
が
あ
る
。
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（
57
）

本
論
文
中
の
脚
注
7
参
照
。

（
58
）

本
論
文
中
の
脚
注
20
参
照
。

（
59
）

「
タ
ヌ
キ
」
の
分
類
に
つ
い
て
、
現
代
に
お
け
る
状
況
が
明
瞭
で
あ
る
こ
と
は
言
い
難
い
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
日
本
動
物
学
会
監
修

（
毛
利
秀
雄
・
八
杉
貞
雄
共
編
）『
日
本
の
動
物
学
の
歴
史
』（
培
風
館
、
二
〇
〇
七
）
に
は
明
治
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
間
の
日
本
の
動
物
学
の
概
略

が
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
同
書
中
の
第
三
章
「
分
類
学
」﹇
山
田
真
弓
﹈
を
読
む
と
、
世
界
規
模
で
動
物
分
類
学
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
こ
と
も
動
物
分
類
学
上
で
異
な
る
見
解
が
成
立
し
得
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
論

文
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
哺
乳
類
の
分
類
に
関
し
て
は
、
前
掲
『
日
本
の
哺
乳
類
学
２
』
一
〜
二
八
頁
﹇
高
槻
成
紀
﹈
に
よ
れ
ば
、
日
本
国
の
動
物

分
類
学
は
、
今
西
錦
司
ら
に
よ
る
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
研
究
等
を
除
い
て
は
、
諸
外
国
と
比
較
し
て
か
な
り
遅
れ
て
い
る
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
否
定
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
世
界
レ
ベ
ル
の
研
究
水
準
に
追
い
つ
い
た
の
は
一
九
九
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
動
物
分

類
学
に
お
け
る
マ
ク
ロ
面
だ
け
で
は
な
く
、
個
々
の
動
物
の
種
と
し
て
の
同
定
・
分
類
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
ま
だ
ま
だ
未
解
決
の
問
題
が
多
い

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
60
）

荒
俣
宏
『
世
界
大
博
物
図
鑑
第
５
巻
﹇
哺
乳
類
﹈』（
平
凡
社
、
一
九
八
八
）
一
五
〇
〜
一
五
一
頁
に
よ
れ
ば
、
①
『
日
本
霊
異
記
』
な
ど
に
み
え
る
「
狸
」

と
は
本
来
ヤ
マ
ネ
コ
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
り
、
タ
ヌ
キ
と
ヤ
マ
ネ
コ
と
の
混
同
が
あ
る
こ
と
、
②
日
本
国
に
お
い
て
「
狸
」
が
ヤ
マ
ネ
コ
で
は
な
く

「
タ
ヌ
キ
」
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
中
世
以
降
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
、
③
「
狢
」
と
は
タ
ヌ
キ
ま
た
は
ア
ナ
グ
マ
を
指
す
異
名
で
あ
る
こ
と
、
④
日

本
書
紀
推
古
紀
に
は
「
陸
奥
に
狢
（
う
じ
な
）
あ
り
て
人
と
化
り
て
以
て
歌
う
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
前
掲
梶
島
孝
雄

『
資
料
日
本
動
物
誌
』
五
七
五
頁
に
よ
れ
ば
、
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
年
）
の
正
倉
院
文
書
中
に
「
狸
毛
筆
」
と
の
文
言
が
あ
る
そ
う
で
あ
る
。
こ
の

「
狸
」
が
ど
の
よ
う
な
動
物
を
指
す
の
か
は
不
明
だ
が
、
仮
に
「
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
v
iv
errin

u
s
(B
ea
rd
,
1
9
0
4
)

）」

を
指
す
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
か
な
り
古
い
時
代
に
「
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
v
iv
errin

u
s
(B
ea
rd
,
1
9
0
4
)

）」
を

指
す
も
の
と
し
て
「
狸
」
と
い
う
字
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
61
）

渡
瀬
庄
三
郎
（
一
八
六
二
―
一
九
二
九
）
は
、
猛
毒
を
も
つ
ハ
ブ
の
駆
除
の
た
め
に
、
ジ
ャ
ワ
マ
ン
グ
ー
ス
（H

erp
estes

ja
v
a
n
icu
s
(É
.
G
eo
ff
ro
y

S
a
in
t-H
ila
ire,
1
8
1
8
)

）
を
沖
縄
に
移
入
し
た
人
物
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
マ
ン
グ
ー
ス
が
ハ
ブ
の
天
敵
と
し
て
ハ
ブ
駆
除
に
役
立
つ
ど
こ
ろ
か
、

逆
に
沖
縄
の
希
少
鳥
獣
を
食
害
す
る
害
を
発
生
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

（
62
）

川
瀬
善
太
郎
が
前
掲
『
た
ぬ
き
』
を
著
述
す
る
際
、「
ホ
ン
ド
タ
ヌ
キ
（N

y
ctereu

tes
p
ro
cy
o
n
o
id
es
v
iv
errin

u
s
(B
ea
rd
,
1
9
0
4
)

）」
以
外

の
種
類
に
属
す
る
動
物
の
毛
皮
や
骨
格
等
を
現
実
に
仔
細
に
検
討
し
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
現
実
に
骨
格
等
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
な
く
、
単
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に
渡
瀬
庄
三
郎
か
ら
紹
介
さ
れ
た
文
献
等
を
読
ん
で
考
察
し
た
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

（
63
）

狸
狢
事
件
の
第
一
審
判
決
（
宇
都
宮
区
裁
判
所
）
を
丁
寧
に
読
む
と
、
鑑
定
人
川
瀬
善
太
郎
の
大
正
一
三
年
九
月
八
日
付
鑑
定
書
の
ほ
か
、
鑑
定
人

景
山
関
丸
の
公
判
廷
に
お
け
る
供
述
も
証
拠
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
掲
『
栃
木
弁
護
士
会
史
（
資
料
編
）
第
一
号
狸
狢
事
件
』
一

六
頁
〜
一
八
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
下
野
新
聞
記
事
（
大
正
一
三
年
九
月
三
〇
日
夕
刊
）
に
含
ま
れ
て
い
る
法
廷
で
の
や
り
と
り
か
ら
す
る
と
、
鑑

定
人
景
山
関
丸
は
、「
畜
産
学
校
を
卒
業
後
、
狩
猟
法
の
出
来
た
頃
、
農
商
務
省
で
三
年
に
亙
り
三
回
動
物
学
の
講
習
を
受
け
ま
し
た
」
と
い
う
の
で

あ
る
か
ら
（
こ
の
供
述
の
趣
旨
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
要
す
る
に
、「
年
一
回
開
催
さ
れ
る
講
習
を
三
年
分
受
け
た
」
と
い
う
趣
旨
の
供
述

だ
と
思
わ
れ
る
。）、
動
物
学
の
専
門
家
で
あ
る
と
は
認
め
難
い
。

（
64
）

な
お
、
本
論
文
中
の
脚
注
44
参
照
。

（
65
）

た
だ
し
、
日
本
国
に
お
い
て
は
、
そ
の
後
、
民
選
議
員
の
腐
敗
堕
落
等
も
あ
っ
て
、
軍
部
に
よ
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
傾
向
に
強
ま
っ
た
後
、
戦
時
体
制

に
入
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
・
社
会
的
な
変
動
に
伴
い
、
法
解
釈
論
が
大
政
翼
賛
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
前
掲
団
藤
『
刑
法
綱
要
総

論
』
が
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
横
田
秀
雄
が
大
審
院
院
長
を
定
年
退
官
し
た
後
、
刑
事
判
決
の
流
れ
が
国
家
主
義
的
な
傾
向
を
強
め
た

こ
と
も
歴
史
的
事
実
で
あ
る
。
一
般
に
、
時
代
状
況
や
政
治
力
学
の
変
化
を
無
視
し
、
す
べ
て
同
一
の
社
会
的
・
政
治
的
環
境
の
上
に
あ
る
と
仮
定

し
た
上
で
の
判
例
研
究
は
基
本
的
に
無
意
味
で
あ
る
か
ら
、
過
去
の
裁
判
例
に
つ
い
て
判
例
研
究
を
す
る
際
に
お
い
て
も
、
時
代
背
景
や
政
治
的
・

歴
史
的
要
因
と
い
っ
た
社
会
的
要
因
の
作
用
ま
た
は
そ
れ
ら
の
影
響
に
十
分
留
意
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

（
66
）

こ
の
よ
う
な
場
合
に
ど
の
よ
う
な
法
律
構
成
を
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
見
解
（
法
解
釈
論
及
び
法
政
策
論
）
が
分
か
れ
得
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
と
考

え
る
。
な
お
、
公
訴
権
の
濫
用
論
に
つ
い
て
は
、
井
戸
田
侃
『
公
訴
権
濫
用
論
』（
学
陽
書
房
、
一
九
七
八
）
が
、
ま
た
、
手
続
打
切
り
論
に
つ
い
て

は
、
指
宿
信
『
刑
事
手
続
打
切
り
の
研
究
―
ポ
ス
ト
公
訴
権
濫
用
論
の
展
望
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
五
）
が
参
考
に
な
る
。

（
67
）

前
掲
川
瀬
『
た
ぬ
き
』
に
よ
れ
ば
、
川
瀬
善
太
郎
が
現
実
に
「
狸
」
を
飼
育
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
飼
育
し
て
い
た
の

は
「
狸
」
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
他
の
混
同
さ
れ
や
す
い
野
生
動
物
と
現
実
に
比
較
対
照
し
て
検
討
し
た
上
で
鑑
定
結
果
出
す
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

（
68
）

中
国
産
の
ト
キ
近
縁
種
が
輸
入
さ
れ
、
佐
渡
で
増
殖
・
放
鳥
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
日
本
産
の
ト
キ
と
中
国
産
の
ト
キ
近
縁
種
と
で
は
、
遺
伝
子

の
相
違
が
塩
基
配
列
の
個
数
で
わ
ず
か
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
根
拠
に
、
同
一
種
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
含
ま
れ
る
と
の
見
解
が
有
力
で
あ
る
ら
し
い
。

し
か
し
、
そ
の
塩
基
配
列
中
の
相
違
す
る
部
分
が
、
遺
伝
子
と
し
て
ど
の
よ
う
な
機
能
を
司
っ
て
い
る
の
か
を
研
究
し
た
成
果
は
現
在
の
と
こ
ろ
存
在

し
な
い
。
遺
伝
子
が
相
違
す
る
部
分
の
割
合
だ
け
で
種
と
し
て
の
同
一
性
等
を
判
断
（
即
断
）
す
る
こ
と
に
は
大
き
な
危
険
が
伴
う
こ
と
に
留
意
す
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べ
き
で
あ
る
。
も
し
、「
ほ
ん
の
わ
ず
か
だ
け
異
な
る
部
分
」
が
、
例
え
ば
「
渡
り
」
を
し
な
い
で
「
留
鳥
」
と
な
る
と
い
う
行
動
習
性
を
決
定
付
け

る
も
の
で
あ
っ
た
と
仮
定
し
た
場
合
、
外
形
的
に
は
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
っ
て
も
、
種
と
し
て
は
別
種
（
亜
種
）
と
し
て
考
え
る
べ
き
余
地
が
あ
る
。

（
69
）

動
物
で
は
な
い
が
、
ラ
ン
科
植
物
の
一
種
で
あ
る
キ
ノ
エ
サ
サ
ラ
ン
（L

ip
a
ris
u
ch
iy
a
m
a
e
S
ch
lech
ter

）
は
、
環
境
省
に
よ
っ
て
「
絶
滅
種
」

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
植
物
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
生
地
で
は
絶
滅
し
た
が
、
人
工
環
境
に
お
け
る
栽
培
品
個
体
は
か
な
り
多
数
存
在
す

る
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
ラ
ン
が
自
生
地
絶
滅
す
る
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
個
体
数
が
極
め
て
少
な
か
っ
た
の
に
、
最
後
の
生
存
個

体
か
も
し
れ
な
い
個
体
を
研
究
者
が
自
生
地
で
研
究
用
に
採
取
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
の
が
定
説
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

採
取
し
た
個
体
を
人
工
環
境
（
所
属
す
る
大
学
の
付
属
温
室
）
で
増
殖
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
結
果
、
人
工
的
な
増
殖
個
体
が
現
在
で
も
残
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
一
般
に
、
突
然
変
異
に
よ
っ
て
新
た
な
種
が
生
ま
れ
た
場
合
、
最
初
の
突
然
変
異
個
体
が
自
然
に
増
殖
し
て
増
え
る
ま
で
に
は
一

定
の
期
間
を
要
す
る
。
そ
の
間
に
は
既
存
の
動
植
物
と
の
間
の
生
存
競
争
も
あ
る
の
で
、
そ
う
簡
単
に
増
え
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
突
然

変
異
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
新
種
に
つ
い
て
は
、
個
体
数
が
そ
も
そ
も
少
な
い
と
い
う
理
由
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
絶
滅
が
発
生
し
や
す
い

と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
る
。
そ
の
よ
う
な
自
生
地
絶
滅
種
の
例
と
し
て
、
シ
ダ
植
物
（
オ
シ
ダ
科
）
の
一
種
で
あ
る
シ
ビ
イ
タ
チ
ダ
（D

ry
o
p
teris

sh
ib
ip
ed
is
S
a
.
K
u
ra
ta

）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
70
）

亜
種
や
変
種
の
場
合
に
は
、
基
本
種
の
指
定
に
よ
っ
て
当
然
に
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
と
の
見
解
が
成
立
し
得
る
（
大
は
小
を
兼
ね
る
。）。
し
た
が
っ

て
、
そ
の
よ
う
に
解
す
る
と
す
れ
ば
、
広
義
の
「
タ
ヌ
キ
」
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
ど
の
よ
う
な
亜
種
や
変
種
で
あ
っ
て
も
「
狸
」
に
該

当
す
る
も
の
と
し
て
有
罪
と
い
う
結
論
に
な
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
法
令
の
解
釈
・
運
用
の
上
で
の
亜
種
や
変
種
等
の
取
扱
い
に
関
し
て
は
、
同
一

の
法
令
中
で
も
取
扱
い
の
統
一
性
が
と
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
、
複
数
の
異
な
る
法
令
中
で
は
矛
盾
し
た
取
扱
い
に
な
っ
て
い
る
こ
と
さ
え
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
今
後
十
分
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ

と
考
え
る
。
な
お
、
前
掲
拙
稿
「
植
物
分
類
学
の
変
化
が
法
制
度
に
与
え
る
影
響
―
大
麻
取
締
法
令
を
中
心
と
す
る
考
察
」
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い

て
も
若
干
の
検
討
結
果
を
示
し
た
。

（
71
）

市
町
村
合
併
等
に
よ
り
、
高
知
県
高
岡
郡
長
者
村
は
、
現
在
で
は
高
知
県
吾
川
郡
仁
淀
川
町
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。
日
吉
神
社
の
現
在
の
所
在

地
は
、
仁
淀
川
町
長
者
乙
二
一
九
番
で
あ
る
が
、
そ
の
東
方
に
は
古
城
山
と
い
う
小
山
が
あ
り
、
そ
の
西
側
斜
面
付
近
が
現
在
で
も
「
竹
中
」
と
い

う
地
名
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
被
告
人
が
「
も
ま
」
を
捕
獲
し
た
の
は
、
こ
の
古
城
山
西
側
斜
面
付
近
（
日
吉
神
社
と
古
城
山
と
の
間
の
山
腹
斜
面
）

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

（
72
）

行
為
の
時
点
が
施
行
規
則
の
定
め
る
狩
猟
制
限
獣
の
狩
猟
期
間
外
で
あ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
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（
73
）

現
在
の
須
崎
簡
易
裁
判
所
に
相
当
す
る
。

（
74
）

判
例
集
の
中
に
は
「
必
ナ
要
ル
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、「
必
要
ナ
ル
」
の
誤
植
と
考
え
ら
れ
る
。

（
75
）

鳥
山
石
燕
『
今
昔
画
図
続
百
鬼
』（
一
七
七
九
）
な
ど
に
そ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

（
76
）

現
在
、「
ト
サ
ム
サ
サ
ビ
」
と
い
う
動
物
の
存
在
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
当
時
「
ト
サ
ム
サ
サ
ビ
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
動
物
の
中
に
「
ニ
ホ

ン
モ
モ
ン
ガ
（P

tero
m
y
s
m
o
m
o
n
g
a
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）」
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
は
あ
り
得
る
。

（
77
）

日
本
国
の
本
州
の
こ
と
を
指
す
。

（
78
）

川
道
武
男
「
徳
島
県
と
高
知
県
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
モ
モ
ン
ガ
の
新
し
い
生
息
域
」
リ
ス
と
ム
サ
サ
ビN

o
.2
2
,
A
p
ril
2
0
0
9

h
ttp
:/
/
w
w
w
.h
3
.d
io
n
.n
e.jp
/
in
v
a
siv
e/
m
o
m
o
n
g
a
.p
d
f

﹇
二
〇
一
二
年
六
月
二
九
日
確
認
﹈

（
79
）

「
ニ
ホ
ン
モ
モ
ン
ガ
（P

tero
m
y
s
m
o
m
o
n
g
a
(T
em
m
in
ck
,
1
8
4
4
)

）」
の
鳴
き
声
が
「
が
ぁ
〜
〜
」
と
い
う
凄
ま
じ
い
も
の
で
あ
る
た
め
、

古
来
の
名
で
あ
る
「
も
も
（
百
々
）」
と
「
が
ぁ
」
と
が
結
合
し
て
「
も
も
ん
が
」
と
い
う
呼
び
名
が
形
成
さ
れ
た
と
す
る
見
解
が
あ
る
。


